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　この報告書は，一般地方道折生野・神野・吾平線改良事業に伴って，平

成８年度から平成１０年度にかけて実施した中尾遺跡の発掘調査と，平成１２

年度に実施した四方高迫遺跡の発掘調査の記録です。

　この両遺跡は，鹿児島県の東部，大隅半島の鹿屋市吾平町（旧肝属郡吾

平町）上名にある近距離の位置に所在し，近くには神代三山稜のひとつ，

吾平山上稜があります。

　今回の調査では，縄文時代早期から中世まで長い間にわたる多くの遺構，

遺物が発見されました。なかでも，縄文時代早期の集石遺構や，古墳時代

の竪穴住居跡群・地下式横穴墓などの発見は，南九州における縄文時代や

古墳時代の集落の様相を研究するうえで貴重な資料を提供し，このほかに

も弥生時代前期の線刻土器や石剣など注目される遺物も出土しています。

　本報告書が県民の皆様はじめ，多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対

する関心とご理解をいただくとともに文化財の普及・啓発の一助となれば

幸いです。

　最後に，調査に当たりご協力いただいた県土木部道路建設課，吾平町教

育委員会，関係各機関並びに発掘調査に従事された地域の方々に厚くお礼

申し上げます。

　平成１８年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター　　

所　長　　上　今　常　雄　　
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１　本報告書は「一般地方道折生野・神野・吾平線改良事業」に伴う中尾遺跡・四方高迫遺跡の埋

蔵文化財発掘調査報告書である。なお，県教育委員会主体での中尾遺跡の発掘調査は，平成３年

度および平成５年度から平成１０年度の７か年にわたって実施したが，本報告は，平成８年度から

平成１０年度の３か年分の発掘成果をまとめたものである。

２　発掘調査は，鹿児島県土木部道路建設課（鹿屋土木事務所）から鹿児島県教育委員会が受託し，

鹿児島県立埋蔵文化財センターが担当した。整理作業および報告書作成は，平成１６年度および平

成１７年度に鹿児島県立埋蔵文化財センターにおいて実施した。

３　発掘調査については，鹿児島県土木部道路建設課（鹿屋土木事務所）や吾平町教育委員会の協

力を得た。

４　遺物番号は通し番号とし，本文・挿図・表・図版の番号はすべて一致する。

５　遺物は時期ごと，器種ごとに分けたが，弥生土器・石器については，はっきりと区分できな

かったため，大きくまとめて記した部分がある。

６　本書で用いたレベル数値はすべて海抜絶対高である。

７　発掘調査における図面の作成及び写真の撮影は，調査担当者が行った。

８　遺構実測図の浄書及び出土遺物の実測・浄書は整理作業員の協力を得て整理担当者が行った。

９　出土遺物の写真撮影は西園勝彦が，遺構の写真構成は鶴田靜彦が担当した。

１０　本書の執筆及び編集は池畑が担当したが，Ⅱ・Ⅲについては鹿児島県立埋蔵文化財センター発

掘調査報告書（８７）に三垣恵一が記したものを利用した。

１１　出土した遺物は，県立埋蔵文化財センターが一括して保管し，展示・活用する予定である。

　　なお，中尾遺跡の遺物注記の略号は「ナカオ」，四方高迫遺跡の遺物注記の略号は「四方」で

ある。
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１　遺　構

　１）遺構図の縮尺は，基本的に縄文時代の集石遺構が１／２０・土坑が１／４０，古墳時代の竪穴住

居跡が１／４０・溝状遺構が１／２０，または１／４０で掲載している。それぞれの遺構図については

縮尺を付してある。

　２）遺構番号についてはこの報告書において付け変えたものがある。それぞれの項で，それを表

記したが，遺物への注記においては調査時のものを使用している。

２　土　器

　１）中尾遺跡では基本的に１／２あるいは１／３で掲載したが，１／４のものもある。縮尺はそ

れぞれの図面に示してある。

　２）四方高迫遺跡では１／２で掲載してある。

　３）土製品についても土器と区別せず，通し番号とした。

３　石　器

　１）石器の番号の前にはすべてＳが付してある。軽石製品についても同様で，これらは区別せず

通し番号としてある。

　２）縮尺は，基本的に打製石鏃・磨製石鏃・トロトロ石器・石匙・スクレイパーなどの剥片石器

を実寸，四方高迫遺跡の石斧，中尾遺跡の磨石の一部，石錘・石剣を１／２，中尾遺跡の磨製石

斧・打製石斧・礫器・磨敲石類を１／３，石皿を１／４で掲載しているが，一部については縮尺

の異なる場合がある。

　３）石器観察表の計測値で（　　）書きのものは，欠損品の残存部における数値である。

　４）石器観察表の計測値で長さ・幅・厚さの単位は�，重さの単位はｇである。
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　鹿児島県教育委員会は，文化財の保護・活用を図るため，各開発関係機関との間で，事業区域内

における文化財の有無およびその取り扱いについて協議し，諸開発との調整を図っている。

　この事前協議制に基づき，鹿児島県土木部道路建設課（鹿屋土木事務所道路建設課）は，「一般

地方道折生野・神野・吾平線改良事業」の計画に基づいて，肝属郡吾平町上名地区に計画した道路

改良工事に先立って，対象地内における埋蔵文化財の有無について鹿児島県教育庁文化課（組織改

革により平成８年度から文化財課と改称）に照会した。

　この結果，事業区間内には周知の遺跡である中尾遺跡が所在することが判明し，平成３年度に県

道拡幅部分について緊急発掘調査を実施することとなった。

　発掘調査は県文化課が担当した。その結果，遺跡は縄文時代早期から古墳時代にかけての複合遺

跡であることや，遺跡の範囲が現県道の下部まで広がることが確認された。

　そこで，平成４年度に鹿児島県土木部・県文化課・鹿児島県立埋蔵文化財センター（以下，埋文

センター）の三者で再度協議を行い，当事業区間内においては現状保存や設計変更が不可能なこと

から，平成５年度以降，計画的かつ継続して発掘調査（確認・本調査）を実施し，発掘調査は埋文

センターが担当することとした。

　県教育委員会主体の調査は，平成３年度，平成５年度から平成１０年度までの７か年にわたって実

施した。調査総面積は８，８６０�である。本調査終了後，平成３年度および平成５年度から平成７年

度までの調査成果については，平成１５年度及び平成１６年度に埋文センターにおいて整理作業・報告

書作成作業を行った。また，平成８年度以降の調査成果については，平成１６年度及び平成１７年度に

埋文センターにおいて整理作業・報告書作成作業を行った。

　本改良工事に伴い中尾遺跡の南側の和田及び四方高迫遺跡についても遺跡の存在が明らかとなっ

たため，平成１２年８月７日から１２月２７日まで確認調査・本調査を実施した。和田遺跡については確

認調査のみを埋文センターが実施し，本調査については平成１４・１５年に吾平町教育委員会が行った。

これらの整理作業・報告書作成作業については，和田遺跡を平成１５年度に吾平町教育委員会が行い，

平成１６年３月に「吾平町埋蔵文化財発掘調査報告書」１７として刊行された。

　四方高迫遺跡については平成１７年４月から９月に埋文センターにおいて，整理作業・報告書作成

作業を行った。
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　確認・本調査（平成８年度～平成１０年度，平成１２年度）

　起因事業主体者　鹿児島県土木部道路建設課（鹿屋土木事務所道路建設課）

　調 査 主 体 者　鹿児島県教育委員会

　調査企画調整　鹿児島県教育庁文化財課

　調 査 責 任 者　県立埋蔵文化財センター　　所　　　　　　長　　吉　元　正　幸（Ｈ８・９）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　吉　永　和　人（Ｈ１０）
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　調 査 責 任 者　県立埋蔵文化財センター　　所　　　　　　長　　井　上　明　文（Ｈ１２）

　調 査 企 画 者　　　　〃　　　　　　　　　次長兼総務課長　　尾　崎　　　進（Ｈ８～１０）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　黒　木　友　幸（Ｈ１２）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主任文化財主事兼調査課長　　戸　�　勝　洋（Ｈ８）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　調　 査　 課　 長　　戸　�　勝　洋（Ｈ９・１０）
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　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　課長補佐兼第一調査係長　　新　東　晃　一（Ｈ８～１０）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主任文化財主事兼第二調査係長　　立　神　次　郎（Ｈ８）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　課　 長　 補　 佐　　立　神　次　郎（Ｈ１２）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主任文化財主事　　青　崎　和　憲（Ｈ１０）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　第 一 調 査 係 長　　青　崎　和　憲（Ｈ１２）

　調 査 担 当 者　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 主 事　　長　野　眞　一（Ｈ８）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　肱　岡　隆　夫（Ｈ８）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　中　村　耕　治（Ｈ９）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　安　藤　　　浩（Ｈ９）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　大久保　浩　二（Ｈ１０）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　鶴　田　靜　彦（Ｈ１０～１２）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員　　中　原　一　成（Ｈ８）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　黒　川　忠　広（Ｈ９）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　西　村　喜　一（Ｈ１２）

　事 務 担 当 者　　　　〃　　　　　　　　　総　 務　 係　 長　　有　村　　　貢（Ｈ１２）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主　　　　　　査　　成　尾　雅　明（Ｈ８）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　前屋敷　裕　徳（Ｈ９・１０）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　政　倉　孝　弘（Ｈ９・１０）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主　　　　　　事　　追　立　ひとみ（Ｈ８・９）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　溜　池　圭　子（Ｈ１０・１２）

　整理・報告書作成（平成１６・１７年度）

　起因事業主体者　鹿児島県土木部道路建設課（鹿屋土木事務所道路建設課）

　作 成 主 体 者　鹿児島県教育委員会

　企　画　調　整　鹿児島県教育庁文化財課

　作 成 責 任 者　県立埋蔵文化財センター　　所　　　　　　長　　木　原　俊　孝（Ｈ１６）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　上　今　常　雄（Ｈ１７）

　作 成 企 画 者　　　　〃　　　　　　　　　次長兼総務課長　　賞　雅　　　彰（Ｈ１６）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　有　川　昭　人（Ｈ１７）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　次長兼調査第一課長　　新　東　晃　一（Ｈ１７）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　調　 査　 課　 長　　新　東　晃　一（Ｈ１６）



－３－

　作 成 企 画 者　県立埋蔵文化財センター　　調 査 課 長 補 佐　　立　神　次　郎（Ｈ１６）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主任文化財主事兼第一調査係長　　池　畑　耕　一（Ｈ１６～１７）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主任文化財主事　　中　村　耕　治（Ｈ１６～１７）

　作 成 担 当 者　　　　〃　　　　　　　　　主任文化財主事兼第一調査係長　　池　畑　耕　一（Ｈ１７）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 主 事　　三　垣　恵　一（Ｈ１６）

　事 務 担 当 者　　　　〃　　　　　　　　　主幹兼総務係長　　平　野　浩　二（Ｈ１６～１７）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主　　　　　　事　　福　山　恵一郎（Ｈ１６）

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　 〃　　　 　　田之畑　美　幸（Ｈ１７）

　企　画　委　員　　　　〃　　　　　　　　　主任文化財主事　　中　村　耕　治（Ｈ１６～１７）

　　　　〃　　　　　　　〃　　　　　　　　　文 化 財 主 事　　鶴　田　靜　彦（Ｈ１６～１７）

　報告書作成検討委員会　平成１７年１２月２０日　　所長ほか　７名

　報告書作成指導委員会　平成１７年１２月１９日　　次長ほか　３名

��������	

　ここで紹介する第５次調査以降の発掘調査は，平成８年８月１９日～１０月１８日，同１１月２５日～１１月

２９日，平成９年４月２１日～７月１１日，平成１０年１１月９日～１２月１５日にかけて実施した。以下，年度

ごとに日誌抄をもって調査の経過を略述する。
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○８月１９日（月）～１０月１８日（金）

　平成８年度は８月１９日から１０月１８日まで次年度以降の確認調査２８０�と，本調査１，２００�を実施し

たが，途中で地下式横穴墓が発見され，この周辺の民間工事を次年度まで待つことができなかっ

たため，１１月下旬に追加調査を行った。

○１１月２５日（月）～２９日（金）

　地下式横穴２号墓の発掘調査。２５日から玄室の掘り上げ，清掃。写真撮影。

　２６・２７日に鹿児島大学歯学部の小片丘彦教授・竹中正巳助手・峰和治助手による人骨取り上げ。

　人骨取り上げ後，竪坑・玄室の清掃。２９日に終了。

　本調査と併行して，隣接地で５号墓・６号墓の調査を吾平町教育委員会が実施。
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○４月２１日（月）～２５日（金）

　２１日の午後から作業開始。表土剥ぎ，Ⅲ層掘り下げ（Ｍ－５２～５７区・Ｎ－５０～５３区）。

　成川式土器・縄文時代晩期・曽畑式土器・磨製石斧・有茎鏃など出土。

　現道部分のアスファルト剥ぎ。　

　吾平小学校６年生，川崎重治氏（吾平町教委），新福深氏（高山町教委），長浜正明氏，岩元秋見

氏（大根占町教委）来訪。

○４月３０日（水）～５月２日（金）

　現道部分の表土剥ぎ，Ⅲ層掘り下げ。長方形の掘り込み掘り下げ。

　２日は雨のため作業休止。



－４－

○５月６日（火）～９日（金）

　Ｌ－５３～５７区，Ｍ－５０～５６区，Ｎ－５３・５４区のⅢａ層掘り下げ。

　２条の溝状遺構写真撮影・掘り下げ。

○５月１２日（月）～１６日（金）

　Ｌ－５２～５６区，Ｍ－５０～５６区のⅢａ層掘り下げ。溝状遺構掘り下げ。１５日は雨のため作業中止。

　１５日から３０日まで長期研修生・内村憲和氏（大崎町教委）が発掘実習。

○５月１９日（月）～２２日（木）

　Ｊ・Ｋ・Ｌ－５７・５８区のⅢａ層掘り下げ。Ｍ・Ｎ－５０・５１区のⅣ層・Ⅴ層掘り下げ。

　縄文時代晩期の突帯文土器・磨製石斧・打製石斧・石鏃などが出土。

　土坑・溝状遺構の掘り下げ，写真撮影・実測。

　新福深氏（高山町教委）来訪。安全パトロール（児玉・大保）。

○５月２６日（月）～３０日（金）

　Ｊ・Ｋ・Ｌ－５７・５８区のⅢａ層，Ｍ・Ｎ－５０・５１区Ⅵ層掘り下げ。

　溝状遺構写真撮影・実測。

　空中写真撮影（２７日），教育長・川崎重治氏（吾平町教委），長浜正明氏（大根占町教委）来訪。

○６月２日（月）～６日（金）

　Ｍ・Ｎ－５０・５１区のⅥ層掘り下げ。Ｋ～Ｍ－５５・５６区のⅢａ層掘り下げ。

　集石１基検出。

　３日は雨のため作業中止。６日から１９日まで長期研修生・古川斉氏（末吉町教委）が発掘実習。

長浜正明氏（大根占町教委）来訪。

○６月１０日（火）～１３日（金）

　Ｋ・Ｌ－５８・５９区のⅥ層掘り下げ。Ｌ・Ｍ－５５・５６区の遺物取り上げ。Ｎ５１区の集石写真撮影・実測。

　Ｋ５８区で集石検出。

○６月１６日（月）～１９日（木）

　Ｊ－５８・５９区，Ｋ・Ｌ－５８・５９区のⅥ層掘り下げ。

　１０年度の確認調査（４つのトレンチ）。

　Ｋ５８区の２号集石の写真撮影・実測。

　Ｊ５９区の３号集石の実測。

○６月２３日（月）～２７日（金）

　Ｋ５７区・Ｌ～Ｎ－５２・５３区掘り下げ。

　Ｍ５２・５３区に集石（４号・５号集石）。

　集石の実測，トレンチの位置図作成・地層実測。

　守屋氏（高山町教委）来訪。

○７月１日（火）～４日（金）

　Ｋ～Ｎ－５４～５７区掘り下げ。

　Ｌ－５７区に６・７号集石，Ｋ５７区に８号集石，Ｍ５７区に９号集石。

　集石の写真撮影・実測。Ｋ５７区で異形石器。断面の実測。



－５－

　松野氏（鹿屋土木）来訪。

○７月８日（火）～１０日（木）

　Ｋ～Ｎ－５４～５６区掘り下げ。

　１０～１２号集石検出。

　集石の写真撮影・実測。

　内村憲和氏（大崎町教委）実測実習。
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○１１月９日（月）～１３日（金）

　９日：現道アスファルト除去。鹿屋土木・駒寿氏と境界杭など確認。

　１０日：表土剥ぎ。発掘機材搬入。

　１１日：発掘作業開始。

　Ⅱ～Ⅲｂ層まで掘り下げ。

　長崎教育長・川崎重治氏・山下博文氏（吾平町教委），係長・駒寿氏（鹿屋土木），尾崎次長，中

村文化財主事，政倉主査（埋文セ）来訪。

○１１月１６日（月）～２０日（金）

　１７日からグリッド設定。Ｇ・Ｈ－６３～６５区Ⅱｂ層，５９～６２区Ⅵ層掘り下げ。

　縄文時代晩期の土器・石器が多い。早期の土器・石鏃も出土。

　１７日午前作業中止。

　鶴峯小６年生発掘体験（２５名），大園係長・駒寿氏（鹿屋土木），川崎氏（吾平町教委）来訪。

○１１月２４日（火）～２６日（木）

　Ｇ・Ｈ－６４・６５区の遺構検出。ピットが少し。

　早期層の掘り下げ。

○１１月３０日（月）～１２月４日（金）

　東側のⅡ層，西部分のⅥ層掘り下げ。

　地層写真撮影・実測。

　２日・３日は雨のため中止。

　鹿屋土木の大園係長・駒寿氏と打合せ。

○１２月９日（水）・１０日（木）

　６２～６５区の早期層掘り下げ。地層の写真撮影・実測。

○１２月１５日（火）

　空撮をし，調査終了。
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○８月７日（月）～１１日（金）

　７日：重機による表土剥ぎ。トレンチ設定。

　８日：調査開始。調査員への諸注意。

　　　　トレンチ設定，掘り下げ。

　　　　弥生土器・縄文早期の土器が数点出土。



－６－

　１０日に安全パトロール。

○８月１６日（水）～１８日（金）

　トレンチの掘り下げ。一部の表土剥ぎ開始。１６日午後・１７日・１８日は雨のため作業中止。

○８月２１日（月）～２５日（金）

　トレンチの掘り下げ。一部は埋め戻し。

　本調査開始。一部は表土剥ぎ。

○８月２８日（月）・２９日（火）

　弥生～古墳時代包含層の掘り下げ。

　重機によって縄文時代早期包含層まで掘り下げ。

○９月１日（金）

　Ⅱ層掘り下げ。遺構検出。

　Ⅶ層掘り下げ。

○９月４日（月）～８日（金）

　縄文時代早期包含層の掘り下げ。石坂式土器や磨石・石皿などが出土。

　集石が８基検出される。

　鹿屋土木事務所山路氏・金井氏来訪。

○９月１１日（月）～１４日（木）

　台風の影響で雨天が続き，外の作業はできなかった。

　遺物・図面整理。

　鹿屋土木事務所との打合せ。

○９月１８日（月）～２２日（金）

　縄文時代早期包含層の掘り下げ。集石の検出，掘り下げ，写真撮影。集石のなかに，使い込んだ

石皿・磨石等のまざったものがある。

　弥生時代の遺物包含層掘り下げ。

○９月２５日（月）～２９日（金）

　縄文時代早期包含層の掘り下げ。

　集石の検出，写真撮影。

　弥生～古墳時代包含層の掘り下げ。

○１０月２日（月）～６日（金）

　弥生～古墳時代包含層の掘り下げ。

　縄文時代早期の遺構検出。包含層の掘り下げ終了。

　下層確認トレンチ掘り下げ。

　集石の実測。

　鶴峰小学校６年生３２名発掘体験。（６日）

○１０月１０日（火）～１３日（金）

　下層確認トレンチ掘り下げ。遺物なし。

　集石・断面の実測。地層の写真撮影。



－７－

　和田遺跡の確認トレンチ設定。掘り下げ。

　神野小学校３～６年生１５名体験学習。（１３日）

○１０月１６日（月）～２０日（金）

　和田遺跡の確認調査。

　設計変更部分（４００�）の調査開始。集石の実測。

○１０月２３日（月）～２６日（木）

　設計変更部分の弥生・古墳時代包含層の掘り下げ。

　集石の実測。

○１１月１日（水）・２日（木）

　集石の実測。

　現場撤収。

��������	
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　※中尾遺跡については，検出した遺構が一部重複するため，平成３年度から平成７年度分を一括して掲載した。

遺　物遺　構時代調査担当者調査面積調査期間年度

県　
　

教　
　

育　
　

委　
　

員　
　

会　
　

主　
　

体

吉田式土器・下剥峯式土器・塞
ノ神式土器
深浦式土器
黒川式土器・夜臼式土器・組織
痕土器
打製石鏃・磨製石斧・打製石斧・
磨敲石・砥石・石皿
成川式土器・鉄製鈴

集石遺構８基

土坑３基

竪穴住居跡２２軒
溝状遺構４条

古道

縄文早期

縄文前期
縄文晩期

古墳

古代

鶴田　靜彦
湯之前　尚

確認調査
本調査
 ３，６００�

７／２３～８／９
８／１９～１／３１

Ｈ
３

中　
　
　
　
　
　

尾　
　
　
　
　
　

遺　
　
　
　
　
　

跡

鶴田　靜彦
大久保浩二

本調査
 ３，０００�

８／２４～１１／２Ｈ
５

鶴田　靜彦
大久保浩二

本調査
　　１．２００�

７／２６～８／２６Ｈ
６

宮田　栄二
湯之前　尚

確認調査
 ６０�
本調査
 １，０００㎡

５／２２～７／１４Ｈ
７

土器・石鏃・石斧
鉄製太刀・鉄製刀子
成川式土器

集石遺構１基
地下式横穴墓２基
竪穴住居跡５軒
溝状遺構３条
土坑２基

縄文早期
古墳長野　眞一

肱岡　隆夫
中原　一成

確認調査
 ２８０㎡
本調査
 １，２００㎡

８／１９～１０／１８
１１／２５～１１／２９

Ｈ
８

下剥峯式土器・桑ノ丸式土器・
塞ノ神式土器
石鏃・異形石器・石斧・石斧未
製品・礫器・磨石・石皿
曽畑式土器
刻目突帯文土器・組織痕土器
成川式土器

集石遺構１２基
集積遺構２基

溝状遺構２条
土坑２基

縄文早期

縄文前期
縄文晩期
古墳
古代

中村　耕治
安藤　　浩
黒川　忠広

確認調査
 ４５㎡
本調査
 １，６００㎡

４／２１～７／１１Ｈ
９
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遺　物遺　構時代調査担当者調査面積調査期間年度

県

教

委

主

体

土器・石鏃

刻目突帯文土器・石斧・

スクレイパー

土器

成川式土器

縄文早期

縄文晩期

弥生中期

古墳

鶴田　靜彦

大久保浩二

本調査

 １，２８０㎡
１１／９～１２／１５Ｈ　

１０中　
　

尾　
　

遺　
　

跡

吾

平

町

教

委

山ノ口式土器・石庖丁

成川式土器

鉄剣・鉄刀

竪穴住居跡１基

地下式横穴墓１基

弥生

古墳
山下　博文

本調査

 １，４００㎡
５／１１～９／９Ｈ　

１６

県

教

育

委

員

会

主

体

前平式土器・石坂式土器

石鏃・打製石斧・礫器・磨

石・石皿

甕形土器

成川式土器

集石遺構８基縄文早期

弥生

古墳

鶴田　靜彦

西村　喜一

確認調査

 ７０㎡

本調査

 ３，４００㎡
８／７～１０／２７Ｈ　

１２

四

方

高

迫

遺

跡

－－－確認調査

 ４０㎡

和　
　

田　
　

遺　
　

跡

吾

平

町

教

育

員

会

主

体

加栗山式土器・吉田式土

器・石坂式土器・下剥峯式

土器・磨製石鏃・打製石鏃・

磨製石斧・打製石斧・磨石・

石皿・砥石

土器

連穴土坑２基

集石遺構２０基

縄文早期

弥生

川崎　重治

山下　博文

確認調査

本調査

  ３，２００㎡

７月　　

１０月～　

１月～　

Ｈ　
１４

加栗山式土器・吉田式土

器・石坂式土器・下剥峯式

土器・辻タイプ・中原式土

器・磨製石鏃・打製石鏃・

磨製石斧・打製石斧・礫器・

磨石・敲石・凹石・石皿・

軽石製品

山ノ口式土器

成川式土器

集石遺構８基縄文早期

弥生

古墳

川崎　重治

山下　博文

本調査

 ５３０㎡
４／５～７／１４Ｈ　

１５

和

田

Ⅱ

遺

跡



中 尾 遺 跡
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　中尾遺跡及び四方高迫遺跡は，鹿児島県肝属郡吾平町上名字中尾及び四方高迫に所在する。

　遺跡の所在する吾平町は，鹿児島県の東半を占める大隅半島のほぼ中央にあり，県庁所在地の鹿

児島市とは鹿児島湾を挟んで南東約４０�の距離に位置する。行政区分上では，東を高山町，北西を

鹿屋市，南西を大根占町と境を接しており，総面積は５９．１５�の町である。

　吾平町は，地勢的には南部の国見山系（肝属山地），中部のシラス台地，北部の河川流域に沿っ

て形成された河岸段丘および沖積地に区分される。南部一帯は山林，台地上には畑，河川流域には

水田地帯がひろがっている。

　地質的には，南部山地に黒雲母花崗岩，西部山地に輝石安山岩・玄武岩などの火山岩，その中間

地帯には砂岩・頁岩交互層などの堆積岩が分布する。北部一帯は姶良カルデラを噴出源とするいわ

ゆるシラス層からなり，姶良川流域には粘土層や一部に泥岩などが分布する。　

　中尾遺跡は，国見山系の支脈（福師岳２８６．２ｍなど）の北側，東原台地とよばれるシラス台地上

および姶良川の開析によって形成された河岸段丘縁辺部に立地する。標高は約４０ｍ～５５ｍである。

吾平町役場からは南へ約１．５�の距離にあり，遺跡の西約２５０ｍほどを肝属川の支流の一つである姶

良川が北流している。

��������	

　吾平町における遺跡の分布状況は，南部の山地帯には少なく，中部のシラス台地から北部の河岸

段丘上および沖積地にかけて遺跡が集中する傾向がうかがえる。

　吾平町において特筆すべきものとして，古墳時代の地下式横穴墓群がある。大隅地域では，志布

志湾沿岸および肝属川流域を中心に分布しており，現在までに２３遺跡で総数９０基以上が発見されて

いる。吾平町では天神原地下式横穴墓群・宮ノ上地下式横穴墓群・堀木田原地下式横穴墓群・中尾

地下式横穴墓群の４遺跡で２６基以上が確認されている。今後の発掘調査によってさらに増加する可

能性が高い。これらの発掘成果は，南九州の古墳時代，なかでも墓制の研究においては欠かせない

ものとなっている。以下，吾平町内における主な遺跡を概観する。

�　宮ノ上地下式横穴墓群

　肝属川の支流，姶良川の周辺に広がる平野を望む標高約４０ｍの台地上に位置し，現在は吾平小学

校の校庭である。昭和２４年から計６回にわたる発掘調査が実施され，１５基が確認され，そのうち１０

基の調査が行われている。副葬品として土師器や鉄剣・鉄鏃・鉄鉾・刀子などが出土している。

�　天神原地下式横穴墓群

　肝属川に面した標高約２５ｍの台地縁辺部にある。吾平町と高山町にまたがって存在する地下式横

穴墓群である。これまでに４基の調査が行われ，１号地下式横穴墓から人骨一体と軽石製石棺，２

号からは粘土床や軽石板とともに副葬品として直刀・刀子・鉄斧などが出土している。

�　堀木田原地下式横穴群

　宮ノ上地下式横穴墓群の西約１�の台地縁辺部に所在し，昭和５５年に発見，発掘調査が行われて

いる。地下式横穴墓は，全長５．２ｍと県内では最大級の規模があり，玄室内に粘土床を有する。副

葬品は鞘と思われる木質が残存する直刀，柄の一部を伴う鉄剣，刀子が出土している。
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�　中尾遺跡（中尾地下式横穴墓群）

　平成３年度以来１１度の発掘調査が実施されている縄文時代早期から古代にかけての複合遺跡であ

る。なかでも古墳時代の成果が注目される遺跡であり，竪穴住居跡や溝状遺構，地下式横穴墓など

の遺構が多数確認されている。今回報告するものを除いた調査成果について列挙することとしたい。

　平成３年度の調査では，古墳時代のものと思われる竪穴住居跡２１軒と円形周溝状遺構１基，溝状

遺構４条が検出されている。前回報告した調査区の隣接地であり，周辺に大規模な集落が存在した

ことを裏付ける発見となった。平成８年度には，本事業に伴う調査で地下式横穴墓が２基検出され

たのをはじめ，個人の畑地造成に伴う調査でも４基確認されている。平成１６年度に確認した１基を

含め，中尾地下式横穴墓群ではこれまでに７基の存在が把握されたことになる。玄室は平入りで隅

丸長方形を呈する。玄室内から１号で２体，２号で１体，５号で１体，６号で３体の人骨が発見さ

れている。副葬品は円頭太刀・鉄刀・鉄鏃・刀子・銅製鈴などがある。

　このほか，平成１６年度の調査では，弥生時代中期後半の竪穴住居跡・掘立柱建物跡，古墳時代の

竪穴住居跡などが検出され，地下式横穴墓から鉄剣・鉄刀が出土している。

�　栫ノ下遺跡

　古墳時代の壺形土器が採集されている。底部はやや尖り気味の丸底で胴部がふくらみ，頸部はよ

くしまり口縁部は外反する器形で，胴部にはすれ違う刻み目突帯が１条めぐり，頸部から肩部と突

帯の上下に櫛描波状文がみられるものである。在地性の強い成川式土器に畿内・瀬戸内の影響が考

えられる技法がみられる注目すべき発見である。

�　名主原遺跡

　昭和６３年，平成元年，平成１３・１５・１６年度に調査が実施され，弥生時代終末頃の花弁形住居跡を

はじめとする竪穴住居跡群が多数検出されている。平成３年度の調査では同心円文や重弧文など幾

何学的な沈線文様が施された壺形土器が出土している。

�　荷掛原遺跡

　平成元年および平成３年に調査が実施され，縄文時代早期のものと思われる集石遺構や打製石

鏃・磨石・剥片石器類が出土している。

�　水流遺跡

　平成２年に調査が実施され，縄文時代早期の集石遺構が検出され，前平式土器・吉田式土器・石

坂式土器・山形押型文土器のほか阿高式土器が出土している。

�　原口岡遺跡

　平成６年度に発掘調査が実施され，縄文時代早期の集石遺構６基のほか，前平式土器・吉田式土

器・石坂式土器・石斧・磨製石鏃・石皿・砥石・剥片石器等の遺物が出土している。

�　和田遺跡

　平成１４・１５年度の本調査で，縄文時代早期の連穴土坑２基，集石遺構２８基などの遺構のほか，加

栗山式土器・吉田式土器・石坂式土器・下剥峯式土器・辻タイプ・中原式土器・磨製石鏃・打製石

鏃・磨製石斧・打製石斧・磨石・石皿・砥石などの遺物が発見されている。
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備　　考遺　　物　　等時　　代地形所　在　地遺跡名№

本報告書縄文土器（早・晩）・弥生土器
・成川式土器

縄文・弥生・古墳台地鹿屋市吾平町上名中尾中尾　１

Ｓ６３・Ｈ１・１３・
１５・１６調査

弥生土器・成川式土器・土師
器・須恵器

弥生・古墳・奈良・平安台地鹿屋市吾平町下名川西名主名主原２

弥生土器・打製石斧弥生（中・後）低地鹿屋市吾平町麓堀木田堀木田３

弥生土器・成川式土器・須恵
器・土師器

弥生・古墳・奈良・平安台地鹿屋市吾平町麓和泉田原和泉田原４

弥生土器弥生台地鹿屋市吾平町麓鶯原鶯原５

高坏・壺弥生　台地鹿屋市吾平町麓川上川上６

Ｈ５町調査古墳台地鹿屋市吾平町麓廣牧廣牧７

弥生土器弥生台地鹿屋市吾平町麓城ヶ迫原城ヶ迫原８

弥生土器（櫛目文あり）・成川
式土器

弥生（中）・古墳低地鹿屋市吾平町麓栫下栫の下９

「姶良名勝志」
「三國名勝図
会」

上古平判官と申人数代居住，
近世初頭島津氏支配，回り八
町，高さ十間

平安（末）・中世（室町末）丘陵鹿屋市吾平町麓城ヶ迫原城
山

山古城跡１０

上古平判官居館跡，島津の地
頭初代以降（天正から）

平安（末）・中世（室町）・
近世

低地鹿屋市吾平町麓山古城南山
麓

地頭御仮屋跡１１

弥生土器・土師器弥生（後）・奈良・平安台地鹿屋市吾平町麓千手院千手院（坂）１２

Ｓ２４・２９・
４６・５３・６１調査

地下式横穴墓群・直刀・鉄器古墳台地鹿屋市吾平町麓宮ノ上吾平
小校庭

宮ノ上地下式
横穴墓群

１３

壺形土器（完全）弥生（中）低地鹿屋市吾平町麓宮ノ前鵜戸
神社脇

宮ノ前
（鵜戸神社脇）

１４

壺形土器（完全）弥生（中）低地鹿屋市吾平町麓町頭町頭１５

弥生土器・成川式土器・土師
器・須恵器・青磁

弥生・古墳・奈良・平安台地鹿屋市吾平町麓道脇道脇　１６

成川式土器・土師器・須恵器古墳・奈良・平安台地鹿屋市吾平町麓猫塚猫塚１７

曽畑式土器・石匙・弥生土器・
石庖丁

縄文（前）・弥生（前・中）台地鹿屋市吾平町上名新地上新地上１８

弥生土器・石斧弥生（中）台地鹿屋市吾平町上名西迫西迫１９

町報４弥生土器・成川式土器・打製
石斧

弥生（中）・古墳台地鹿屋市吾平町上名モタイ坂モタイ坂２０

成川式土器・土師器・須恵器古墳・奈良・平安台地鹿屋市吾平町上名前木場前木場Ａ２１

町報３・４曽畑式土器・弥生土器・磨石・
砥石・成川式土器・土師器・
須恵器

縄文（前・晩）・弥生（中・
後）・古墳

台地鹿屋市吾平町上名前木場前木場２２

弥生土器・成川式土器・土師
器

弥生・古墳・奈良・平安台地鹿屋市吾平町上名白坂原白坂原２３

弥生土器・土師器弥生・古墳台地鹿屋市吾平町上名下小原下小原２４

指宿式土器・市来式土器・石
鏃・磨製石斧・弥生土器

縄文（後）・弥生（前・中）台地鹿屋市吾平町上名立元立元２５

指宿式土器・市来式土器・弥
生土器・石器

縄文（後）・弥生（中）台地鹿屋市吾平町上名苫野原苫野原Ａ２６

弥生土器・成川式土器・土師
器

弥生・古墳・奈良・平安台地鹿屋市吾平町上名苫野原苫野原Ｂ２７

町報１０黒川式土器・成川式土器・磨
製石斧・打製石斧・敲石

縄文（晩）・古墳台地鹿屋市吾平町上名筒ヶ迫原筒ヶ迫２８

成川式土器古墳台地鹿屋市吾平町上名中崎中崎２９

Ｈ２調査縄文土器・弥生土器・成川式
土器

縄文（早）・弥生・古墳台地鹿屋市吾平町上名水流水流３０

弥生土器・石斧弥生（中）台地鹿屋市吾平町上名角野原角野原３１

本報告書曽畑式土器・指宿式土器・蓆
目圧痕・弥生土器・成川式土
器・土師器・青磁・打製石斧・
石皿・磨製石斧・磨石・砥石

縄文・弥生・古墳台地鹿屋市吾平町上名四方高迫四方高迫３２

「姶良名勝志」
「三國名勝図
会」

天文天正の頃地頭居住。回り
十二町，高さ十五間，肝属伊
勢守の城跡という。

中世（室町）丘陵鹿屋市吾平町上名迫門前筒ヶ迫城跡３３



－１３－

��������	
��

備　　考遺　　物　　等時　　代地形所　在　地遺跡名№

弥生土器・石斧弥生（前・中）台地鹿屋市吾平町上名渡迫（車
田）

渡迫３４

町報１６吉田式土器・石槍・山ノ口式
土器・成川式土器・土師器・
須恵器・紡錘車

縄文（早）・弥生（中）・古
墳

台地鹿屋市吾平町上名角野原角野原Ⅱ３５

町報１７集石・下剥峯式土器・石坂式
土器・弥生土器

縄文（早）・弥生（中）・古
墳（前）

台地鹿屋市吾平町上名和田和田３６

筒ヶ迫城跡の前哨陣地中世（室町）台地鹿屋市吾平町上名西栫松下城跡３７

町報１３突帯文土器・山ノ口式土器・
成川式土器・須恵器・石製紡
錘車

弥生（前・中）・古墳（後）低地鹿屋市吾平町上名軍宮下３８

阿高式土器・市来式土器・磨
製石斧・弥生土器・成川式土
器・土師器

縄文（中・後）・弥生・古墳台地鹿屋市吾平町上名鏡原鏡原　３９

弥生土器・石斧弥生（中・後）台地鹿屋市吾平町上名鏡原鏡原上４０

Ｈ９調査弥生土器・土師器弥生（中・後）台地鹿屋市吾平町上名諏訪尾諏訪尾４１

Ｈ５市町村調査古墳低地鹿屋市吾平町赤野打越打越４２

縄文土器・弥生土器縄文・弥生台地鹿屋市吾平町上名大久保迫大久保迫４３

弥生土器・成川式土器・土師器弥生・古墳・奈良・平安　台地鹿屋市吾平町麓境原境原４４

弥生土器・石斧弥生（中）台地鹿屋市吾平町麓赤野原赤野原４５

町報１２縄文土器・弥生土器・土師器縄文・弥生・奈良・平安台地鹿屋市吾平町麓反田原反田原４６

弥生土器・土師器・須恵器弥生・奈良・平安台地鹿屋市吾平町麓三角原三角原４７

円墳９基弥生（中）・古墳台地鹿屋市吾平町麓寺ヶ迫寺ヶ迫古墳群４８

弥生土器・成川式土器・土師
器・須恵器

弥生・古墳・奈良・平安台地鹿屋市吾平町麓霧島原霧島原４９

弥生土器・成川式土器弥生・古墳低地鹿屋市吾平町下名論地井牟田５０

弥生土器・成川式土器弥生・古墳台地鹿屋市吾平町下名論地論地原５１

弥生土器弥生台地肝付町後田論地原論地原５２

肝属氏出城の一・肝属二代の
主兼経の弟兼友の居館堀割・
墓石等現存

中世台地肝付町後田検見崎検見崎城跡５３

Ｈ１２土木分布
調査

古墳肝付町後田橋戸５４

円墳４基・弥生土器弥生・古墳台地肝付町後田稲村北後田古墳群５５

円墳の回りに多量に散布弥生（後）台地肝付町後田検見崎検見崎５６

弥生台地肝付町後田銭亀銭亀５７

弥生・奈良平安台地肝付町後田小牟田上小牟田上５８

弥生台地肝付町後田稲荷岡稲荷岡５９

〈参考・引用文献〉
「宮ノ上地下式横穴群・松下城遺跡・大牟礼遺跡」吾平町埋蔵文化財発掘調査報告書（２）１９８７　吾平町教育委員会

「前木場遺跡」吾平町埋蔵文化財発掘調査報告書（３）１９８８　吾平町教育委員会

「前木場原遺跡・モタイ坂遺跡・薗入寺跡遺跡」吾平町埋蔵文化財発掘調査報告書（４）１９８９　吾平町教育委員会

「名主原遺跡・荷掛原遺跡」吾平町埋蔵文化財発掘調査報告書（７）１９９０　　　吾平町教育委員会

「筒ヶ迫遺跡・荷掛原遺跡」吾平町埋蔵文化財発掘調査報告書（１０）１９９２　　　吾平町教育委員会

「反田原遺跡」吾平町埋蔵文化財発掘調査報告書（１２）１９９４　吾平町教育委員会

「出水・軍宮下遺跡」吾平町埋蔵文化財発掘調査報告書（１３）２０００　吾平町教育委員会

「中尾地下式横穴群」吾平町埋蔵文化財発掘調査報告書（１４）１９９８　吾平町教育委員会

「角野原Ⅱ遺跡」吾平町埋蔵文化財発掘調査報告書（１６）２００２　吾平町教育委員会

「和田遺跡」吾平町埋蔵文化財発掘調査報告書（１７）２００４　吾平町教育委員会
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　中尾遺跡・四方高迫遺跡は，標高約４０ｍ～５５ｍのシラス台地および姶良川の開析によって形成さ

れた河岸段丘縁辺部に立地する。遺跡およびその周辺の現況は，徐々に宅地化が進んではいるもの

の，ほぼ平坦な畑地帯が広がっており，地形的には良好な様相を呈している。ただし遺跡が形成さ

れたⅠ層より下位の旧地形においては，台地縁辺部に立地することもあって部分的に起伏が認めら

れ，浅い谷状の地形を形成するなど，現地形から受ける印象とは相違がある。このような旧地形に

対し，後世に盛土や削平などの造成が行われたこともあり，地層の堆積や残存状況には地点によっ

て若干の差が認められる。今回報告する基本的な地層は，中尾遺跡Ｍ～Ｎ－４１区の地層を指標とし

た。基本的な層序は以下の通りである。なお，層厚については調査区全体における数値である。

　Ⅰ層は，表土または旧表土・盛土・耕作土である。層

厚約２０�～２００�である。

　Ⅱ層は，Ｏ－１４～１５区，Ｍ－２０～２５区を中心に調査範

囲の一部にわずかに残存する。古代の遺物包含層である。

残存部分での層厚は約５�～５０�である。

　Ⅲ層は，開聞岳を起源とする噴出物で，通称紫ゴラと

呼ばれる。Ⅳ層中の上位に部分的であるがブロック状に

認められ，層厚約４�～１０�である。

　Ⅳ層は，約５，５００年前の池田カルデラを起源とする噴

出物で，上位から火山灰層（Ⅳａ），火砕流層（Ⅳｂ）

に細分される。Ⅳ層の層厚は約２０�～４０�である。

　Ⅴ層は，池田カルデラを起源とする噴出物で池田降下

軽石と呼ばれる。層厚は約２０�～５０�である。なお，Ⅴ

層下部には部分的に尾下降下スコリアと呼ばれる黒褐色

火山礫が認められる。層厚約４�程度である。

　Ⅵ層は，約６，４００～６，３００年前の鬼界カルデラを起源と

する噴出物で，通称アカホヤ火山灰と呼ばれる。上位か

ら火山灰層（Ⅵａ），軽石層（Ⅵｂ）に細分される。Ⅵ

層の層厚は約２０�～６０�である。

　Ⅶ層は，縄文時代早期の遺物包含層で，粘質をおびや

や硬質である。層厚約２０�～３０�である。

　Ⅷ層は，やや硬質で，約１１，５００年前の桜島を起源とす

る噴出物，通称薩摩火山灰が部分的にパミス状に点在す

る。層厚約３０�である。

　Ⅸ層は，通称チョコ層と呼ばれる層に該当すると思わ

れ，やや硬質である。Ⅸ層から遺物の出土は認められて

いない。

灰黒褐色土Ⅰ層Ⅰ

黒褐色土Ⅱ層Ⅱ

暗紫色土Ⅲ層Ⅲ

暗黄褐色土Ⅳａ層Ⅳａ

黄褐色土Ⅳｂ層Ⅳｂ

黄褐色軽石層Ⅴ層Ⅴ

黄橙色火山灰層Ⅵａ層Ⅵａ

黄橙色軽石層Ⅵｂ層Ⅵｂ

乳茶褐色粘質土Ⅶ層Ⅶ

黒褐色土Ⅷ層Ⅷ

暗茶褐色粘質土Ⅸ層Ⅸ

黄褐色粘質土Ⅹ層Ⅹ
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　平成８年度以降の調査も７年度までと同じように，測量基準として「一般地方道折生野・神野・

吾平線改良施行計画平面図」のセンターライン№６４と№６８の２点を結ぶ線を基軸にし，北西から南

東方向に１・２・３～，北東から南西方向にＡ・Ｂ・Ｃ～とする１０ｍ間隔の調査用グリッド（区割

り）を設定して実施した。

　なお，平成３年から平成７年度の調査では，レベル原点として肝属郡吾平町上名字中尾の町営グ

ラウンドに所在するＢＭ．６（Ｈ＝４９．４５９ｍ）と同字中尾６３９６番地に所在するＢＭ．５（Ｈ＝５１．８８７

ｍ）を基準として利用した。

　平成３年度の調査によって，調査区域全体に遺跡が残存することが判明したため，平成５年度か

ら継続して調査を実施してきた。平成８年度は１，２００�，平成９年度には１，６００�，平成１０年度に

１，２８０�を対象に本調査を行った。なお，平成８年度と平成９年度については，さらに南側への遺

跡のひろがりを把握するための確認調査を本調査と併行して実施した。

　調査の順序としては，伐採等の環境整備を実施した後，重機（バックホー）によって表土・アス

ファルトなどを除去し，Ⅱ層以下について遺構検出面であるⅣ（池田火山灰）層上面あるいはⅥ

（アカホヤ火山灰）層上面まで人力（山鍬・ジョレン等を利用）による掘り下げを行った。出土し

た遺物（土器・石器など）を記録して取り上げた後，検出した遺構（竪穴住居跡・溝状遺構など）

については，それぞれ丁寧に掘り下げを行い（移植ゴテ等を利用），写真撮影や図面作成作業を実

施した。その後，Ⅶ（乳茶褐色粘質土）層まで人力によって掘り下げ，再度，遺物の取り上げなど

を行い，遺構検出（集石など）・図面作成作業などを実施した。さらに下層確認のため，部分的に

下層確認トレンチを設定して掘り下げを行い，遺物包含層の確認に努めた。なお，掘削によって生

じた排土は，調査区の幅が狭いために隣接する事業区内の調査終了区間などにベルトコンベアやタ

イヤショベル，バックホーによって搬出した。その際，調査地と現道との高低差がある場合は，作

業上の安全等を考慮して場合によっては法勾配を取りながらの掘削，排土処理を実施した。なお，

各年度とも発掘調査終了時には掘削部分の埋め戻しを行った後，県土木部（鹿屋土木事務所）への

調査現場の引き渡しを実施した。
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　平成８年度から平成１０年度にかけての発掘調査の結果，Ⅷ層上面で縄文時代早期の集石遺構を１２

基検出し，Ⅶ層から前平式土器・下剥峯式土器・塞ノ神Ａ式土器などの土器，打製石鏃・磨製石

斧・打製石斧・礫器・磨敲石類・石皿などの石器が出土した。Ⅳ層からは，縄文時代晩期の土坑１

基のほか，曽畑式土器・黒川式土器・刻目突帯文土器・組織痕土器などの土器，打製石鏃・磨製石

斧・打製石斧などが出土した。Ⅳ層からⅥ層上面において古墳時代の竪穴住居跡５軒，地下式横穴

墓２基，土坑１基などが検出され，多くの土器が出土した。また弥生時代中期の土器が少量出土し，

古代の溝状遺構・土坑も検出された。各時代ごとの調査成果の詳細については，第２章以下で触れ

ることとする。
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　今回調査した地点は台地の西端近くに南北に長く続いているが，部分的に落ち込みなどがあるも

のの全体的に安定した地層をしている。

　場所によっては地層の厚さや，残存状況に違いがある。５０・５１Ｌ区付近ではⅡ層・Ⅲ層がなく

なっており，６１Ｈ区付近ではⅡ層・Ⅳ層がない。また，５０・５１Ｌ区ではⅤ層の下部に尾下降下スコ

リアが４�～８�ほど安定して堆積しており，Ⅷ層も上下の２層に分けることが可能で，下部のほ

うが色が濃く，この層に薩摩火山灰が粒状に含まれている。６１Ｈ区では砂や茶褐色パミス・黄白色

パミスなどが互層となる尾下降下スコリア（Ⅴｂ層）が５０�ほどの厚さに堆積している。

　遺物は縄文時代早期はほぼⅦ層に，前期はⅥａ層に包含されているが，縄文時代後期以降はⅡ～

Ⅳ層に包含されて区別しにくい。

Ⅵ
Ⅵ

ⅤⅤ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅷ

Ⅶ

Ⅷ
Ⅸ

ⅥⅥ
Ⅵ Ⅵ ⅥⅥ

Ⅴ

ⅣⅣⅣ
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　早期・前期・後期・晩期の遺構・遺物が発見されている。早期はⅥ層に含まれており，集石・集

積遺構などの遺構，前平式土器・桑ノ丸式土器・下剥峯式土器・押型文土器・平栫式土器・塞ノ神

式土器などの土器，石鏃・異形石器・局部磨製石斧・打製石斧・礫器・磨石・石皿などの石器が発

見されている。前期・後期は曽畑式土器などが出土しており，Ⅲ層に包含されている。晩期は黒川

式土器・石鏃・扁平打製石斧・磨石・石皿などがⅢ層から出土している。
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　集石遺構・集積遺構などの遺構と，土器・石器などが発見されている。

１　集石遺構

　１２基の集石遺構が大きく５か所に所在し，４７Ｎ区に１号，５１～５３－Ｌ～Ｎ区に２～４号，５４・５５

－Ｌ・Ｍ区に５・６号，５７－Ｋ～Ｍ区に７～１０号，５８・５９－Ｊ・Ｋ区に１１・１２号がある。

　１）集石遺構１号（Ｈ８年度調査，第７図）

　４７Ｎ区で検出された１ｍ四方に散らばる集石遺構で，３５個の礫から成る。３�ほどしかない小さ

いものから，１０�大もあるものまであり，円礫が多い。ほぼ平坦に検出されていることから，かき

出されたものと思われる。

　２）集石遺構２号（旧１号，第８図）

　５１Ｎ区で検出された３ｍ四方に広がる集石遺構だが，その中央部には直径１．５ｍの範囲に集中し

て存在している。２�位の小礫から２０�近くもある円礫まで５０４個の礫から成るが，その８割ほど
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が中央に集中している。この中央部分が集石本体で，その周辺はそこからかき出された礫であると

思われる。ほぼ平坦に検出されており掘り込みはみられない。

　３）集石遺構３号（旧４号，第７図）

　５２Ｍ区で検出された１．１ｍ×１．５ｍの略円形に広がる集石遺構で，さらにその外側に少量の礫が散
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在しており，それを含めると１．５ｍ×２．０ｍの範囲に広がっている。１３０個ほどの礫から成っており，

そのほとんどは中央部に集中している。角礫が多く，１５�ほどの大型のものや５�未満の小型のも

のもあるが，ほとんど５�～８�程度の礫である。中央部は４０�ほどの窪みとなっており，この遺

構は掘り込みのある集石本体と思われる。

　４）集石遺構４号（旧５号，第９図）

　５３Ｌ・Ｍ区で検出された２．８ｍ×３．４ｍ四方に広がっている集石遺構で，散在しているようにもみ
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えるが，北側では直径１．１ｍほどのなかに５割程度の礫が集中している。ここが集石遺構本体で，

そのまわりのものはかき出された礫かもしれない。礫はあまり大きくなく，１０�を越えるものはほ

とんどない。２０６個から成る。土器の小破片が１点含まれている。

　土器は外面が茶褐色，内面が暗茶褐色を呈する。外面には斜方向の細かい貝殻条痕がみられ，周

辺はヘラでナデている。内面はていねいなヘラナデである。金雲母・黄白色石・茶色石・石英など

の細かい石を多く含む胎土を用い，焼成度は良好である。薄手の作りで桑ノ丸式土器の可能性があ

る。

　５）集石遺構５号（旧１２号，第１０図）

　５４－Ｍ区で発見された集石遺構で，３．５ｍ×４．５ｍの広い範囲に散在している。２１４個の礫から成

るが，４割は中央付近の直径１ｍの円形の範囲に集中しており，ここが５号の本体部分で，周辺の

礫はかき出し部分だと思われる。同一個体の可能性もある土器片２点が出土している。

　２は外面が斜方向の細かい貝殻条痕とヘラナデ，内面がていねいなヘラナデ，３は外面が横方向

の細かい貝殻条痕，内面がていねいなヘラナデである。ともに内外とも白い灰状のものが付着して

おり，色調がはっきりしないが，３は暗茶褐色をしているようである。金雲母・石英・黄白色石な

どの細かい石を含んでおり，焼成度は良好である。２は薄手の作りで，桑ノ丸式土器の可能性があ

る。

　６）集石遺構６号（旧１０・１１号，第１１図）

　５５－Ｌ・Ｍ区で検出された２．２ｍ×１．１ｍの範囲に広がる集石遺構だが，２つの群に分かれ，２基

になる可能性がある。西側の群は０．６ｍ×０．８ｍの惰円形に広がり，１５０個から成る。ほぼ平坦であ

るが，中央部はやや窪んで約３０�と厚く堆積している。５�足らずのものから１０�ほどのものまで

の円礫である。東側の群は１．０ｍ×１．１ｍの範囲に広がり，１０１個から成る。西側の群に比べて小さ

い礫が多いことと，広がりから，西側が本体で，東側がそのかき出し礫と思われる。

　７）集石遺構７号（旧９号，第１１図）

　５７－Ｌ・Ｍ区で検出された１．０ｍ×１．５ｍ四方に広がる集石遺構で，９２個から成るが，そのうち９

割ほどが０．７ｍ×０．９ｍの範囲に集中している。１０�以下の小さい礫から成る。掘り込みはなく，ほ

ぼ平坦に置かれている。集石遺構８号と隣接している。

　８）集石遺構８号（旧７号，第１２・１３図）

　５７Ｌ区で検出された３．０ｍ×３．６ｍの範囲に広がる集石遺構で，中央の径１．１ｍの範囲にはぎっし

りとつまった状況で集中している。礫はすべてで５０６個から成り，その８５％ほどが中央に集中して

いる。１０�を越す割合に大きな礫も含まれている。掘り込みはなく，平坦に置かれ，厚さは１５�ほ

どに堆積している。中央部が集石本体で，その周辺はそこからかき出された礫であると思われる。

　礫の中に１点だけ礫器がまざっている。片面に自然面を残す長さ１３．３�，最大幅７．５�，厚さ２．３

�，重さ２９０ｇの安山岩礫を用い，片方の長側辺中央付近と短側辺の一部に打撃痕跡がみられる。

　９）集石遺構９号（旧６号，第１１図）

　５７Ｌ区で検出された０．７ｍ×０．９ｍの略円形に広がる集石遺構で，厚さ１０�にぎっしりとつまって

いる。５�四方ほどの礫８０個位から成る。掘り込みはないが，集中していることから集石遺構本体

と思われる。
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　１０）集石遺構１０号（旧８号，第１４図）

　５７－Ｋ区で検出された２ｍ四方の範囲に広がる集石遺構で，割合に散在しているが，直径９０�の

範囲には集中している。

　１１）集石遺構１１号（旧２号，第１４図）

　５８Ｋ区で検出された集石遺構で，９個だけがややはみ出ているが，ほかの１９８個の礫は１．０ｍ×

１．２ｍのほぼ円形の範囲に集中している。掘り込みはなく，ほぼ平坦に置かれ，厚さは１０�ほどで

ある。時に１０�前後のものもみられるが，５�～８�ほどのものが多い。

　１２）集石遺構１２号（旧３号，第１５図）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　５９Ｊ区で検出された２．５ｍ四方に広がる集石遺構で，１１号とは近い。２７１個の礫から成るが，集中

しているのは１．５ｍ四方ほどで，なかでも北側には９０個ほどの礫が約１５�の厚さに堆積している。

掘り込みはない。これは集石遺構の本体とそのかき出し部分から成っているものと思われる。

　２　集積遺構

　１）集積遺構１号（第１６図，Ｓ２～Ｓ６）

　５９Ｋ区で発見された集積遺構で，粘板岩の剥片５点が横に並ぶようにして出土している。Ｓ４を

除き，他は横剥ぎの剥片で，Ｓ２・Ｓ５・Ｓ６は片面に自然面を広く残し，Ｓ３・Ｓ４も一部に自

然面を残している。接合はできないが，Ｓ２～Ｓ５は同じ母岩から剥ぎ取った可能性がある。割れ

口は幅の広い部分もあるが，鋭い部分もあることから，刃器として使用可能だが，使用痕跡はない。

大きな母岩から剥ぎ取った剥片を一か所に集めて置いたものと思われる。

　２）集積遺構２号（第１７図～第１９図，４，Ｓ７～Ｓ１３）

　５３Ｌ区で発見された集積遺構で，１．４ｍ×２．４ｍの範囲に石核・剥片が２２点集中している。ほぼ平

坦な面に置かれており，特に中央では１０点の剥片が集中している。

　Ｓ７・Ｓ９は石皿である。Ｓ７は底辺２５�，高さ３６．５�の略五角形をしており，厚さは７�ほど

ある。砂岩製で片面を使用しており，ほぼ平坦であるが，よく使っている。Ｓ９は長さ２２�，幅２３
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�の略六角形で，厚さは４．５�の扁平なものである。花崗岩製で片面を使用し，ほぼ平坦である。

　Ｓ８・Ｓ１０は接合する粘板岩の石核・剥片である。Ｓ８は長さ１７�，幅５．７�，厚さ３�の扁平

な直方体をしており，４破片に分かれている。上と下が石核状となり，その間が剥片になっている。

長側辺の一辺を両側から打ち欠いて，頭部と下端部も打痕跡がみられる。元の形の時に礫器状に加

工し，それを両面から叩いて４つに分けたものである。Ｓ１０も長さ１６�，幅７�，厚さ４�の扁平

な直方体をし，４破片に分かれているが，一部欠損している。一部に自然面を残しているが，両側

から細かく打ち欠いて打製石斧形に整えており，そのあと両側から叩いて４つに分けたものである。
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　Ｓ１１・Ｓ１２も粘板岩の加工痕ある自然礫である。Ｓ１１は長さ２０．５�，幅６．５�，厚さ１．５�ほどの

扁平な礫で，両面とも自然であるが，一方は剥片状となっている。短側辺の片側は丸みをもち，裏

側に４か所の打撃痕があることから刃部形成の意図が伺えるが，完全ではない。Ｓ１２は長さ１３．２�，

幅５．３�，厚さ３�の直方体をした形をし，打撃痕が多くみられるが，石器として完成していない。

　Ｓ１３は粘板岩製の小型磨製石斧である。長さ４．８�，幅３�，厚さ０．８�で，折れているようにも

みえるが，摩耗していることから完形品のようにもみえる。両刃で刃部に刃こぼれはない。

　４は外面をヘラナデのあと４条ほどの斜方向貝殻条痕が短絡線として施される茶褐色を呈する厚

めの土器片で，内面はヘラナデで仕上げる。金雲母・白色石・黄白色石などの細石の多い粗い土を

用い，３�大のものもある。焼成度は普通だが，外はやや摩滅している。

　この遺構は石皿を両方に置き，未製品の礫４点と未製品らしき石斧から成ることから加工場のよ

うにもみえ，時期は桑ノ丸式土器に伴う早期中頃と思われる。
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　３　土器

　早期の土器は大きく６種類に分けることができる。型式名でいえば前平式土器・桑ノ丸式土器・

下剥峯式土器・押型文土器・平栫式土器・塞ノ神式土器となるが，その中間形態のものもある。

　１）１類（前平式土器：第２０図５～８）

　外面に貝殻条痕文がある土器で，円筒形のものと，角筒形のものとがある。６は円筒形のもので

ある。底近くまで横方向の貝殻条痕文があり，底との境には縦長のヘラ刺突文がみられる。底はて

いねいなヘラナデで仕上げている。

　５・７・８は角筒形である。５は胴部で，斜方向の貝殻条痕文がみられ，その上に縦方向の二枚

貝の腹縁押圧文が施される。角には巻貝殻頂の刺突文がみられる。内面はヘラナデであるが，剥脱

が目立つ。７・８は底部で，厚さ２�ほどの分厚い底の作りで，ややへこんで直に近く薄い胴部へ
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立ち上がる。斜方向のあと縦方向の沈線がみられる。底はていねいにヘラナデで仕上げている。こ

の３点は５８Ｌ区でまとまって出土しており，石英・金雲母・白色石・黄白色石などの細かい石を含

む胎土，茶褐色の色調，焼成度などが一致することから同一個体の可能性が強い。

　２）２類（桑ノ丸式土器：第２０図・第２１図９～２１）

　外面に短かく貝殻条痕文のある円筒形の土器で，口縁端が分厚い作りとなる。

　９・１０は小型のものである。９は完形品で口縁直径が１４�，高さが１３．７�，底の直径が７．３�あ
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る。平底で，口縁へ向かって開きながらまっすぐ伸びている。外面はナデ整形のあと，４条単位ほ

どの二枚貝腹縁条痕が施され，内面はヘラナデで仕上げている。口縁部はていねいにナデている。

１０は口縁直径１４�で，口縁下４�ほどの所に積上げ痕がみられる。外面はやや右下がりとなる斜方

向の短絡線貝殻条痕文がみられる。内面はていねいなナデである。

　１１～１８が普通の大きさで，口縁部直径は１４が２２．５�，１６が２６．５�ある。口縁端は内傾するもの，

直に近くなるもの，丸く収まるものとがある。１１の外面は横方向の貝殻条痕であるが，割合に密で，

長い。１２の外面は剥脱が目立つ土器であるが，外面には横方向の細い沈線がみられる。胎土に金雲

母が多く含まれている。１４・１６の外面は４条ほどの短絡貝殻条痕で綾杉状に施す。１７の外面は貝殻

条痕のあと部分的にていねいなヘラナデがみられる。内面はミガキに近いていねいな横方向のヘラ
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ナデで仕上げている。１８の外面も４条の貝殻条痕で綾杉状に仕上げている。底に近い部分と思われ

る。

　１９～２１は貝殻条痕がないため桑ノ丸式土器と判定できないが，胎土等からこの類に置いた。底部

直径は１９が１５�，２０が７�，２１が９�で，安定した平底をしている。角はやや丸みをおびて立ち上

がっているが，やや丸みをもって立ち上がるもの，まっすぐ伸びるもの，やや外へ反るものとがあ

る。外面は１９・２１がていねいなヘラナデで，２０も縦方向ヘラナデである。内面・底面もヘラナデで，

底面はていねいにナデている。

　３）３類（下剥峯式土器：第２２図・第２３図２２～３８）

　口縁端が肥厚し，貝殻文やヘラ沈線文のみられる円筒形の土器である。２２は口縁直径が１２�の小

型土器である。外面はヘラナデのあと横方向にハの字様のヘラによる細い短沈線が施される。口縁

端部が玉縁状にふくらんでいる。５１Ｍ区に集中していたが，５２Ｍ区，５２Ｎ区でもみられた。２３は口

縁直径が１８�ありやや狭くなっているがほぼまっすぐ底へ伸びており，口縁端は内へふくらんでい

る。外面はていねいなヘラナデのあと縦方向の平行な細い沈線がみられる。２４の外面は細い鋸歯状

のヘラ沈線がみられる。２５は表面が摩耗しているためはっきりしないが浅いヘラ沈線様のものがみ

られる。２６は無文，２７はていねいなヘラナデのあと２条のヘラ沈線がみられるが，その下に刺突文

らしきものもある。２８は口縁直径が２１�あり，口縁端部の厚さは１．５�と分厚い。外面は横方向の

ヘラナデのあと縦方向の細いヘラ沈線が施される。口唇部や内面は，ていねいなヘラナデだが，胴

部近くには深い沈線風のものがみられる。火山ガラス・白色石などの細かい石を含んでいるが９�

大ほどの茶色石もある。２９・３０も分厚い器壁の円筒形土器である。２９は口縁直径が１２�と小型であ
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るが，分厚く，外面は二枚貝押圧あるいはヘラ沈線のようにみえるが，粗い撚糸文のようにもみえ

る。３０は貼付けによって分厚く作っており，外面は上部に横方向の凹線があり，その下はヘラによ

る斜方向のひっかき凹線がある。金雲母が多く含まれている。３１・３２はていねいなヘラナデのあと，

横方向に飛び飛び二枚貝の押圧文が施されている。３３は外面に横方向の浅い貝殻条痕がみられる。

３４～３８は底部である。３４は直径が９�で，外面に浅い貝殻条痕がみられる。底近くはていねいなヘ

ラナデで仕上げている。３５は直径１２．５�あり，厚さ１．５�と分厚い。内外ともていねいなヘラナデ

である。３６は円盤状の底で，直径が１７�と大きい。底の厚さは中央が１．６�あるが，周辺へ向かう

と薄くなり０．５�しかない。底がやや丸みをおびている。底と胴部は貼付けによって積上げている。

底は平行状のヘラナデで仕上げている。３７は直径が１２�足らずで，外へ広がってまっすぐ伸びてい

る。外面はヘラナデのあと斜方向の浅い貝殻条痕を施している。底近くはヘラナデで条痕を消して

いる。内面や底はていねいなヘラナデで仕上げている。３８は厚さ１．５�～２�の分厚い底で，直径

８�ほどの円盤状を呈し，胴部はそれを巻くようにして積上げている。金雲母を多く含んでいる。

　４）４類（押型文土器：第２４図４０～４７）

　押型文のある土器で，口縁部は外反している。山形のものと，楕円形のものとがあり，内面はナ

デ整形である。

　４０～４６は山形，４７は楕円形のものである。４０は口縁直径が３０�ある外反する口縁部である。器壁

厚が１．５�近くある厚いもので，外面は斜方向の山形押型文を施す。内面は横方向のヘラナデであ

る。４１も４０と同じような形態，文様をしているが，剥脱が目立つ破片である。口縁近くに補修孔が

穿たれているが，穿孔は主として外から穿ち，一部は内からも穿っている。４２も剥脱が目立ち，押

型文は浅い。内面はていねいなヘラナデである。４３は摩耗が多く，外面文様がはっきりしないが，

口縁の傾きからこの類に入れた。一条の横方向凹線がみられ，これは二枚貝押圧のようにもみえる。

４５は分厚い作りで，外は剥脱が目立つため途切れ途切れに山形文がみられる。４６は直径１０�ほどの

平底で，丸みをもって立ち上がる。外面は底まで押型文が施されている。底・内面ともヘラナデで

仕上げている。４７は楕円押型文で，内面は剥脱が目立つが，ヘラナデである。

　５）５類（平栫式土器：第２５図・第２６図４８～５８）

　口縁部がやや肥厚し，内反ぎみに立ち上がるものである。４８は口縁直径２３．５�で，口唇外面にヘ

ラ刻みが施される。口縁部には上から横方向ヘラ沈線，ヘラ刺突文，３条の波状沈線，刺突文，ヘ

ラ沈線，ヘラ押圧文，横方向ヘラ沈線，４条の三角形ヘラ沈線＋２条横方向ヘラ沈線，ヘラ刺突文

と続く。内面は横方向のヘラナデで丸く仕上げ，そこで屈曲している。４９も４８と同じであるが，三

角沈線でなく下が２条の波状沈線となる。５０は口縁直径が３１．３�と大型で，口唇外面にヘラ刻みが

施される。口縁部には上からヘラ刺突文に挟まれた２条～３条の波状となるヘラ沈線，ヘラ押圧文，

２条の波状となるヘラ沈線と続く。５１～５５も同じような文様だが，短いものもある。５４は口唇部に

浅いヘラ刻みがあり，その下にヘラ刺突文に挟まれた４条の斜方向ヘラ沈線がある。いずれも細か

い。これらは淡茶褐色・茶褐色などをしており，焼成度はあまり良くなく表面が摩耗したものが多

い。胎土は石英・白色石・火山ガラスなどの細礫を含む砂質土を用いている。

　５６は口縁直径が２４．５�で，口唇部は平坦であるが，ややへこんでいる。外の端部に浅いヘラ刻み

がある。口縁部にはヘラによる鋸歯状沈線，ヘラ刺突文，３条の横方向沈線があり，ここで屈曲し，
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頸部下面に３条の沈線があり，間があって１条の沈線がある。内面はていねいなヘラによる横ナデ

で仕上げている。５７は胴部であるが，２条以上のヘラ沈線の下にヘラ刺突文があり，その下にヘラ

刺突文に囲まれた縦方向に長い同心楕円文，外向きくの字状文と縦方向一条鋸歯文がある。内面は

ヘラによる横ナデで，外面も素地はていねいなナデである。５８は弧状となる沈線の間に撚糸文があ

る。内面は横方向のヘラナデである。これらは明茶褐色，赤みがかった淡茶褐色を呈し，焼成度は

割と良い。白色石・石英・茶色石などの細かい石を含んだ土を用いているが，５�大の石のあるも

のもあり，５６は金雲母が多い。

　６）６類（塞ノ神Ａ式土器：第２７図５９～６４）

　５９は口縁部が肥大するもので，頸部から強く外反して端部にいく。口縁直径は２５�あり，口唇外

面に浅いヘラ刻みがみられる。口縁部には１条の沈線と波状沈線に挟まれた撚糸文があり，頸部か
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らまっすぐ伸びる胴部へ移り，そこに横方向の沈線とそれと直交する縦方向沈線に挟まれた撚糸文

がある。内面はヘラナデだが，胴部内面は粗い横ナデである。

　６０は口縁部が欠けているが，下はほぼ完形である。残存高は２２�，底部径１３�，頸部径２３�であ

る。胴部はややふくらみながら底へ至る。頸部の上から底部までていねいな横方向のヘラナデのあ

と横方向の直線ヘラ沈線に挟まれた撚糸文がある。内面は横方向のヘラナデであるが，口縁部は特

にていねいである。底はていねいなヘラナデを施しているが，立ち上がり部分が丸みをおびて，あ

げ底になっている。６１も同じような文様である。６２は縦方向の撚糸文のあと横方向の鋸歯状沈線が

施されている。６４は直径１４．５�の底部で，ヘラナデのあと縦方向の撚糸文が施され，そのあと横方

向のヘラ沈線が施される。

　茶褐色を主とした色調をしており，焼成度は普通のものと良好なものとがある。白色石・火山ガ

ラス・石英・黄白色石・長石などの細かい石を含んだ土を用いている。
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　４　土製品（第２３図３９）

　Ⅱａ層で出土しているが，厚さ１．５�と厚いことから早期の桑ノ丸式土器あるいは下剥峯式土器

の破片を加工したものと思われる。平面形は３．４�×３．２�の略円形を呈しており，側面をていねい

にみがいていることからメンコと思われる。内外ともていねいなヘラナデで仕上げた破片である。

淡茶褐色を呈し，焼成度は良好である。白色石・石英などの細かい石を含んでいる。
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　５　石器

　石器には石鏃・スクレイパー・つまみ形石器・トロトロ石器・局部磨製石斧・打製石斧・礫器・

磨石・凹石があるが，石鏃が圧倒的に多い。黒曜石を用いたものも多いが，剥片を含めて質の悪い

ものが多く，近い産地のものを用いており，西北九州産のものはない。
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　１）石鏃（第２８図・第２９図Ｓ１４～Ｓ５１）

　３８点出土しているが，いずれもえぐりのあるものである。正三角形を呈し浅いえぐりのもの，正

三角形を呈し深いえぐりのもの，二等辺三角形を呈し浅いえぐりのもの，二等辺三角形を呈し深い

えぐりのもの，基部近くで鈍角に曲がり五角形状を呈するものなど，さまざまな形態がある。てい

ねいな調整をするものが多いが，周辺のみを加工し，大剥離面を残しているものもある。周辺から

の剥離が深くサメ歯状を呈するものもみられる。完形品も多いが，頭部や脚部の折れたものも目立

つ。石材には黒曜石・チャート・安山岩などがある。

　２）スクレイパー（第３０図Ｓ５２・Ｓ５３）

　小型のものが２点出土しており，三角形状を呈したサムエンドスクレイパー様のものと，楕円形

を呈したものがある。ともに分厚い作りで，周辺をていねいに調整している。

　３）つまみ形石器（第３０図Ｓ５４～Ｓ５６）

　上部につまみを有する石器で３点出土している。Ｓ５４は分厚い作りで，えぐり部分の一方は両面

からていねいに打ち欠き，先端に一部使用痕がみられる。Ｓ５５とＳ５６は薄い縦長剥片を用いており，

えぐり部分は両面から細かく打ち欠いている。長側辺にも周辺のみ一部打ち欠きがみられる。

　４）トロトロ石器（第３０図Ｓ５７）

　チャート製のもので表面をツルツルに磨いている。先端部が丸みをおびた雁股状を呈し，基部は

欠けている。ていねいな調整をしている。
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　５）局部磨製石斧（第３１図Ｓ５８～Ｓ６０）

　３点出土している。蛤刃状のもの，長方形状のものとがある。Ｓ５８は側縁部を加工して形を整え

ているが，片面は自然面も広く残している。刃部を両方からていねいにみがいて蛤刃状に仕上げて

いる。Ｓ５９は両面・縁部を打ち欠いて，方形に作ったあと，下部の方のみを研磨し，両刃に作りあ
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げている。Ｓ６０は両面・側縁ともていねいに打ち欠いて幅の狭い方形にこしらえ，刃部のみをてい

ねいにみがいている。片面が幅広くのみ状を呈す。頭部は両側から打ち欠いて三角形状になってい

る。

　６）打製石斧（第３１図Ｓ６１～Ｓ６４）

　４点出土している。Ｓ６１は中央部がややくびれた形をしている。分厚い礫を用いて周縁を打ち欠

き形を整えている。刃部はにぶい。Ｓ６２は自然面を広く残しており，特に片面は局部的に周縁を打

ち欠いただけで，刃部もにぶい。Ｓ６３は局部磨製石斧を再加工したもので，頭部は丸みをおびて，

周辺を細かく調整している。刃部付近が折れたためここを再調整しているが，刃部はにぶく半加工

品の可能性もある。Ｓ６４も礫の片長側辺部と刃部のみを打ち欠いて形を整えたもので，刃部はにぶ

く，分厚い作りである。

　７）礫器（第３２図～第３４図Ｓ６５～Ｓ７９）

　礫あるいは石核の側辺を刃部とするもので，縦長のもの・横長のものあるいは多角形のものなど

がある。

　Ｓ６５・Ｓ６６・Ｓ６８・Ｓ７１・Ｓ７２・Ｓ７７～７９は縦長のものである。Ｓ６５は礫の割れ口を打ち欠いて

刃部としたもので，大きな剥離を加えて形を整えたあと，小さな加工をして刃部としている。一方

の面はほとんど加工がみられない。Ｓ６６は打製石斧あるいは局部磨製石斧の上半部の折れたものを

再利用したもので，片面はていねいに打ち欠いて，特に刃部の端は両面から加工をして鋭い刃とし

ている。Ｓ６８は楕円形をした自然礫の一短側辺を両側から打ち欠いて刃部としている。Ｓ７１も楕円

形をした円礫の周辺を打ち欠き，その一短側辺を両面から打ち欠いて刃部としている。とがった部

分を細かく加工して鋭くしている。Ｓ７２は片面に自然面を残す楕円形大型剥片の周辺を加工して形

を整え，その一短側辺を刃部としており，ややへこんでいる。Ｓ７７はおむすび形の円礫の周辺に加

工を施し，一辺に両面から加工して刃部としている。Ｓ７８も楕円形円礫を利用し，一短側辺の一部

に両面から打ち欠いている。Ｓ７９もほとんど自然面を残しているが，片面の短側辺に打痕を加えて

刃部としている。Ｓ７０・Ｓ７３・Ｓ７５・Ｓ７６は横長のものである。Ｓ７０は円礫の三辺を両面から打ち

欠いて刃部としたものであるが，にぶい刃部である。Ｓ７３は片面に自然面を残す楕円形剥片の一長

側辺の片面を打ち欠いて刃部としているもので，両面とも磨痕があることから磨製石斧を作ろうと

したのかもしれない。Ｓ７５は楕円形をした円礫の一辺を片面のみ加工して刃としている。Ｓ７６も楕

円形をした円礫だが，二つの長側辺のうち直線のほうを背にし，曲線となったほうを両面から加工

して刃部としている。

　Ｓ６７・Ｓ６９・Ｓ７４は周辺から打ち欠いて多角形としたものである。Ｓ６７は一部に自然面を残して

いるが，周辺から打ち欠き分厚い石核となっている。その一辺に細かい加工をして刃部にしている。

Ｓ６９は円形をした礫を周辺から打ち欠き，その一部を刃部としているが，自然面を広く残している。

Ｓ７４は円礫の周辺を打ち欠き，亀甲状とした石核で，一部には自然面を残している。

　８）磨石・敲石（第３５図・第３６図Ｓ８０～Ｓ９１）

　２３点の磨石が出土しており，１２点を図化した。平面形は楕円形のものと円形に近いものがあり，

断面形は扁平なものと円形に近い厚いものとがある。長径が６．８�しかない小さなものから１３．４�

もある大きなものまでさまざまである。Ｓ８０～Ｓ８２・Ｓ８４のように側面を使い込んで面をなしてい
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るものや，顕著な使用痕跡がないもの，あるいは完形のものと，欠損しているものなどもある。Ｓ

８０～Ｓ８２・Ｓ８４・Ｓ９０・Ｓ９１などは敲打痕が顕著で，敲石としても用いられる。

　９）凹石（第３６図Ｓ９２・Ｓ９３）

　礫の中央が丸く窪んでいる凹石が２点出土している。ともに分厚い砂岩礫で，両面を用いている。

Ｓ９２はやや角張っており，Ｓ９３は円礫である。Ｓ９３の片面窪みは浅く，側面の一部分と下面は磨石

としても用いている。

　１０）石皿（第３７図・第３８図Ｓ９４～Ｓ１０１）

　扁平なものや分厚いものが３９点ある。完形のものと破砕されたものとがある。片面しか使ってい

ないものと，両面を使っているものとがあり，あまり窪んでいないが，Ｓ９５などは片面がやや窪ん

でいる。
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　遺構はないが，土器が少量出土している。石器は土器と同じ層から出土しており，前期に属する

ものがある可能性もあるが，土器の出土量などから晩期の所で紹介し，ここでは扱っていない。

　土器（第３９図６５～８０）はいずれも，口縁部が外反し，丸底となる器形をし，ヘラによる沈線文と

刺突文からなる曽畑式土器である。６５は口縁直径が３３�ある大型の土器で，頸部から口縁へ向かっ

て強く外反する器形を呈している。口縁近くは分厚い。外面は所々切れる横方向の沈線と，その間

に縦方向にやや長い刺突文が２段にわたって施されている。刺突文はやや上へ曲がっており，刺突

文より上の平行沈線文の上には縦方向に長い波状沈線文が施されている。順序としては横沈線文→

波状文・刺突文の順となる。内面は口縁部に横方向の沈線があり，その上にヘラによる波状沈線文

が施されている。口唇部にはヘラキザミがみられる。内外ともヘラによるていねいな横方向のナデ

調整である。外面は赤っぽくなっており，あるいは赤色顔料が塗布されているのかもしれない。こ

れは口唇部と内面の一部にもみられる。外にはススが付着している。

　６６・６７は口縁部で，口唇部には巻貝殻頂による刺突文がみられる。６６の外面はヘラによるていね

いなナデのあと４条の沈線が，内面はヘラ横ナデのあと巻貝殻頂による刺突文が３段にみられる。

６７の外面は二条の細沈線，内面は三条の細沈線がみられる。６８～７４・７６は胴部で，外面に横・左下

がり，右下がり・矩形状の沈線がみられる。内面はヘラナデで，ほとんど横方向となっている。

　７５・７７～７９は底部あるいはその近くである。丸底で沈線によりくもの巣状の底となる。７８は擬似

口縁となっている。

　８０は長さ４．５�，幅５�ほどのメンコで，内外とも貝殻条痕で仕上げている。これは轟式土器と

思われる。
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　後期と思われる土器はほとんどないが，その可能性のあるものとして２点（第３９図８１・８２）ある。

　８１は口縁付近に粘土紐を縦方向に貼付けて複雑な文様をつけたものである。そのため口縁部もで

こぼこしており，外面・内面ともヘラナデで仕上げているが，窪みが残っている。暗茶褐色を呈し，

焼成度は良好である。

　８２は底部直径が７�しかなく，開きながら口縁へまっすぐ立ち上がっていく。剥脱がみられるが，

外面が縦方向ヘラナデ，内面が横方向ヘラナデで仕上げている。
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　１　土器

　形態によって４類に分けることができる。Ⅰ類は中岳式土器と呼ばれる初頭の土器，Ⅱ類が入佐

式土器と呼ばれる前葉の土器，Ⅲ類が干河原式土器と呼ばれる中葉の土器，Ⅳ類が黒川式土器と呼

ばれる後葉の土器であるが，圧倒的にⅣ類が多い。

　１）Ⅰ類（中岳式土器：第４０図８３）

　口縁部が三角形に張り出す壺形様の土器で，口縁直径は１６�である。内外とも横方向のヘラナデ

で仕上げ，外は特にていねいである。肥厚した口縁部に２条の凹線がみられる。

　２）Ⅱ類（入佐式土器：第４０図８４～８８）

　肩部が稜をもって屈曲する器形で，頸部でへこみ口縁部へ開きながらまっすぐ伸びる。８５は浅鉢
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で，他は深鉢である。８５は外面に丹が付着している。肩部の直径は１９�～３３�と大小あり，８８だけ

は稜をもたない。８７は直径１０．５�ほどの丸みをおびた底部である。内外とも横方向のヘラナデで仕

上げているが，外面はていねいで８５・８８などはミガキ様になる。８６はナデの前に条痕状に調整して

いる。

　３）Ⅲ類（干河原式土器：第４０図８９・９０）

　口縁の直径が３６�～３８�ほどの頸部からまっすぐ外へ広がる深鉢で，同一個体の可能性がある。

内外とも横方向のヘラナデで調整しており，端部近くに低い三角突帯があり，その上は浅く窪んで

いる。明茶褐色を呈しているが，外にはススが付着し，灰色がかっている。

　４）Ⅳ類（黒川式土器：第４１図・第４２図９１～１３８）

　深鉢・浅鉢・壺形土器・小型台付皿形土器・まり形土器などの器種がある。

　９１～１０３は深鉢である。口縁部が直に立ち上がるもの（９１），内傾しているもの（９２～９５，９９・

１００），外へ開くもの（９６～９８，１０１～１０３）とがある。
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　９１はやや開いているもので，端部は丸みをもっている。外面はヘラミガキで仕上げているが，ス

スが厚く付着している。

　内傾するものには９３のように口縁直径が１８�しかないものから，９２のように２５�あるものまであ

る。９２・９３とも何か所にあるか不明だが３連の山形突起があり，肩部には三角突帯が巡る。９３では

山形突起の中央部がやや高くなっている。９２は肩部の突帯が山形突起の下付近で切れ，そこに蝶ネ

クタイ風の突起が付されている。口縁部のやや下にも三角突帯が巡っている。９４・９５・９９は口唇部

に凹線がみられる。９４・９９では口縁端に突帯が貼付けられているが，９５も同様である可能性がある。

９９の断面をみると，肩部の屈曲部に貼付け痕跡がみられる。９９は口縁部に山形突起もみられ，内外

とも深く剥離痕跡がみられることから，粘土板を貼付けた様子がうかがえる。

　外へ開くものも口縁部と肩部に三角突帯が巡っており，口縁に２連の山形突起がみられ，９６・

１０２は波状口縁となる。口縁直径は２３�～３０�ある。１０３は口縁部の貼付突帯に沈線がみられる。

　これらはいずれもヘラによる調整がていねいで，ヘラミガキあるいはそれに近いものが多い。

　１０４～１０６，１３１～１３８は鉢形土器である。肩部で屈曲し，やや内反あるいは直立する器形を呈し，

１３１～１３８は型取り法によって作られたことを示すいわゆる組織痕土器となる。１０４～１０６は同じよう

な器形を呈し，口縁端近くに一条の沈線が巡る。口縁直径は２２�～３１�あり，１０５・１０６は同一個体

の可能性があるが，肩部にも一条の沈線が巡る。これらはいずれも内外とも斜め方向のヘラミガキ

仕上げである。組織痕土器のうち１３１～１３４は網布圧痕，１３５～１３８が網目圧痕であり，１３１と１３５・

１３７は型取りによる胴部の上に輪積み整形をし，口縁をこしらえている。網布圧痕はタテ糸が５�

～６�，ヨコ糸が１�～２�間隔である。網目圧痕のサイズは２�～３�である。

　１０７～１１５は浅鉢である。１０７～１０９は口縁部が直あるいは外へ開きながらまっすぐ伸びており，胴

部との境は逆くの字状に屈曲している。１０７・１０８は外面口縁端付近に一条の沈線がある。１０９は口

縁端が貼付突帯により肥厚しており，口唇部には凹線がある。１１０は口縁部と胴部境のやや上に一

条の沈線がある。１１１は口縁端部に２個のこぶ状突起がみられる。１１２も同じようなこぶ状突起がみ

られるが，その間に表裏に短かく垂れる棒状の貼付突帯がみられる。１１３は口縁端部にヘラによっ

て切込みを入れて，突起様にみせており，外側には山形を呈する突起状貼付けがみられる。１１４は

波状口縁で，口縁部を胴部の内側に貼付けている。外面に口縁部と並行する波状の突起が貼付けら

れている。１１５は胴部に逆Ｌ字形の棒状突起が貼付けられている。１１１～１１５は黄褐色あるいは黄み

がかった茶褐色を呈し，１０７～１１０に比べて調整はていねいでない。

　１１６～１１９は壺形の土器である。１１６・１１７は口縁部に横方向あるいは斜方向の並行する直線のヘラ

沈線がみられるもので，１１６は直径が２０�ある。口縁部の端部は丸みをおびて，外反する器形を呈

する。１１８・１１９はヘラミガキ調整で，肩部に貼付突帯と沈線がみられ，丹塗りとなっている。これ

は粘土もこまかいものを用いており，色は黄みがかった明茶褐色を呈している。１１８の内面はほと

んど剥脱している。

　１２０～１２７は底部である。１２０は小さい丸みをおびた平底で，内底部にはヘラによる突刺し痕がみ

られる。１２１～１２５は安定した平底から強く外へ広がる器形をし，立ち上がり部分に沈線が巡る。

１２１・１２４は薄い作りである。１２５は底部を貼付によって厚くしている様子がうかがえる。内外とも

ヘラミガキあるいはていねいなヘラナデ仕上げである。１２６は安定した平底で，底はていねいにナ
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デている。外面の一部ににごった丹が付着している。１２７はあげ底となっている充実高台をもち，

内面はヘラミガキで仕上げている。薄い作りである。

　１２８は口縁直径が８�，高さが３．７�，脚台径が５�の小型皿形土器の完形品で，外面は粗いヘラ

ナデ仕上げであるが，皿部内面はヘラミガキ，脚台内面もミガキに近いヘラナデとていねいである。

赤っぽい茶褐色を呈し，焼成度は良い。

　１２９・１３０は口縁直径が１４�ほどのまり形土器で，１２９がまっすぐ伸びるのに対して，１３０はやや外

反する。丸底風である。内外とも横方向のヘラナデだが，ていねいなナデで，１２９の外面はミガキ

になっている。１２９の外にはススも付着している。
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胎　　土焼成度色　　調内面の調整外面の調整類層出土地図番

石英・黄白色石・金雲母などの細かい石普通茶褐色ヘラナデ斜方向貝殻条痕
角には巻貝殻頂の押圧早

期
１
類

Ⅵ５８Ｌ５

白色石・石英・長石などの細かい石
（５�大の石を含む）良茶褐色ていねいなヘラナデ横方向貝殻条痕２Ｔ６

金雲母・白色石・黄白色石などの細かい石良茶褐色ていねいなナデ沈線Ⅵ５８Ｌ７
金雲母・白色石・黄白色石などの細かい石良茶褐色ていねいなナデ沈線Ⅴ５８Ｌ８

石英・黄白色石の多い砂質土良茶褐色
（口縁と内は暗茶褐色）ヘラナデナデのあと貝殻条痕

早

期

２

類

Ⅴａ・ｂ６０Ｊ９

石英・茶色石・白色石などの細かい石良暗茶褐色ていねいなナデ短絡貝殻条痕Ⅵ５７Ｋ１０
白色石・茶色石・石英などの細かい石良赤みがかった茶褐色ていねいなヘラナデ横方向貝殻条痕Ⅵ５８Ｌ１１
石英・黄白色石・白色石も含む普通暗茶褐色ヘラナデヘラナデのあと細沈線Ⅵ５８Ｋ１２
白色石・黄白色石などの細かい石普通茶褐色ていねいなヘラナデ斜短絡貝殻条痕Ⅵ５８Ｌ１３

石英・黄白色石・茶色石などの細かい石普通外：暗茶褐色
内：茶褐色横ナデ短絡貝殻条痕Ⅵ５７Ｋ１４

白色石・金雲母・黄白色石・石英など
の細かい石普通外：茶褐色

内：黒褐色ヘラ縦ナデヘラナデ
縦方向貝殻条痕Ⅵ５３Ｌ１５

石英・白色石などの細かい石を多く含
む砂質土普通赤みがかった茶褐色ていねいなナデていねいなナデⅥ５６Ｋ

５７Ｋ１６

黄白色石・茶色石・石英・金雲母の多
い砂質土良茶褐色ミガキ

ていねいなヘラ横ナデ
貝殻条痕のあと部分的
にていねいなヘラナデⅥ５３Ｍ１７

白色石・長石・石英・黄白色石などの
細かい石多（３�大の石を含む）普通茶褐色

（内は紫がかっている）ていねいな横ナデ短絡貝殻条痕Ⅵ
５７Ｋ
５６Ｌ
５８Ｌ

１８

白色石・金雲母の細かい石を多量に含む良茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラ縦ナデⅥ５２Ｍ１９
石英・白色石などの細かい石普通茶褐色ヘラナデヘラ縦ナデⅥ５７Ｌ２０
石英・黄白色石・白色石などの細かい
石（３�大の石を含む）普通茶褐色ヘラナデていねいなナデⅥ５７Ｋ２１

石英・白色石などの細かい石（４�大
の石を含む）普通灰黒褐色ヘラナデヘラナデ

早

期

３

類

Ⅵ
５１Ｍ
５２Ｍ
５２Ｎ

２２

白色石・石英などの細かい石良淡茶褐色ヘラナデていねいなヘラナデⅥ５５Ｍ２３
金雲母・白色石・茶色石などの細かい石普通淡茶褐色ヘラナデ鋸歯状短絡沈線Ⅵ５６Ｍ２４
石英の多い細かい石（６�大の石を含む）普通黄茶褐色ヘラナデヘラナデⅥ５４Ｌ２５

石英・黄白色石などの細かい石普通外：暗茶褐色
内：明茶褐色ていねいな横ナデ横方向繊維状ハケナデⅥ５６Ｌ２６

白色石・石英の多い細かい石良明茶褐色ていねいなヘラナデていねいなヘラナデⅡ２７
石英・白色石などの細かい石（９�大
ほどの茶色石もあり）普通外：黒褐色

内：淡茶褐色ていねいなヘラナデヘラ横ナデのあと
細かい縦ヘラ沈線Ⅵ５５Ｌ２８

黄白色石・石英などの細かい石良外：茶褐色
内：暗茶褐色ヘラナデヘラ沈線Ⅵ５２Ｎ２９

金雲母が多く，白色石などの細かい石普通茶褐色ヘラナデヘラナデⅥ５８Ｌ３０

白色石・石英・黄白色石などの細かい石良外：明茶褐色
内：淡黒褐色ていねいな横ナデていねいなヘラナデⅥ５８Ｋ３１

石英・黄白色石などの小石多普通茶褐色ヘラナデ二枚貝貝殻押圧２Ｔ３２
石英・茶色石・黄白色石などの細かい石良茶褐色ていねいなヘラナデ横方向貝殻条痕Ⅵ５５Ｌ３３
白色石・石英などの細かい石（６�大
の石を含む）良外：茶褐色

内：灰黒褐色ていねいなヘラ横ナデ底近くはていねいなヘ
ラナデⅥ５６Ｍ３４

白色石・金雲母・黄白色石・石英など
の細かい石良茶褐色ていねいなヘラナデていねいなヘラナデⅥ５５Ｍ３５

黄白色石・金雲母などの細かい石良淡茶褐色ていねいなナデヘラの平行ナデⅥ５５Ｍ３６

茶色石・石英・白色石などの細かい石普通淡茶褐色
（内は紫がかっている）ていねいなナデ条痕のあとヘラナデⅥ５８Ｋ３７

金雲母多。石英・茶色石などの細かい
石を含む普通暗茶褐色ヘラナデヘラナデⅥ５８Ｌ３８

白色石・石英などの細かい石良淡茶褐色ていねいなヘラナデていねいなヘラナデ

早

期

４

類

Ⅱａ３９

石英などを含む細かい石（１�大の石
を含む）普通淡茶褐色

（部分的に暗紫褐色）ヘラ横ナデていねいなナデⅥ
５８Ｊ
５９Ｊ
５９Ｋ

４０

黄白色石・茶色石などの細かい石普通外：茶色がかった黒褐色
内：淡茶褐色ヘラナデ山形押型文Ⅵ５９Ｊ４１

金雲母の多い土　黄白色石・茶色石な
どの細かい石良外：茶褐色

内：暗茶褐色ていねいなナデ浅い押型文Ⅵ５８Ｌ４２

石英・白色石・茶色石などの多い砂質
土（５�大の石を含む）普通茶褐色ナデ二枚貝押圧文・ナデⅥ５８Ｋ４３

金雲母・白色石・黄白色石などの細石多良茶褐色ていねいなナデ押型文Ⅵ５８Ｌ４４
石英・茶色石・白色石・長石などの細
かい石普通外：茶褐色

内：淡黒灰褐色ナデ粗い押型文Ⅵ５９Ｋ４５

金雲母・黄白色石・白色石などの細か
い石の多い砂質土普通茶褐色ヘラナデ山形押型文

ヘラナデⅥ５８Ｌ４６

白色石・長石・石英などの細かい石多良外：淡黄茶褐色
内：淡黒褐色ヘラナデ楕円押型文Ⅵ５５Ｌ４７

白色石・石英などの細かい石悪淡茶褐色ヘラ横ナデ刺突文・沈線・ヘラ押し早
期
５
類

Ⅵ
５３Ｌ
５５Ｌ
５６Ｍ

４８

石英・白色石などの細かい石普通淡茶褐色ヘラ横ナデ刺突文・沈線・ヘラ押圧Ⅵ５３Ｌ４９
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白色石・石英・茶色石など４�大ほど
の粗い土多普通茶褐色

（やや紫がかっている）ていねいなヘラナデ沈線・刺突文・ヘラ押圧

早

期

５

類

Ⅵ５１Ｎ５０

白色石・石英などの細かい石普通淡茶褐色ていねいなヘラナデヘラ刺突文・ヘラ沈線Ⅵ５１Ｎ５１
石英の多い細かい石悪茶褐色ていねいなヘラナデ沈線・ヘラ刺突文Ⅵ５３Ｎ５２
石英・黄白色石などの細かい石普通黄みがかった淡茶褐色ていねいなヘラナデ刺突文・沈線Ⅵ５１Ｍ５３
石英・白色石などの細かい石悪明茶褐色ていねいなナデヘラ沈線・ヘラ刺突文Ⅵ５６Ｌ５４
石英・白色石・茶色石・黄白色石など
の細かい石悪黒みがかった茶褐色ていねいなヘラナデヘラ沈線・刺突文Ⅵ５１Ｎ５５

金雲母多
白色石・石英などの細かい石良明茶褐色ていねいなヘラ横ナデヘラ刺突文・沈線Ⅵ５７Ｋ５６

白色石・茶色石・石英などの細かい石
（５�大の石を含む）普通赤みがかった淡茶褐色ヘラ横ナデていねいなナデ

ヘラ刺突文・沈線Ⅵ５４Ｌ５７

白色石・金雲母・茶色石・石英などの
細かい石良外：茶褐色

内：灰黒褐色ヘラ横ナデ撚糸文Ⅵ５２Ｍ５８

白色石・石英・黄白色石・長石などの
細石多普通明茶褐色

（内はやや暗い）粗いヘラ横ナデ沈線・縄文
早

期

６

類

Ⅵ５２Ｎ５９

黄白色石・白色石・石英などの石を含
む粗い土（５�大の石を含む）良茶褐色

（赤みがかった部分あり）ヘラ横ナデ撚糸文
ていねいなヘラ横ナデⅥ５１Ｍ

５１Ｎ６０

金雲母・白色石・黄白色石などの細石多良淡茶褐色ケズリに近いヘラ横ナデヘラ沈線・縄文Ⅵ５２Ｍ６１
金雲母・白色石などの細かい石普通茶褐色ていねいなヘラナデ撚糸文・沈線Ⅵ５２Ｍ６２
石英・茶色石などの細かい石普通茶褐色ヘラナデていねいなナデⅥ５３Ｍ６３
黄白色石・石英・金雲母・白色石など
の細かい石普通暗茶褐色ヘラ横ナデヘラナデ　撚糸文・沈線Ⅵ５１Ｍ６４

白色石・黄白色石・石英などの細かい石良黄茶褐色ていねいなヘラ横ナデ沈線・波状文・ヘラ刺突文

前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期

Ⅲａ４６Ｎ６５
白色石・石英などの細かい石良淡茶褐色（外は黒褐色）ヘラ横ナデ・刺突文沈線・ていねいなヘラナデⅢａ５６Ｍ６６
金雲母多・石英多
茶色石・白色石などの細かい石が多い普通暗茶褐色沈線沈線・巻貝殻頂押圧Ⅲａ５７Ｋ６７

白色石・石英・茶色石などの細かい石良黄茶褐色
（外はススのため暗い）ていねいな横ナデ横沈線Ⅲａ５２Ｍ６８

石英・白色石・黄白色石などの細かい石良淡茶褐色
（外にはスス）ていねいなヘラナデ方形状のヘラ凹線Ⅲａ５７Ｌ６９

白色石・石英などの細かい石良茶褐色ヘラ横ナデ縄文Ⅱｂ６３Ｈ７０
黄白色石・石英などの細かい石（３�
大の石を含む）普通黄褐色

（外にはスス）ていねいなヘラナデ右下がり左下がりの沈線Ⅲａ５３Ｌ７１

白色石・石英などが多く，茶色石もある良淡茶褐色
（外にはスス）ヘラ横ナデ右下がり左下がりの沈線Ⅲａ５２Ｎ７２

黄白色石・白色石などの細かい石良黄茶褐色ヘラ横ナデ左下がり右下がりのヘ
ラ凹線Ⅲａ５２Ｍ７３

石英・茶色石などの細かい石良暗茶褐色ヘラ横ナデ右下がりと左下がり凹
線の間に縦長短絡線Ⅲａ５２Ｎ７４

石英・白色石などの細かい石が多い普通明茶褐色こげ付着くもの巣状ヘラ沈線Ⅲａ５７Ｋ７５

黄白色石・石英などの細かい石が多い良外：黄褐色（スス付着）
内：淡黒褐色ヘラ横ナデ右下がり沈線

縦方向沈線Ⅲａ５２Ｍ７６

石英・長石・白色石・黄白色石などの
細かい石普通外：暗茶褐色

内：黒褐色ヘラナデ細い沈線（横線＋縦線）Ⅲａ５８Ｊ７７

石英などの細かい石良茶褐色ていねいなヘラナデヘラ沈線表採７８
長石・黄白色石・白色石などの細かい石普通黄褐色ヘラ横ナデヘラナデの後細かいヘラ沈線Ⅱｂ６４Ｈ７９
石英などの細かい石（５�大の石を含む）良暗茶褐色（内は淡褐色）貝殻条痕貝殻条痕Ⅲ４６Ｎ８０

白色石などの細かい石が多い良暗茶褐色ヘラナデていねいなヘラナデ後　

期

Ⅱ４７Ｎ８１

白色石・石英・黄白色石などの細かい石良茶褐色（内は黒褐色）ヘラ横ナデヘラ縦ナデ（剥脱あり）Ⅱ８２
黄白色石・金雲母・白色石などの細か
い石良暗茶褐色ヘラ横ナデ２条の凹線

ていねいなヘラ横ナデ
晩
期
Ⅰ
類

Ⅲａ５５Ｍ８３

黄白色石・金雲母・茶色石などの細か
い石良外：淡茶褐色（スス付着）

内：暗茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデⅢａ５５Ｍ８４

黄白色石・石英などの細かい石普通黄褐色（内側に黒褐色あ
り）外に丹付着ヘラ横ナデヘラミガキ様ていねい

なナデ晩

期

Ⅱ

類

Ⅲ４７Ｎ８５

白色石・石英・茶色石などの細かい石良明茶褐色（内は暗い）条痕のあとナデ条痕のあとていねいな
ナデ

Ⅲ
Ⅲａ４８Ｍ８６

白色石・黒曜石・石英などの細かい石普通灰がかった明茶褐色
（外にスス）

ミガキに近いていねい
なヘラ横ナデ

ヘラ横ナデ
底ヘラナデⅡ６５Ｈ８７

白色石・石英などの砂粒多（内面剥脱
あり）普通淡茶褐色

（外は部分的に灰褐色）粗い条痕状横ナデヘラミガキⅡｂ６４Ｈ８８

白色石・石英・黄白色石などの細かい石普通
外：灰がかった明茶褐色
　　（外にスス）
内：明茶褐色

細かいていねいなヘラ
横ナデヘラナデ晩

期
Ⅲ
類

表採８９

白色石・石英・黄白色石などの細かい石普通
外：灰がかった明茶褐色
　　（外にスス）
内：明茶褐色

ヘラ横ナデヘラ横ナデⅡａ６３Ｈ９０

石英・白色石などの砂粒良外：黒褐色
内：淡黄褐色ていねいな横ナデヘラミガキ　ススが厚

く付着
晩

期

Ⅳ

類

Ⅲａ５９Ｋ９１

白色石・黄白色石・石英などの細かい石良
外：黒褐色
内：黄みがかった淡茶
褐色

ミガキに近いていねい
な横ナデ

ミガキに近いヘラ横ナデ
三角突帯（リボン周辺で
途切れ）

Ⅱｂ６５Ｇ９２

白色石・石英などの細かい石（５�大
の石を含む）普通明茶褐色ていねいなヘラ横ナデ突起，波状，三角突帯　

ていねいな縦ナデⅢａ５９Ｊ９３

石英・白色石・黒曜石などの細かい石良黒褐色ていねいな横ナデていねいなヘラナデ　
縦ミガキⅡｂ６４Ｈ９４
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石英・茶色石・灰色石などの砂質土
（４�大の石を含む）普通淡黄褐色（外は黒み）ヘラナデ口縁と胴に突帯

ヘラ縦ナデ

晩　

期　

Ⅳ　

類

Ⅱｂ６４Ｈ９５

白色石・石英などの細かい石（５�大
の石を含む）普通明茶褐色ていねいなヘラ横ナデ突起，波状，三角突帯　

ていねいな縦ナデⅢａ５８Ｋ
５９Ｋ９６

白色石・石英・茶色石などの細かい石
（４�大の石を含む）良外：茶褐色だがススで黒

褐色化　内：黒褐色ヘラミガキていねいなヘラ横ナデⅡｂ６４Ｈ９７

白色石・石英・黄白色石・茶色石など
の細かい石（４�大の石を含む）良黒褐色ヘラミガキていねいな横ナデⅡｂ６４Ｈ９８

石英・黄白色石などの細かい石普通外：淡黄褐色（スス付着）
内：黒灰色

一部厚く剥脱
ていねいなヘラ縦ナデ

深く削り，突起，波状　
ヘラ縦ナデⅡｂ６４Ｇ９９

白色石・石英・茶色石などの細かい石普通黒褐色（外にスス）ヘラ縦ナデヘラ横ナデⅡａ６４Ｇ１００
石英・黄白色石・茶色石などの細かい石普通暗茶褐色ていねいな横ナデ三角突帯　ヘラ横ナデⅡｂ６５Ｈ１０１

石英・白色石・茶色石など細かい石普通白っぽい黄褐色（外にス
ス付着）

粗いヘラ斜めナデ
（ケズリ風）粗いヘラ横ナデⅢａ４６Ｍ１０２

石英・白色石などの細かい石普通黒褐色（内は一部黄褐
色）

厚く剥脱
ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデⅡｂ６５Ｇ１０３

石英・白色石などの細かい石良外：暗茶褐色（外にスス）
内：淡茶褐色ヘラによる斜め研磨斜め研磨，沈線

ていねいなミガキⅢａ５７Ｍ１０４

石英・白色石などの細かい石普通灰がかった明茶褐色ヘラ横ナデていねいな横ナデⅢａ５８Ｌ１０５
石英・白色石などの細かい石普通灰がかった明茶褐色ヘラ横ナデていねいな横ナデⅢａ５８Ｌ１０６
石英・白色石などの細かい石普通黒褐色ヘラ横ナデていねいな横ナデⅡｂ６４Ｇ１０７

石英・黄白色石などの細かい石普通黒褐色ヘラナデ
口縁近くは雑

ヘラ沈線
ていねいなナデ表採１０８

石英・白色石などの細かい石良接合（黒褐色，白っぽい
黄褐色）

ミガキ
ていねいなヘラナデ

ミガキ風，沈凹線
ていねいなヘラナデⅡｃ１０９

石英などの微石普通黒灰褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ
摩滅している　沈線Ⅱｂ６５Ｈ１１０

白色石・黄白色石・石英・雲母・茶色
石などの細かい石普通明黄褐色ていねいなヘラナデヘラナデⅡｂ６６Ｇ１１１

石英・白色石などの細かい石普通灰がかった黄褐色（外に
朱？）ていねいなヘラナデ三角突帯

ヘラナデⅡｂ６４Ｈ１１２

黄白色石・石英・白色石などの細かい石普通淡茶褐色ていねいなヘラ横ナデヘラナデⅡ　１１３
石英・白色石などの細かい石普通茶褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデ，ヘラ横ナデⅡｃ６４Ｇ１１４
石英・白色石・黄白色石などの細かい石普通黄みがかった淡茶褐色ていねいなヘラ横ナデヘラ縦ナデⅡａ６５Ｈ１１５

白色石・石英・金雲母などの細かい石普通茶褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデ
ヘラ沈線（二次沈線）Ⅲａ５８Ｋ１１６

白色石・石英・金雲母などの細かい石普通茶褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデ
ヘラ沈線（二次沈線）Ⅲａ５８Ｋ１１７

白色石・石英などの細かい石普通外：丹塗り
内：黄みがかった明茶褐色ほどんど剥脱

ヘラミガキ
突帯貼付の前に浅いヘ
ラケズリ

Ⅱｂ６４Ｈ１１８

白色石・石英・黄白色石などの細かい石普通外：丹
内：黄みがかった明茶褐色ていねいなヘラナデ沈線Ⅱｂ６４Ｈ１１９

石英・茶色石・白色石などの細石多普通淡茶褐色ヘラ突き刺しヘラ縦ナデ６６Ｇ１２０
白色石・石英・茶色石（５�大の礫を
含む）普通黒褐色ヘラミガキ沈線

ヘラミガキⅡｂ６３Ｈ
６４Ｈ１２１

白色石・石英などの細かい石が多い普通茶がかった淡黒褐色　
内はやや白っぽいヘラナデ沈線

ヘラナデⅢａ５８Ｋ１２２

石英・茶色石・白色石などの細かい石普通外：白っぽい灰茶褐色
内：黒褐色，剥脱多ヘラナデ２条の沈線ヘラ切り　

ヘラミガキⅡｂ６５Ｈ１２３

石英・白色石・黒曜石などの細かい石普通外：黄褐色・黒褐色
内：黒褐色ヘラ横ミガキ沈線

ヘラ縦ミガキⅡｂ６５Ｇ１２４

石英・黄白色石などの細かい石普通黄褐色ヘラナデ沈線　ヘラナデⅡｂ６４Ｈ１２５
石英多　黒曜石・白色石・茶色石など
の細かい石普通淡黄褐色（にごった丹が

外に付着）ヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデ
底はていねいなヘラナデⅡｂ６５Ｈ１２６

黄白色石・石英などが多い良外：赤っぽい茶褐色　
内：黄っぽい淡茶褐色ヘラミガキ条痕のあとヘラナデ表採１２７

黄白色石・白色石などの細かい石良赤っぽい茶褐色ヘラミガキ粗いヘラナデ
ミガキに近いヘラナデⅢａ４４Ｍ１２８

石英・白色石などの細かい石良明茶褐色
外はススのため黒色化ていねいな横ナデヘラミガキⅡ１２９

石英・黄白色石・白色石などの細かい石普通茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラ斜ナデⅢａ５８Ｋ１３０

白色石・茶色石・石英などの細かい石良外：茶褐色
内：黒褐色（こげ？）ていねいなナデヘラナデⅡａ１３１

白色石・茶色石・石英などの細かい石良
外：暗茶褐色
内：黒褐色
　　（こげ厚く付着）

不明ヘラナデⅡｂ６５Ｇ１３２

茶色石・石英・黄白色石などの細かい石良黄褐色ていねいなナデヘラナデⅢａ５９Ｋ１３３

石英・黄白色石などの細かい石良外：淡茶褐色
内：黒褐色ていねいなナデヘラナデⅡａ１３４

黄白色石・茶色石・黒曜石などの細か
い石良外：明茶褐色

内：黒褐色
ていねいなヘラナデ
（ミガキに近い）ヘラナデⅢａ５７Ｌ１３５

石英・黄白色石などの細かい石（６�
大の石を含む）普通淡茶褐色ていねいなヘラナデヘラナデⅢａ５８Ｌ１３６

黄白色石・茶色石・白色石・石英など
の細かい石（５�大の石を含む）良茶褐色ていねいなヘラナデヘラナデⅢａ５８Ｋ１３７

白色石・石英・黄白色石・雲母などの
石（６�大の石を含む）良外：灰褐色

内：黒褐色ていねいなヘラナデヘラナデⅢａ５８Ｋ１３８



－６３－

　２　石器

　縄文時代前期から弥生時代までの遺物は同じ層から出土しており，時期を分けることができない

ために，ここで一括して扱う。打製石鏃・磨製石鏃・石錐・石匙・スクレイパー・打製石斧などが

あり，打製石斧が多い。
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－６４－

　１）打製石鏃（第４３図Ｓ１０２～Ｓ１１４）

　１３点出土しているが，多様である。Ｓ１０３は県内では珍しい有茎鏃である。茎部端が欠けている

が，ほぼ完形で二等辺三角形を呈している。作りは雑であるが，数カ所に研磨痕がみられることか

ら，研磨したあとに二次的な再加工をした可能性がある。Ｓ１０６は正三角形をし，浅いへこみがあ

る。周辺のみを打ち欠いている。Ｓ１０７は先端が鋭くとがった二等辺三角形をし，浅いへこみがあ
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－６６－

る。ていねいに打ち欠いている。Ｓ１０８とＳ１０９・Ｓ１１２は小型の正三角形をしたもので基部は直で

ある。Ｓ１１１とＳ１１３・Ｓ１１４は二等辺三角形をした小型のもので，浅いへこみがある。Ｓ１１１は先端

が鋭い。

　２）磨製石鏃（第４３図Ｓ１１５～Ｓ１１７）

　３点出土しており，１点だけが完形で，残り２点は欠けている。Ｓ１１７は二等辺三角形を呈し，片

面は中央に鎬があるが，あとの一面は両側辺に稜がある。浅いえぐりがある。Ｓ１１５は両面とも鎬

がある。Ｓ１１６は先端部のみである。
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－６７－

　３）石錐（第４３図Ｓ１１８）

　つまみの一側辺を両面から打ち欠いて形を整えた石錐で，錐部も雑に打ち欠いている。

　４）石匙（第４４図Ｓ１１９～Ｓ１２１）

　横長のものが３点出土しているが，つまみはすべて片方に寄っている。Ｓ１１９は横長剥片の側縁

部のみを打ち欠いて形を整えている。Ｓ１２０は薄い剥片の一長側辺部を打ち欠いて刃部としたもの

�������������



－６８－

で，えぐりは粗く加工して作っている。ほとんど二次加工はない。Ｓ１２１は横長剥片の縁部を加工

しているが，特に片面の周縁とえぐり部・刃部はていねいである。分厚いが，刃部は外反し，鋭い。

　５）スクレイパー（第４４図Ｓ１２２，第４５図Ｓ１２３～Ｓ１２５）

　Ｓ１２２の基部は直線で刃部は両面から打ち欠いて弧状を呈している。片面に自然面を残す分厚い

ものだが，刃部は鋭い。Ｓ１２３・Ｓ１２４は楕円形をした横剥ぎ剥片の長側辺を利用し，背部も刃こぼ
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－６９－

しをしている。Ｓ１２５も長方形をした剥片の一長側辺を刃部としており，背部も刃こぼしをしてい

るが，自然面が残っている。

　６）磨製石斧（第４５図Ｓ１２６～Ｓ１３４）

　部分的に磨いた局部磨製石斧と，ていねいに磨いた磨製石斧がある。破片を含めて１５点出土して

いる。Ｓ１２６とＳ１２７は局部磨製石斧である。Ｓ１２６は横剥ぎ剥片の周辺を加工して形を整えている

が，刃部の磨きは簡略である。Ｓ１２７は周辺を加工したバチ形を呈し，刃部が欠けている。Ｓ１２８は

中央付近で折れているが，バチ形をした完形品である。Ｓ１２９も縦長剥片を利用したバチ形をして

いるが，基部が欠けている。Ｓ１３０はていねいに加工したバチ形石斧の基部破片である。Ｓ１３１は刃

部のみの破片でていねいに加工している。Ｓ１３２はバチ形をした局部磨製石斧で，長さ１０．５�と小

型である。刃部のみを加工している。Ｓ１３３・Ｓ１３４は刃部のみの破片で，ていねいに加工している

が，Ｓ１３４は丸のみ風になっている。
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－７１－

　７）打製石斧（第４６図～第５０図Ｓ１３５～Ｓ１７６）

　粘板岩を用いた打製石斧が５７点出土している。いずれも

周縁のみをこまかく加工しており，形態によって大きく４

種に分かれる。

　Ｓ１３５～Ｓ１４０・Ｓ１７６はえぐりのはっきりしない長方形

のものだが，幅の狭いものと広いものとがある。

　Ｓ１４１～Ｓ１５１・Ｓ１７５は長方形あるいは長楕円形をして

おり，えぐりがある。刃部はやや狭くなっている。Ｓ１５２

～Ｓ１５９は靴形をしたものだが，Ｓ１５４は折れたあと刃部側

を加工しており，二次的に使用しようとする意図がみられ

る。側縁部はていねいに加工しているが，刃部の加工は少

ない。Ｓ１６０～Ｓ１６８は頭部あるいは刃部の破片であるが，

図化しなかった破片も多い。Ｓ１６９～Ｓ１７４は幅の広いもの

である。Ｓ１６９・Ｓ１７１・Ｓ１７２は自然面を広く残した剥片

を用いて形を整えている。Ｓ１７３は両面に自然面を残す分厚い礫を用いている。

　これらは表面の摩滅が目立つため，刃部の使用痕が不明である。使用後に放棄されたものではな

く，再加工されて放棄されたものと思われる。

　８）礫器（第５１図Ｓ１７７～Ｓ１７９）

　Ｓ１７７・Ｓ１７８は礫の縁辺を加工して刃部にしたもので，Ｓ１７７は薄い礫を用い，長側辺の一辺を
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－７２－

両側から打ち欠いて片刃の刃部としている。Ｓ１７８は分厚い礫の一長側辺を片側から打ち欠いて刃

部としている。Ｓ１７９は片面に自然面を残す分厚い剥片の一側辺を両側から打ち欠いて刃部として

いる。

　９）砥石（第５１図・第５２図Ｓ１８０・Ｓ１８１）

　Ｓ１８０は打製石斧の頭部欠損品を２次的に使用している砥石である。Ｓ１８１は台形をした板状の石
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－７３－

を４面使用している仕上げ砥である。

　１０）石錘（第５３図Ｓ１８２）

　ほぼ円形をした扁平な礫の２か所に紐かけ用のえぐりを施したものである。

　１１）磨石（第５３図Ｓ１８３～Ｓ１８５）

　砂岩・安山岩製の磨石が７点ある。円礫の側縁を利用しており，この中には敲石として使用した

ものもある。

　１２）石剣（第５３図Ｓ１８６）

　長さ２５．１�，幅４．５�，厚さ２．４�の粘板岩製石剣で，先端を鋭く尖らせている。先端部は両面に

鎬があり断面菱形を呈するが，下半部は断面三角形となる。表・裏面とも全面こまかい研磨がされ
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－７４－

ている。

　１３）石皿（第５４図・第５５図Ｓ１８７～Ｓ１９２）

　完全なものはほとんどないが，６点の石皿がある。Ｓ１８７は完形であるが小さい。両面とも平坦

なものが多いが，Ｓ１８８・Ｓ１９１のように窪んでいるものもある。
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重　さ厚　さ幅長　さ石　材層出土地点種　類番
２９０２．４７．６１３．３安山岩Ⅵ集積８号礫器１
６０１．２１１．３５．２粘板岩Ⅵ集積１号剥片２
１００１．２１１．１６．５粘板岩Ⅵ集積１号剥片３
７０１．３６．９９．４粘板岩Ⅵ集積１号剥片４
９０１．７１０．３５．７粘板岩Ⅵ集積１号剥片５
４１０２．３１７．９１３．０粘板岩Ⅵ集積１号剥片６

１０，７００７．０３１．８３５．９砂岩Ⅵ集積２号石皿７
４３０３．０５．７１７．０粘板岩Ⅵ集積２号加工石核８
３，７００４．５２３．０２２．０花崗岩Ⅵ集積２号石皿９
３７０４．０７．０１６．０粘板岩Ⅵ集積２号加工石核１０
３７０１．５６．５２０．５粘板岩Ⅵ集積２号加工礫１１
３９５３．０５．３１３．２粘板岩Ⅵ集積２号加工礫１２
１５０．８３．０（４．８）粘板岩Ⅵ集積２号石斧１３
１．１８０．４１．７２．０チャートⅥ５８Ｋ石鏃１４
０．９９０．４１．８２．０安山岩Ⅵ５１Ｋ石鏃１５
０．６４０．３１．６１．９安山岩Ⅵ５８Ｋ石鏃１６
０．７１０．４１．６１．６安山岩Ⅵ５９Ｊ石鏃１７
０．４４０．３１．６１．４安山岩Ⅵ５５Ｍ石鏃１８
０．９３０．５１．６１．７黒曜石Ⅵ５３Ｎ石鏃１９
１．２５０．５２．０２．５チャートⅥ５８Ｌ石鏃２０
０．９６０．３（１．７）２．２チャートⅥ５５Ｍ石鏃２１
１．０２０．４（１．９）２．１タンパク石Ⅵ５８Ｊ石鏃２２
１．６２０．６（１．４）（２．４）チャートⅥ５７Ｌ石鏃２３
０．９１０．４（１．８）（２．０）黒曜石Ⅵ５７Ｌ石鏃２４
１．７１０．６（１．８）２．７チャートⅥ５７Ｍ石鏃２５
１．４００．５２．３（１．９）安山岩Ⅵ５８Ｋ石鏃２６
１．５７０．５（２．１）（１．９）チャートⅥ５７Ｌ石鏃２７
０．５１０．４１．４１．６安山岩Ⅵ５５Ｌ石鏃２８
０．７６０．４（１．５）（２．４）安山岩Ⅵ５７Ｌ石鏃２９
１．１２０．４（１．７）２．２黒曜石Ⅵ５５Ｌ石鏃３０
１．６８０．５（１．９）２．４チャートⅥ５９Ｊ石鏃３１
０．９２０．４（１．５）２．６黒曜石Ⅵ５７Ｌ石鏃３２
１．３５０．５（１．５）２．５水晶Ⅵ５８Ｋ石鏃３３
０．７８０．５１．６（１．５）黒曜石Ⅵ５８Ｋ石鏃３４
１．４３０．５（１．９）（２．４）頁岩Ⅵ５６Ｌ石鏃３５
１．３００．５１．６（２．０）頁岩Ⅵ５３Ｌ石鏃３６
０．８７０．４（１．３）２．１黒曜石Ⅵ５８Ｋ石鏃３７
１．２６０．５（１．７）２．３黒曜石Ⅵ５５Ｌ石鏃３８
１．３１０．４２．１（１．８）黒曜石Ⅵ５９Ｋ石鏃３９
０．４２０．３１．０１．７安山岩Ⅵ５７Ｌ石鏃４０
０．９６０．５（１．６）２．０黒曜石Ⅵ５９Ｊ石鏃４１
０．８１０．４（１．６）（１．６）黒曜石Ⅵ５８Ｊ石鏃４２
０．９１０．３１．９２．０黒曜石Ⅵ５１Ｎ石鏃４３
１．０２０．４（１．５）２．１黒曜石Ⅵ５８Ｌ石鏃４４
１．０２０．４（１．５）２．１黒曜石Ⅵ５６Ｋ石鏃４５
０．８６０．４（１．４）２．６黒曜石Ⅴｂ６０Ｉ石鏃４６
２．２８０．５（２．２）３．３チャートⅤａ６１Ｊ石鏃４７
１．１００．３１．６（２．１）黒曜石Ⅴｂ６０Ｊ石鏃４８
０．９１０．５（１．５）（２．０）黒曜石Ⅴｂ６１Ｉ石鏃４９
０．５９０．４１．５１．７黒曜石Ⅴａ６１Ｊ石鏃５０
０．４５０．４（１．２）（１．３）チャートⅤｂ６９Ｊ石鏃５１
２．４５０．８１．８２．１黒曜石Ⅵ５６Ｍスクレイパー５２
５．６２０．８２．３２．９黒曜石Ⅵ５７Ｋスクレイパー５３
２．５９０．７１．５２．６チャートⅥ５７Ｋつまみ形石器５４
１．３００．３１．４２．６チャートⅥ５７Ｋつまみ形石器５５
０．９５０．３１．６（２．３）チャートⅥ５７Ｋつまみ形石器５６
３．０５０．６２．８（１．８）チャートⅥ５６Ｍトロトロ石器５７
３００３．０７．０（１１．４）粘板岩Ⅵ４４Ｍ磨製石斧５８
７０１．２５．３（９．０）粘板岩Ⅵ５７Ｌ磨製石斧５９
９０１．９３．６１１．５粘板岩Ⅵ５２Ｍ磨製石斧６０
４２０．９５．３７．１安山岩Ⅵ５９Ｋ磨製石斧
１２０．５３．０５．６安山岩Ⅵ５９Ｋ磨製石斧
７１１．２５．４８．７安山岩Ⅵ５８Ｌ磨製石斧
６６０３．５８．９１７．２粘板岩Ⅵ４５Ｍ打製石斧６１
２７０２．９６．６１２．６粘板岩Ⅵ５９Ｋ打製石斧６２
３１５３．０６．６１３．５粘板岩Ⅵ４２Ｎ打製石斧６３
４３５２．９９．５１４．４粘板岩Ⅵ４７Ｎ打製石斧６４
２９０２．５９．２１０．１安山岩Ⅴｂ６０Ｊ打製石斧
７３０３．０１３．８１３．８粘板岩Ⅵ５９Ｊ礫器６５
２６０３．３６．８１１．９粘板岩Ⅵ５６Ｌ礫器６６
５８０４．４１１．４１２．７粘板岩Ⅵ５１Ｎ礫器６７
２５０１．５６．５１１．５粘板岩Ⅵ５５Ｌ礫器６８
８５０４．０１３．６１３．７粘板岩Ⅵ５９Ｊ礫器６９
３２０３．０１３．０８．１粘板岩Ⅵ４４Ｍ礫器７０
１，１２５５．２１０．２２０．２粘板岩Ⅵ５５Ｌ礫器７１
４２７２．４９．６１７．０粘板岩Ⅲａ４７Ｎ礫器７２
２６５２．５１４．３７．０粘板岩Ⅵ５６Ｋ礫器７３
４９４３．２１０．８１２．０粘板岩Ⅵ５５Ｌ礫器７４
３２６２．４１１．８９．２粘板岩Ⅵ５５Ｌ礫器７５
３００２．８１４．０６．２砂岩Ⅵ５５Ｌ礫器７６
４１０２．２９．８１５．３粘板岩Ⅵ４２Ｎ礫器７７
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４２０２．６７．８１４．４粘板岩Ⅵ５６Ｌ礫器７８
９９０３．８１０．２１８．４粘板岩Ⅵ５９Ｋ礫器７９
４８０５．２６．９１０．３砂岩Ⅵ５３Ｌ礫器
５２０４．５１２．５７．５砂岩Ⅵ５１Ｍ礫器
６２０４．９９．２１０．５安山岩Ⅵ５６Ｌ磨石８０
３００４．６（６．４）８．６内緑岩Ⅵ５５Ｌ磨石８１
８５０７．２９．４１０．１安山岩Ⅵ５５Ｍ磨石８２
３８５５．５７．４７．４安山岩Ⅵ５０Ｍ磨石８３
５４７６．６７．５８．６安山岩Ⅵ５６Ｍ磨石８４
４１５５．４７．７（９．２）安山岩Ⅵ５６Ｌ磨石８５
１５７２．８５．７６．８砂岩Ⅵ５９Ｋ磨石８６
２９０３．９６．４８．２砂岩Ⅵ５６Ｌ磨石８７
３１３５．５６．０６．７安山岩Ⅵ５５Ｌ磨石８８
５４５３．６９．２１０．４砂岩Ⅵ５５Ｌ磨石８９
１，１１０６．１９．６１３．４安山岩Ⅵ５６Ｋ磨石９０
５１２５．０７．６１０．８花崗岩Ⅵ５８Ｊ磨石
４３０３．８９．０９．７砂岩Ⅵ５６Ｋ磨石
３５２５．４９．８８．６花崗岩Ⅵ５７Ｋ磨石
１１０４．２４．０６．０花崗岩Ⅵ５８Ｋ磨石
４８０４．２８．２９．３砂岩Ⅵ５６Ｌ磨石
９５０４．３１１．５１２．７安山岩Ⅵ４５Ｍ磨石
４４０４．０９．２８．２花崗岩Ⅵ５２Ｍ磨石
４８０４．０７．７９．５花崗岩Ⅵ５５Ｍ磨石
３００３．７６．６９．５花崗岩Ⅵ４９Ｎ磨石
４３０４．５５．９１１．０花崗岩Ⅵ５１Ｎ磨石
２７０５．５６．３７．２安山岩Ⅵ４７Ｍ敲石９１
４９０５．３７．０１１．６砂岩Ⅵ５３Ｌ敲石
２６３４．６６．８６．０砂岩Ⅵ５８Ｌ凹石９２
２０３４．２７．０５．７砂岩Ⅵ４４Ｎ凹石９３
６，１００９．５１９．６２２．７花崗岩Ⅵ５５Ｌ石皿９４
３，７００６．４１６．５３０．０安山岩Ⅵ５５Ｌ石皿９５
２，５００４．０２２．４２２．０安山岩Ⅵ５１Ｍ石皿９６
１，５９５５．９１３．６（１４．２）砂岩Ⅵ５８Ｋ石皿９７
５，０００８．０１８．２３１．０安山岩Ⅵ５３Ｍ石皿９８
２，９００４．６２１．４３０．８安山岩Ⅵ５１Ｎ石皿９９
８，６００１０．４２９．０２３．０砂岩Ⅵ５５Ｍ石皿１００
４，７００８．３２３．４２３．０安山岩Ⅵ５６Ｌ石皿１０１
６８０３．９９．５１１．３砂岩Ⅵ５８Ｊ石皿
１，４５０７．２１１．８１５．５砂岩Ⅵ５６Ｋ石皿
１，３５０４．３１１．３１２．１花崗岩Ⅵ５７Ｋ石皿
７４０４．６８．４１３．８砂岩Ⅵ５８Ｋ石皿
１，７１５４．７１３．５１９．０花崗岩Ⅵ５８Ｋ石皿
７６５２．４１３．６２１．２砂岩Ⅵ５３Ｌ石皿
１，５３０５．０１４．１１３．３花崗岩Ⅵ５３Ｌ石皿
３５１．５４．５５．９砂岩Ⅵ５５Ｌ石皿

１，１１０４．４１０．６１８．１砂岩Ⅵ５６Ｌ石皿
１，７１０６．６９．６１９．０砂岩Ⅵ５６Ｌ石皿
６０１．３５．５９．６砂岩Ⅵ５６Ｌ，５６Ｋ石皿

４，２００７．８１６．９２３．０砂岩Ⅵ５７Ｌ石皿
２００．８４．０５．２砂岩Ⅵ４４Ｍ石皿
１１０４．７４．３４．６砂岩Ⅵ４６Ｍ石皿
１２０２．３４．４８．０安山岩Ⅵ４７Ｍ石皿
７５５．１２．２３．４砂岩Ⅵ４８Ｍ石皿
１６０３．４５．５７．８砂岩Ⅵ４８Ｍ石皿
５５２．８４．４４．３砂岩Ⅵ４８Ｍ石皿
２４５４．４５．５７．５砂岩Ⅵ４８Ｍ石皿
３９０３．１８．２１１．３安山岩Ⅵ４８Ｍ石皿
６４０４．６１１．３７．３花崗岩Ⅵ５２Ｍ石皿
３６５２．３７．７１４．８砂岩Ⅵ５６Ｍ石皿
２４０１．７８．８９．２砂岩Ⅵ５６Ｍ石皿
２，４００４．５１７．６１１．３花崗岩Ⅵ５６Ｍ石皿
３１５２．２１０．１１０．７安山岩Ⅵ４７Ｎ石皿
２５０．９３．４５．１砂岩Ⅵ４８Ｎ石皿
８０４．１３．８５．３砂岩Ⅵ４８Ｎ石皿
８３５３．４１２．８１５．９花崗岩Ⅵ５０Ｎ石皿
３４０２．７８．２１０．１砂岩Ⅵ５１Ｎ石皿
８，８００１３．６２２．５２６．０花崗岩Ⅵ５２Ｎ石皿
１３０２．７６．１５．６砂岩Ⅴｂ６０Ｉ石皿
３３０４．３６．０１２．３砂岩Ⅵ４７Ｍ砥石
２３０５．５６．５７．１砂岩Ⅵ４７Ｎ砥石
１．３４０．４２．０２．５安山岩Ⅳ４３Ｍ石鏃１０２
２．４４０．５（２．０）３．０安山岩Ⅲａ５５Ｍ石鏃１０３
１．２３０．４（１．９）２．３安山岩Ⅲａ４３Ｍ石鏃１０４
１．４００．７２．１２．３安山岩Ⅲａ４３Ｍ石鏃１０５
０．６５０．２１．８１．７安山岩Ⅲａ５４Ｌ石鏃１０６
１．１６０．４１．７２．３安山岩Ⅲａ５８Ｊ石鏃１０７
０．１７０．２１．０１．３黒曜石Ⅱｂ６４Ｈ石鏃１０８
０．３４０．３１．５１．２黒曜石Ⅲａ５７Ｋ石鏃１０９
０．７８０．５１．４（１．４）黒曜石Ⅱ６４Ｇ石鏃１１０
０．５４０．２（１．４）１．６黒曜石Ⅱｂ６４Ｈ石鏃１１１
０．２７０．３１．２１．１黒曜石Ⅱｂ６５Ｇ石鏃１１２
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０．８７０．５１．３（１．１）黒曜石表採石鏃１１３
０．４８０．２１．６（１．２）黒曜石Ⅱｂ６５Ｈ石鏃１１４
１．０６０．３（１．６）（２．８）頁岩Ⅲａ５０Ｎ石鏃１１５
０．２３０．１（１．２）（１．５）頁岩Ⅲａ４３Ｍ石鏃１１６
１．７６０．３２．１３．５頁岩Ⅲａ５８Ｊ石鏃１１７
５．２００．７３．５４．１チャートⅢａ５９Ｋ錐１１８
８．３７０．７４．４３．４チャートⅢａ５２Ｍ石匙１１９
６．０３０．６５．７３．４チャートⅢａ５２Ｍ石匙１２０
３２．９６１．０６．９５．２安山岩Ⅱｂ６６Ｇスクレイパー１２１
２１．３２０．３６．０２．９安山岩Ⅲａ５７Ｋスクレイパー１２２
４００．５９．９５．６粘板岩Ⅱｂ６５Ｆスクレイパー１２３
５００．９８．９６．３粘板岩Ⅱｂ６５Ｇスクレイパー１２４
１１０１．２１１．４６．０粘板岩Ⅱｂ６５Ｇスクレイパー１２５
１９５１．９６．０１２．１粘板岩Ⅴ６２Ｈ磨製石斧１２６
２１０２．５５．１（１２．７）粘板岩表採磨製石斧１２７
４００２．８６．５１８．７粘板岩Ⅲａ５２Ｎ磨製石斧１２８
１４０１．７５．２（１０．９）粘板岩Ⅲ４７Ｍ磨製石斧１２９
９０３．４（４．４）（８．２）粘板岩Ⅲ５７Ｌ磨製石斧１３０
６２２．０（５．３）（５．１）粘板岩Ⅲ４８Ｍ磨製石斧１３１
９０１．９４．７１０．５粘板岩Ⅲ５４Ｌ磨製石斧１３２
２４３２．５６．９（８．６）粘板岩Ⅱｂ６４Ｈ磨製石斧１３３
１７７３．０６．８（９．１）粘板岩Ⅲａ５７Ｌ磨製石斧１３４
５８２．０６．９３．７安山岩表採磨製石斧
２４０．９４．４４．３安山岩Ⅱｂ６４Ｈ磨製石斧
１００．５２．２５．０安山岩Ⅱｂ６４Ｈ磨製石斧
５．２００．５２．８３．９安山岩Ⅱｂ６４Ｈ磨製石斧
３．２７０．４２．４４．０安山岩Ⅱｂ６４Ｈ磨製石斧
５２１．８４．７５．８安山岩Ⅲａ５９Ｋ磨製石斧
１６７１．７５．７１８．３粘板岩Ⅱｂ６４Ｈ打製石斧１３５
２２０２．０５．６１７．７粘板岩Ⅲａ５８Ｋ打製石斧１３６
６０１．２５．４（６．５）粘板岩表採打製石斧１３７
６０１．４５．１（６．８）粘板岩Ⅲａ５４Ｍ打製石斧１３８
９０１．１５．９１０．５粘板岩表採打製石斧１３９
７０１．４７．２１３．１粘板岩Ⅲａ５８Ｋ打製石斧１４０
１８３１．５８．２１６．２粘板岩Ⅱｂ６５Ｈ打製石斧１４１
１８０１．５６．５１３．８粘板岩Ⅲａ５９Ｋ打製石斧１４２
１１７１．４６．６１４．１粘板岩Ⅱｂ６５Ｈ打製石斧１４３
２５３２．１８．０１４．２粘板岩Ⅲａ５８Ｋ打製石斧１４４
１６５２．０６．６（１２．６）粘板岩Ⅱｂ６４Ｈ打製石斧１４５
３００．９（５．１）（５．７）頁岩溝打製石斧１４６
１２６１．４８．５（１０．８）粘板岩Ⅱｂ６４Ｈ打製石斧１４７
１１５１．８６．６（９．１）粘板岩Ⅱｂ６６Ｇ打製石斧１４８
９５１．５８．２８．２粘板岩表採打製石斧１４９
７３１．２７．５（８．１）粘板岩Ⅱｂ６５Ｇ打製石斧１５０
１６０１．１８．０（１３．２）粘板岩Ⅲａ５０Ｍ打製石斧１５１
２２０２．２８．５１９．０粘板岩Ⅱｂ６６Ｇ打製石斧１５２
６０１．６（５．９）（５．４）粘板岩Ⅱｂ６４Ｇ打製石斧１５３
８５１．８５．２（８．７）粘板岩Ⅱｃ６４Ｇ打製石斧１５４
１７５１．８６．２１４．９粘板岩Ⅱｂ６４Ｇ打製石斧１５５
１４０１．２６．９１２．９粘板岩Ⅲａ５８Ｋ打製石斧１５６
１６０１．８６．２１４．２粘板岩Ⅲａ５６Ｌ打製石斧１５７
２３０２．３（１０．５）（１２．８）粘板岩Ⅲａ５８Ｋ打製石斧１５８
１５０１．８６．５（１１．３）粘板岩表採打製石斧１５９
１３５１．３７．３（１０．８）粘板岩Ⅱｂ６５Ｈ打製石斧１６０
９０１．６７．２（７．０）粘板岩Ⅱｂ６５Ｈ打製石斧１６１
１６０２．１（７．７）（１０．９）粘板岩Ⅱｂ６４Ｈ打製石斧１６２
１２０１．６７．３（８．５）粘板岩Ⅱｂ６５Ｈ打製石斧１６３
５０１．２（６．７）（５．０）粘板岩Ⅱｂ６５Ｈ打製石斧１６４
１１０２．２８．９６．０粘板岩Ⅱｂ６４Ｇ打製石斧１６５
４５１．１（８．０）（５．０）粘板岩Ⅱｂ６５Ｈ打製石斧１６６
５０１．２（６．４）５．５粘板岩Ⅱｂ６４Ｈ打製石斧１６７
７０１．１７．９（７．３）粘板岩Ⅱｂ６５Ｇ打製石斧１６８
２２０１．９７．３１６．３粘板岩Ⅱｂ６５Ｇ打製石斧１６９
１９０１．４９．９（１４．８）粘板岩表採打製石斧１７０
２７０２．４８．０１５．３粘板岩Ⅲａ５８Ｋ打製石斧１７１
１５０１．７７．４（１１．７）粘板岩Ⅱｂ６４Ｈ打製石斧１７２
８８０５．３８．９（１５．１）粘板岩Ⅲａ５８Ｋ打製石斧１７３
１０５１．４７．８１１．６粘板岩Ⅲａ５８Ｋ打製石斧１７４
６０１．２６．８（８．０）粘板岩Ⅲａ４４Ｍ打製石斧１７５
２００２．１７．２（１０．４）粘板岩Ⅲａ５８Ｋ打製石斧１７６
２００．９３．５５．９粘板岩表採打製石斧
２０１．０３．５６．０粘板岩表採打製石斧
１００．８４．１３．９粘板岩表採打製石斧
５０１．２０．６４．８粘板岩Ⅱｂ６６Ｇ打製石斧
３５０．８５．９５．９粘板岩Ⅱｂ６４Ｈ打製石斧
４００．９６．２７．０粘板岩Ⅱｂ６４Ｈ打製石斧
４０１．２６．６３．３粘板岩Ⅱｂ６４Ｈ打製石斧
１００．８２．８４．９粘板岩Ⅱｂ６４Ｈ打製石斧
２００．８３．５６．０粘板岩Ⅱｂ６４Ｈ打製石斧
１０．４２．８３．１粘板岩Ⅱｂ６４Ｈ打製石斧
１４３１．７６．９９．５粘板岩Ⅱｂ６４Ｈ打製石斧
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重　さ厚　さ幅長　さ石　材層出土地点種　類番
１００．５２．６４．１粘板岩Ⅱｂ６５Ｈ打製石斧
１２２１．４７．１９．５粘板岩Ⅲａ５８Ｋ打製石斧
１８１．２４．４３．２粘板岩Ⅲａ５３Ｎ打製石斧
３８０．９４．６６．１粘板岩Ⅱｂ６５Ｈ打製石斧
８５１．２９．２６．１粘板岩Ⅲａ５４Ｍ礫器１７７
６３０５．３１５．７６．５砂岩表採礫器１７８
３１５２．６１２．６１０．８粘板岩表採礫器１７９
１００２．８４．２８．０砂岩４号住居跡礫器
３４６４．１６．１１０．９砂岩４号住居跡礫器
１，３２８７．０７．２２２．０砂岩４号住居跡礫器
６１５６．８９．０１２．１砂岩４号住居跡礫器
９８２５．０７．４１６．４砂岩４号住居跡礫器
１，２００７．０８．２１８．９砂岩４号住居跡礫器
５３８５．９７．０１１．５砂岩４号住居跡礫器
４９２３．７８．１１３．２砂岩４号住居跡礫器
２９０６．１７．０７．７砂岩４号住居跡礫器
４００２．０１０．２１４．１安山岩Ⅲａ４３Ｍ礫器
６１０６．３７．５１０．８砂岩Ⅲａ４５Ｍ礫器
７１８４．９７．５１３．０砂岩Ⅲａ４５Ｍ礫器
５０１．１６．０（８．０）粘板岩表採砥石１８０
２３５２．２４．８１７．７粘板岩Ⅲ４８Ｍ砥石１８１
８０２．０５．７５．９砂岩表採石錘１８２
１４５３．７５．３６．１砂岩Ⅲａ５３Ｎ磨石１８３
１７５３．４６．６６．６安山岩Ⅲａ５８Ｋ磨石１８４
１９０４．１５．８６．６安山岩Ⅲａ５３Ｎ磨石１８５
７３５４．５９．１１１．０安山岩表採磨石
６３２５．０８．０１０．０砂岩３号住居跡磨石
２４０４．８５．５７．２砂岩表採磨石
６６０４．４８．４１０．９安山岩Ⅲａ５６Ｍ磨石
６０２．１３．６５．２安山岩Ⅱｂ６５Ｇ敲石
８０２．５２．８７．８砂岩Ⅱｂ６６Ｇ敲石
３８０２．４４．５２５．１粘板岩Ⅱｂ２５Ｇ石剣１８６
４，１００５．７２１．１２３．４花崗岩Ⅲａ５５Ｍ石皿１８７
４，５００８．４（１８．３）（２１．５）安山岩Ⅲａ５８Ｋ石皿１８８
８６０３．４（１０．０）１８．０砂岩Ⅲａ５８Ｋ石皿１８９
６，２００９．０（２０．６）（３１．４）安山岩Ⅲａ５９Ｋ石皿１９０
２，２００５．４１７．０（２０．０）砂岩Ⅲａ５８Ｊ石皿１９１
５，０００４．２３８．２（３３．８）砂岩Ⅲａ５８Ｊ，５８Ｋ，５９Ｋ石皿１９２
３６０３．６５．７１５．３砂岩表採石皿
８３５４．６８．６１３．９砂岩溝Ⅱ石皿
５０３．９３．２８．１砂岩溝Ⅱ石皿
８５１．４７．０９．７砂岩溝Ⅱ石皿
５０１．４４．５１０．７砂岩溝Ⅱ石皿
２００．８５．５４．４砂岩溝Ⅱ石皿
１０１．０３．３３．４砂岩Ⅲａ４３Ｍ石皿
７９０５．０１０．５１３．８溶結凝灰岩５号住居跡石皿
９６０７．０６．１１４．５砂岩表採石皿
５９５２．９１１．５１３．５砂岩Ⅱｂ６５Ｇ石皿
８７０７．１１２．０７．８砂岩Ⅱｂ６４Ｈ石皿
７３０４．４９．３１６．３砂岩Ⅱｂ６４Ｈ石皿
１，５１０６．７８．７１３．８砂岩Ⅱｂ６４Ｈ石皿
４８５１０．３４．６４．９砂岩Ⅱｂ６５Ｈ石皿
３７０８．１３．８１０．８砂岩Ⅱｂ６５Ｈ石皿
１，０１０９．４６．４１１．８砂岩Ⅱｂ６５Ｈ石皿
１９０４．３４．７６．４砂岩Ⅱｂ６５Ｈ石皿
３６０６．４３．７４．６砂岩Ⅲａ５８Ｊ石皿
４６５６．０６．７７．４砂岩Ⅲａ５８Ｊ石皿
５，０００１２．４１１．８１９．４安山岩Ⅲａ５８Ｊ石皿
５９５７．１５．２６．４砂岩Ⅲａ５８Ｋ石皿
１，２９５８．８８．４１０．８砂岩Ⅲａ５８Ｋ石皿
３，９００１３．９１２．１１９．０安山岩Ⅲａ５９Ｋ石皿
５２５７．９６．７９．８砂岩溝Ⅰ５５Ｌ石皿
１，６００９．１９．０１２．６砂岩Ⅲａ４５Ｍ石皿
１６０２．１２．７６．７砂岩Ⅲａ４５Ｍ石皿
３，５００５．０１９．０２４．０砂岩Ⅲａ５５Ｍ石皿
８０４．４３．８６．７砂岩Ⅲａ４６Ｎ石皿
１１０４．２３．０３．３砂岩Ⅲａ５１Ｎ石皿
４２０５．２６．９９．８砂岩Ⅲａ５３Ｎ石皿
１，１２０６．９７．５１５．６砂岩３号住居跡砥石１９３
１，１５０５．９６．５１８．３砂岩４号住居跡砥石１９４
２４５２．４７．３８．８粘板岩４号住居跡砥石１９５
６２１．５４．６８．２砂岩溝Ⅱ砥石
５１０３．２９．０１３．６砂岩４号住居跡砥石
３４０１．５７．５２０．５粘板岩Ⅲ４５Ｍ砥石
５６０５．２８．６７．５砂岩Ⅲ４５Ｍ砥石
５０．５２．２２．９砂岩Ⅲａ４５Ｍ砥石
７６４５．８６．６１５．５砂岩Ⅲ４７Ｍ砥石
６０．５２．５３．３砂岩Ⅲａ４７Ｍ砥石
７２１．２５．１７．４砂岩Ⅲ４５Ｎ砥石
２１０．６３．９６．６粘板岩Ⅱｂ６５Ｎ砥石
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　弥生時代の遺構は検出されていないが，多くの土器が出土している。土器は早期，前期，中期の

３時期に分けられ，早期，前期のものが多く，中期のものは少ない。　

����������

　遺構はないが，多くの土器が出土している。早期と前期の区分が困難なために，ここでは一括し

て取扱う。なお，石器のなかには磨製石鏃・石剣・砥石・磨石など，この時期のものと思われるも

のもあるが，縄文時代晩期のところで扱っている。

　土器には甕形土器・壺形土器・鉢形土器・高坏形土器がある。

　１　甕形土器（第５６図～第５９図，１３９～２０８）

　口縁部と胴部に突帯文のある甕形土器で，胴部で屈曲して内傾するものと，胴部から外へ開きな

がらまっすぐ伸びるものとがある。口縁部の突帯は端部にあるものと，やや下にあるものとがある。

また，口縁部近くに焼成前の穿孔がある，いわゆる孔列文土器とがある

　１３９～１５３は口縁部が内傾するものである。１３９・１４０は口縁部の直径が２３．５～２４．５�と小さなもの

で，１４０の外面調整はヘラミガキ，あるいはミガキに近いていねいなヘラナデである。１３９の突帯は

いずれも小さく，口縁部のものは口唇部に小さく貼付けられる。１４１は強く内傾しているもので，

口縁直径は３２．５�ある。口縁部の刻みは太いのに対して，胴部の刻みは小さい。１４２は内傾度が弱

いが，口縁部の直径は３８�ある。胴部の突帯はやや蛇行しており，刻み目は両方とも深い。１４３も

内傾するものだが，肩部に刻目突帯が貼付けられている。１４４の突帯は鋭い三角形を呈しているが，

ヘラ刻みの間隔は広く離れ，小さく浅い。１４５は口縁部の少し下に三角突帯が貼付けられ，突帯の

上でなく，その下に突き刺し文がみられる。１４６・１４９・１５０・１５２は口縁部近くで細くなっており，

１５０は波状口縁となっている。１５２は口縁部と胴部の突帯間が短かい。１４７の刻みも深い。１５１は薄い

作りである。

　１５４～１７４は口縁部の直径がもっとも広い器形をし，胴部にも刻み目突帯がみられる。１５４・１５５は

１８．５�～２４�とやや小型で，口縁端に貼付けられた三角突帯に刻みが付されている。１５４は一か所

に突起がみられる。１５６は口縁直径が３７㎝ で，口縁の少し下に三角突帯が貼付けられ，胴部の三角

突帯はやや蛇行している。内面・外面とも横方向のヘラナデのあと，縦方向のていねいなヘラナデ

がされ，暗文風にみえる。１５７の口縁直径は４０�である。内外ともていねいなヘラナデで，ミガキ

に近い。１５８は口縁部と胴部に刻み目のある三角突帯が貼付けられ，その間には１個の補修孔がみ

られる。この個体の破片は１００ｍ近い広い範囲に散らばっている。１６５の三角突帯は刻み目がない。

１６６の突帯は口縁端よりやや下がって浅いヘラ刻みが施される。１６７～１６９は補修孔のある破片であ

る。１６７・１６８は内外両側から穿っている。１６９は内側から孔をあけようとして未貫通となり，その

あとその少し上へ外から内へ向かって穿孔している。１７０の突帯は鋭い。１７４は口縁直径が４１�ある

大きなもので，まっすぐ口縁へ向かって開くものである。突帯は口縁端にあり，あとひとつは７�

も離れていない所にある。三角突帯で，そこにヘラ切り様の刻みがみられる。口縁部の突帯は上か

らみると溝状になる部分もある。

　１７６～１８０は焼成前に小さい孔が外から内へ穿たれている孔列文土器である。１７６・１７９は同一個体

と思われ，やや外反するもので堅く焼けて外面はヘラミガキである。接近して小さい孔が穿たれて
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いる。１７７の外面はやや粗い横方向のヘラナデ整形で，口縁部の少し下に突帯が貼付けられる。１７８

は内外とも横方向のヘラミガキで仕上げ，山形の突起が口縁上に貼付けられるが，突起のまわりに

はヘラ切りが付されている。ヘラ刻みのある突帯が付される。

　１８１～２０８は底部である。この中には壺形土器や鉢形土器の底部も含まれているが，ここでは区分

がはっきりしないため一括して扱う。

　１８１～１８８は底部が外へ広がっているものである。１８１は立上がりで強くくびれ，円盤貼付状と

なっている。１８４は底の端が鋭角に屈曲しており，内外とも調整がていねいである。１８５・１８６の内

側にはコゲが堆積している。１８７は中央部がややあげ底となり，外側から内へかぶったようになる。

　１８９～１９８は鈍角に屈曲するものである。１８９は直に近く立上がっているが，１９０は外へ強く広がっ

ている。１９１の底には白粉がみられる。１９０・１９３などの調整はヘラミガキである。１９５の内面は直に

近く屈曲している。１９６の外側もヘラミガキを施しているが，ススが付着し，内側にはコゲもある。

１９８の底には繊維状の圧痕があり分厚い。

　１９９～２０５は丸みをもって屈曲するものである。１９９は直径が１４�あり，底に胴部を積上げている。

２００は直径が８．５�の安定した底である。２０１・２０２はていねいなヘラナデで，２０２の内面は剥脱が目

立つ。２０１・２０４は底に圧痕があり，２０４はでこぼこしている。２０５は直径が１３�の安定した平底で，

外へ広がっている。２０６は不安定な円盤貼付状の底で，植物質圧痕がある。２０７の内面はまわりがへ

こんでおり，底には圧痕がみられる。２０８は直径が小さく分厚い底で，前期後半のものである。

　２　壺形土器（第６０・６１図２０９～２３０・２４２）

　口縁部は頸部から内傾し，端部近くで外反する。２０９～２１１・２１４・２１５は端部がやや上外へ屈曲し，

２１２・２１６は外反度が少ない。直径は２０９・２１０・２１３のように１３�～１４�ほどの小さいものと，１７�
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ほどのもの，２１４のように２１�もあるものとがある。調整はミガキあるいはていねいなヘラナデで

ある。２１３は頸部から内へ向かい，やや反りながら口縁部へ向かう器形を呈し，口縁直径は１７�あ

る。頸部には断面形が方形となる突帯が貼付けられ，その上にヘラによる細い二重の鋸歯状沈線が

横方向に施される。２１５は頸部から上へ立ち上がって端近くで外反している。２１６は頸部で，胴部の

内側に口縁部を貼付けており，接合部は分厚くなる。口縁部外面は剥脱しているが，さらに粘土を

貼付けた痕跡もある。内面の剥脱が多くみられる。２１７も頸部で接着しており，内面の剥脱が目立

つ。

　２１９は丸みをもった胴部で上半部へ向かい内傾し，傾部付近はゆるやかに立ち上がっている。内

外面とも表面の剥脱・摩滅が目立つ。底は安定した平底で，２２０はやや立ち上がって胴部へ移り，
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他は丸みをもっている。２２１は厚さ４�と分厚い底で，継ぎ足している。

　２２４～２２６は同一個体の可能性がある。内傾する肩部で，胴部との境付近に一条の凹線がある。内

面には幅広の貝殻条痕が縦あるいは横方向に施され，そのあとヘラでていねいにナデている。外は

ていねいなヘラナデで仕上げており，２２５には部分的に丹が付着し，横方向の鋸歯状暗文もみられる。

　２２７～２２９は外面をヘラミガミで仕上げ，その上に丹塗りがされている。２２７は内面の上まで，２２８
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は底まで丹塗りがされている。２２８は細かい土を用いて，薄く作られ，ていねいに調整されている。

　２３０はソロバン玉状の胴部で，肩部に短い沈線で線刻画が描かれている。全体像は不明で，顔が

ないが，足を広げ，手を下へ向けた人物画のように見える。胴部にはハの字状文がみられる。

　２４２は薄手の肩部で，頸部に１条，胴部に３条の沈線が巡っている。

　３　鉢形土器（第６１図２３１～２３５）

　口縁部が外へまっすぐ開き，丸みをもった平底の大型鉢形土器である。２３１は口縁部の直径が３５

�あり，口縁部近くに刻み目の付いた断面三角形の貼付突帯がみられる。刻み目は幅が広く，外面

は縦方向ヘラミガキとヘラナデ，内面は横方向のヘラナデで仕上げている。外面にはススが厚く付

着している。２３２～２３５も同じような器形をしており，口縁部付近は厚い。

　４　高坏形土器（第６１図２３６～２４１）

　坏部と脚部の境部分がある。境部分に三角突帯を貼付けたものと，突帯のないものとがある。坏

部は底部が平らで，２３６は立上り部分で坏部と底部を接着している。裾はゆるやかに広がっている。
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　量は多くないが，甕形土器・大型甕形土器・壺形土器が出土している。

　１　甕形土器（第６２図２４３～２４５）

　口縁部は内面がやや下がるが，ゆるやかに曲がるものと，直に曲がるもの，やや内に突出するも

のとがある。２４３は口唇部がやや窪んでいる。２４４は外へ突出している部分で貼付痕がよくわかる。

　２　大型甕形土器（第６２図２４６～２４８）

　口縁部の内面が下がるもので，丸いくぼみをもっており，２４６は相当に下がっている。口唇部は

窪んでおり，２４７の内面はやや突出している。肩部近くには外へ張り出す突帯が貼付けられている

が，この部分では内面にも粘土が補強されている。内・外面とも横方向のヘラナデで仕上げられる。

　３　壺形土器（第６２図２４９～２５１）

　口縁部は逆Ｌ字形のものと二叉になるものがある。２４９は直径１６．５�あり，やや内側に下がって

おり，口唇部は欠けているが，やや窪んでいるものと思われる。内にやや突出しており，器壁が分厚

い。２５０は口縁下部に上向きの突帯を貼り付けて二叉としている。ともに端部は左下がりのヘラキザ

ミがある。剥脱が目立つ。２５１は三条以上の三角突帯が貼付けられる肩部で，内側は剥離が目立つ。
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胎　　土焼成度色　　調内面の調整外面の調整層出土地図番

白色石・黄白色石・石英・長石・茶色
石の多い砂質土普通黄みがかった淡茶褐色粗いヘラ横ナデヘラナデⅡｂ６５Ｈ１３９

白色石・石英・黒曜石などの細かい石良黄茶褐色（内外とも黒っぽ
い，外にはスス）ヘラ横ナデミガキに近いていねい

なヘラナデⅡｂ６５Ｇ１４０

黄白色石・白色石・石英などの小石が
多い　良外：暗茶褐色（スス付着）

内：黄っぽい淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ミガキⅡｂ６５Ｇ１４１

石英・白色石・茶色石・黄白色石など
の多い砂質土（６～８�大の石を含む）普通黄みがかった灰褐色ヘラ横ナデミガキ風ヘラ横ナデⅢａ５８Ｋ１４２

白色石・茶色石・黄白色石などの細か
い石（６�大の石を含む）良外：黒褐色

内：白っぽい灰褐色ヘラ斜ナデヘラ横ナデⅢａ５８Ｋ１４３

石英・黄白色石・白色石などの細かい
石（５�大の石を含む）普通黒褐色ていねいなヘラ横ナデていねいなヘラ縦ナデⅢａ５８Ｋ１４４

黄白色石・白色石・石英・茶色石など
の細かい石普通黒褐色ていねいなヘラ横ナデていねいなヘラ縦ナデⅢａ５９Ｋ１４５

石英・白色石・黄白色石・茶色石など
の細かい石普通外：灰褐色

内：白っぽい黄褐色ヘラ横ナデていねいなヘラナデⅢａ５６Ｌ１４６

白色石・石英・茶色石などの細かい石（７
�大の石を含む）良外：黒褐色

内：灰褐色ヘラミガキヘラミガキⅡｂ６５Ｇ
６４Ｈ１４７

白色石・黄白色石・石英などの細かい
砂質土良灰褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデのあとヘラ

斜ミガキⅡｂ６４Ｈ１４８

石英・黄白色石・白色石・茶色石など
の細かい石良外：黒褐色（スス多）

内：黄みがかった明茶褐色ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデⅢａ
　５６Ｌ１４９

石英・白色石・黄白色石・茶色石など
の細かい石普通外：灰褐色

内：白っぽい黄褐色ヘラ横ナデていねいなヘラナデⅢａ５６Ｋ１５０

石英・茶色石・白色石などの細かい石良黒褐色ミガキに近い
ていねいなヘラナデヘラ横ナデⅢａ５６Ｌ１５１

白色石・石英などの細かい石普通外：淡黒褐色（スス付着）
内：白っぽい黄褐色ヘラ横ナデていねいなヘラナデⅢａ５６Ｌ１５２

黄白色石・茶色石・石英などの細かい
石（５�大の石を含む）普通外：黒灰色

内：白っぽい明茶褐色
ヘラ横ナデのあと
ヘラ縦ナデ

ヘラ横ナデのあとヘラ
縦ナデ表採１５３

石英・黄白色石・白色石などの細かい石良外：黒褐色
内：暗茶褐色ていねいなヘラ横ナデヘラミガキⅡｂ６５Ｇ１５４

石英・白色石などの細かい石普通外：黒褐色
内：暗茶褐色ヘラナデヘラミガキⅡｂ６４Ｈ

６５Ｈ１５５

黄白色石・石英・茶色石・金雲母など
の細かい石良外：黒褐色

内：黄みがかった淡茶褐色
ヘラ横ナデのあと
ヘラ縦ミガキ（暗文風）

ていねいなヘラナデ
ヘラ横ナデのあと暗文
風のヘラ縦ミガキ

Ⅲ６３Ｈ１５６

石英・黄白色石・白色石・茶色石など
の細かい砂質土良外：黒褐色（スス多）

内：黄みがかった茶褐色
ヘラミガキ
ていねいなヘラ横ナデミガキに近いヘラ縦ナデⅡａ・ｂ６５Ｇ１５７

白色石・黄白色石・石英・茶色石
（８�大の石を含む）普通外：黄茶褐色

内：灰褐色ていねいなヘラ縦ナデヘラナデ
Ⅱａ
Ⅱｂ
Ⅲａ

６５Ｈ
５５Ｌ
６５Ｇ
５８Ｋ

１５８

白色石・長石・石英・茶色石などの細
かい石の多い砂質土良黄っぽい明茶褐色

（外にスス付着）ていねいなヘラ縦ナデていねいなヘラ横ナデⅡｂ６５Ｇ１５９

石英・茶色石・白色石・黄白色石など
の細かい石良外：暗茶褐色

内：明茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ表採１６０

白色石・石英・茶色石などの細かい石普通外：黒褐色
内：茶褐色ていねいなヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデⅢａ５８Ｊ１６１

白色石・石英・茶色石などの細かい石良外：黒褐色
内：黄褐色（部分的に暗い）ていねいなヘラ縦ナデヘラ横ナデⅢａ５４Ｌ１６２

石英・白色石・茶色石・長石などの細
かい石良黒褐色ていねいなヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデⅡａ６４Ｇ１６３

白色石・石英などの細かい石良淡黒褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢａ５８Ｋ１６４
石英・白色石・長石などの細かい石普通黄色っぽい明茶褐色ていねいなヘラナデていねいなヘラナデⅢａ５８Ｋ１６５
石英・白色石・茶色石などの細かい石良暗灰茶褐色ヘラ横ナデヘラナデⅢａ５８Ｌ１６６

白色石・石英・茶色石などの細かい石普通外：黒褐色
内：明茶褐色ヘラ横ナデミガキに近いヘラ横ナデⅢａ５７Ｋ１６７

黄白色石・石英・白色石などの細かい石普通外：暗淡茶褐色
内：灰褐色ミガキに近いヘラ横ナデヘラ横ナデⅢａ５８Ｋ１６８

白色石・石英などの細かい石が多い　
（５�大までの茶色石を含む）良茶がかった黄褐色ヘラナデヘラナデⅡ１６９

黄白色石・白色石・石英などの細石普通黄茶褐色ていねいなヘラ横ナデていねいなヘラナデⅡｂ６５Ｈ１７０

石英・黄白色石・白色石などの細石悪白っぽい黄褐色
（外：ススにより黒色化）ヘラナデヘラナデⅡｃ６５Ｇ１７１

石英・黄白色石・白色石などの細石普通明黄褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデⅡａ６３Ｈ１７２

石英・黄白色石・白色石などの細石良外：黒褐色
内：灰がかった明茶褐色ていねいな横ナデヘラ横ミガキⅢａ５５Ｌ１７３

白色石・石英・黄白色石などの細かい
石が多い普通

外：淡茶褐色（上はスス多く
黒っぽい，下は赤みがかる）
内：黄みがかった明茶褐色

ヘラ横ナデヘラ横ナデⅡｂ６５Ｈ１７４

石英・白色石・茶色石などの細かい石普通黄みがかった明茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラナデⅡ１７５
石英・白色石などの細かい石普通淡い黄褐色ていねいなヘラナデ粗いヘラ横ナデⅡ１７６
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胎　　土焼成度色　　調内面の調整外面の調整層出土地図番

石英・白色石などの細かい石普通淡い黄褐色ていねいなヘラナデ粗いヘラ横ナデⅡ１７７

石英・白色石・茶色石などの細かい石良外：灰黒褐色
内：明茶褐色ヘラミガキヘラミガキⅢａ５５Ｌ１７８

白色石・石英・黄白色石などの細かい
石良外：黒褐色　

内：茶褐色ヘラナデヘラ横ミガキⅡ１７９

白色石・茶色石・黄白色石などの細か
い石良外：黒褐色

内：茶褐色ヘラナデヘラ横ミガキⅡｂ６５Ｇ１８０

石英・白色石・黄白色石などの細かい
石普通茶褐色ヘラナデミガキに近い

ていねいなヘラナデⅡｂ６６Ｇ１８１

白色石・石英などの細かい石普通外：明茶褐色
内：黒褐色ていねいなヘラナデヘラナデ表採１８２

黄白色石・石英・白色石・茶色石など
の細かい石（６�大の石含む）普通外：明茶褐色

内：黒褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅢａ５６Ｋ１８３

白色石・石英などの細かい石良乳茶褐色ていねいなヘラナデ　
ミガキヘラミガキ　ナデ４Ｔ１８４

白色石・石英の多い粗い土
（６�大の石を含む）良外：淡褐色

内：黒褐色（こげ厚く付着）ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅡａ
Ⅱｂ

６４Ｇ
６４Ｈ
６５Ｈ

１８５

白色石・石英などの石が多い
（５�大の石を含む）良

黄みがかった淡茶褐色（外
にスス，内に黒っぽいこげ
付着）

ヘラナデヘラ縦ナデⅢａ５６Ｋ
５７Ｋ１８６

石英・黄白色石などの細かい石良淡茶褐色ミガキに近い
ていねいなヘラナデ

ミガキに近い
ヘラ縦ナデⅢａ４５Ｍ１８７

白色石・茶色石・黄白色石・石英など
の細かい石（８�大までの石が多い）良外：淡茶褐色

内：黒褐色
部分的に縦ミガキ
ていねいなヘラナデヘラ横ナデⅢ上６３Ｈ１８８

石英・白色石の細かい石普通灰褐色
（内：やや黒色化）ヘラ縦ナデていねいなヘラ縦ナデⅡａ

Ⅱｂ
６４Ｇ
６４Ｈ１８９

白色石・石英などの細かい石良外：茶褐色
内：黒灰褐色　ていねいなヘラナデヘラ縦ミガキⅢａ５８Ｋ１９０

石英・黒曜石・茶色石・黄白色石・白
色石などの細かい石良外：茶褐色

内：明茶褐色・淡黒褐色ヘラナデミガキに近い
ていねいなヘラナデⅢａ５９Ｋ１９１

白色石・雲母・石英などの細かい石
（５�大の石を含む）良淡い黄みがかった

明茶褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢａ５６Ｋ１９２

白色石・石英などの細かい石良黄褐色　部分的に黒灰褐色ヘラミガキヘラミガキⅢａ５７Ｋ１９３
長石・白色石・黄白色石・石英などの
細かい石良白っぽい黄褐色　（内：やや

黒っぽい）ヘラナデヘラ縦ナデⅢａ５８Ｊ１９４

石英・白色石・茶色石などの細かい石普通乳茶褐色ヘラナデヘラナデⅢａ５８Ｋ１９５
白色石・石英・黄白色石の細かい石普通茶褐色（黒班）ヘラ縦ナデヘラミガキⅡ１９６
白色石・石英・黄白色石などの細かい
石普通淡茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅡｂ６４Ｇ１９７

白色石・黄白色石・石英などの細かい
石良外：灰がかった黄褐色

内：灰褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅢａ５８Ｌ１９８

黄白色石・青灰色石・白色石などの細
かい石（８�大の石を含む）普通黄褐色ヘラ縦ナデ不明（摩滅）Ⅲａ５８Ｋ１９９

黄白色石・石英・白色石などの細かい
石良外：黄茶褐色

内：黒褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデⅢａ５８Ｋ２００

石英・白色石などの細かい石
（４�大の石を含む）良灰がかった明茶褐色ていねいなナデヘラミガキⅢａ５７Ｋ２０１

白色石・石英・黒曜石・茶色石など粗
い石（４�大の石を含む）普通暗茶褐色ヘラナデヘラ縦ナデⅡｂ６５Ｈ２０２

白色石・石英・黄白色石などの細かい
石普通外：淡茶褐色（黒班）

内：黒褐色（コゲあり）ていねいなヘラ横ナデヘラ縦ナデⅡ
Ⅱｂ６４Ｈ２０３

白色石・金雲母・石英などの細かい石普通淡茶褐色ヘラナデヘラナデⅢａ５４Ｍ２０４

石英・白色石の多い土良外：明茶褐色
内：黒褐色ていねいな横ナデヘラ縦ミガキⅡａ６５Ｈ２０５

石英・黄白色石・茶色石・黒曜石など
の細かい石（５�大の石含む）普通赤っぽい茶褐色ヘラ縦ナデヘラ横斜ナデⅡａ６４Ｈ２０６

白色石・石英・黄白色石・茶色石など
の細かい石普通茶褐色ていねいなヘラナデヘラナデⅡａ５８Ｌ２０７

金雲母・白色石・石英などの細かい石良外：明茶褐色
内：黒褐色ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデⅡ２０８

白色石・石英・黄白色石などの細かい
石良黄茶褐色ヘラ縦ナデのあと

ヘラ横ミガキヘラ縦ナデのあとミガキⅡｂ６４Ｈ２０９

黄白色石・石英などの細かい石良茶褐色ヘラミガキヘラ縦ミガキⅡｂ６５Ｆ２１０
石英・白色石・黄白色石・茶色石など
の小礫を含む粗砂
（６�大の石を含む）

普通外：茶褐色
内：黒色

ヘラミガキ
内面の剥脱目立つヘラ縦ミガキⅡａ

Ⅱｂ
６４Ｈ
６５Ｈ２１１

石英・黄白色石・白色石・茶色石など
の細かい石（５�大の石を含む）良暗茶褐色　　　　　｝接合明茶褐色

ていねいなヘラ横ナデ
深いヘラ縦ナデヘラ縦ミガキⅡｂ６４Ｇ２１２

石英・白色石・黄白色石などの細かい石普
通淡茶褐色ヘラミガキ二重の鋸歯状沈線

ヘラ縦ミガキ
Ⅱａ
Ⅱｂ６４Ｈ２１３

石英・黄白色石・白色石・茶色石など
の細かい石良淡茶褐色ヘラミガキヘラミガキⅡｂ６５Ｇ

６５Ｈ２１４

石英などの細かい石良茶褐色ていねいなヘラ横ナデていねいなヘラ縦ナデⅡｂ６５Ｇ２１５
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胎　　土焼成度色　　調内面の調整外面の調整層出土地図番

石英・白色石などの細かい石普通外：灰黒褐色
内：白っぽい明黄褐色

ヘラ縦ナデ
剥脱多

ヘラ横ナデ
ヘラ縦ミガキⅡｃ６３Ｈ２１６

石英・白色石などの細かい石多・砂質土普通明茶褐色ヘラナデヘラミガキⅢａ５８Ｋ２１７

茶色石多・石英・黄白色石などの細か
い石普通外：茶褐色

内：淡黄褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデ
ほとんど剥脱Ⅲａ２１８

石英・白色石・茶色石などの細かい石普通
外：黄みがかった淡茶褐色
　　（黒っぽい部分あり）
内：黄褐色

ほとんど剥脱ヘラミガキ（やや粗い）Ⅲａ５７Ｋ２１９

白色石・茶色石・石英などの細かい石
（６�大の石を含む）良外：黒褐色

底・内：うすい黄茶褐色ヘラ横ミガキ粗いヘラミガキⅡｃ６３Ｈ２２０

白色石・金雲母・茶色石などの細かい
石の多い粗い砂質土良茶褐色ていねいなヘラナデていねいな縦ナデⅡ２２１

石英・白色石・茶色石などの細かい石
（４�大の石を含む）普通外：黒褐色

内：白っぽい黄茶褐色ヘラ縦ナデていねいなヘラ斜めナデⅡｂ６５Ｇ２２２

白色石・黄白色石・茶色石・石英など
の細かい石（７�大の石を含む）普通黄みがかった淡茶褐色ていねいなヘラナデヘラ横ナデの後ミガキⅢ６３Ｈ２２３

白色石・石英などの細かい石良外：茶褐色
内：淡黄茶褐色

貝殼条痕のあと
ていねいなヘラ横ナデヘラ縦ミガキⅡｂ６６Ｇ２２４

黄白色石・石英・白色石・茶色石など
の細かい石（５�大の石を含む）良外：明茶褐色

内：黒褐色横方向の鋸歯状暗文ていねいなヘラ縦ナデⅡｂ６５Ｈ２２５

黄白色石・石英・白色石・茶色石など
の細かい石（５�大の石を含む）良外：明茶褐色

内：黒褐色

ヘラミガキ
上の方は粗い条痕の後
ていねいな横ナデ

ヘラミガキⅡｂ６５Ｇ２２６

白色石・黄白色石・石英・茶色石など
の細かい石普通丹塗り

内：淡い黄褐色ヘラミガキヘラミガキの上に丹塗りⅢａ５６Ｌ２２７

白色石・石英などの細かい石良丹塗り
内：黒色ヘラ縦ミガキヘラ縦ミガキⅢａ２２８

白色石・石英・黄白色石・茶色石など
の細かい石普通丹塗り

内：淡茶褐色ヘラナデヘラミガキⅡｂ６４Ｈ２２９

白色石・茶色石などの細かい石良黄褐色ヘラナデ　摩滅多ていねいなナデ
細いヘラ沈線Ⅱｂ６４Ｈ２３０

石英・白色石・黄白色石・茶色石・黒
曜石などの細かい石（５�大の石を含
む）

普通白っぽい黄褐色ヘラ横ナデ
下はていねいなナデ

ヘラ縦ミガキ
横ナデⅡｃ６３Ｈ２３１

石英・黄白色石・白色石などの細かい石普通淡黄茶褐色
（外：ススのため黒色化）ヘラ縦ナデていねいなヘラナデⅢａ５８Ｋ２３２

白色石・石英・黒曜石などの細かい石普通淡茶褐色
（外：スス付着）ていねいなヘラ横ナデヘラナデⅢａ５８Ｋ２３３

白色石・石英・黒曜石などの細かい石普通白っぽい黄茶褐色
（外：スス付着）ヘラナデヘラ横ナデⅢａ５８Ｋ２３４

白色石・石英などの細かい石普通灰褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢａ５７Ｋ２３５

青灰色石・茶色石・石英・白色石など
小石もある粗い土（５�大の石を含む）普通淡茶褐色ヘラ縦ナデていねいなヘラナデⅡｂ６５Ｈ２３６

石英・白色石などの細かい石良明茶褐色粗いヘラ横ナデヘラ縦ミガキⅡｂ６５Ｈ２３７

白色石・石英の多い砂質土普通
外：淡茶褐色
　　（突帯は色がややうすい）
内：黒灰褐色

ヘラナデヘラナデⅢａ５７Ｋ２３８

石英・白色石・黄白色石などの細かい石良茶褐色ヘラナデ
でこぼこしているヘラナデⅡａ２３９

石英・白色石などの細かい石良外：黄茶褐色
内：黒褐色ていねいなナデミガキに近い

ていねいなヘラナデⅡｂ６５Ｈ２４０

石英・白色石など砂粒が多い普通灰褐色ていねいなナデミガキに近い
ていねいな縦ナデⅢａ５８Ｋ２４１

金雲母多　他に黄白色石・白色石あり
（５�大の石を含む）良茶褐色（外：スス付着）ていねいなヘラナデていねいなヘラナデⅢａ５８Ｌ２４２

金雲母・白色石・石英などの細かい石
の多い砂質土普通淡茶褐色ヘラナデヘラ横ナデ表採２４３

金雲母・黄白色石多，石英・白色石な
どの細かい石良黄みがかった茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデⅢａ２４４

石英・白色石・金雲母などの細かい石普通茶褐色
（外：やや灰色がかる）ヘラ横ナデヘラ横ナデⅢａ２４５

石英・白色石・金雲母などの細かい石
（３�大の茶色石もある）普通明茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデⅢｃ６３Ｉ２４６

金雲母・石英・白色石などの細かい石良茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデⅢａ２４７

黄白色石・茶色石・石英などの細かい石普通明茶褐色ハケ横ナデのあとヘラ
ナデていねいなヘラナデⅡ２４８

金雲母・白色石・石英などの細かい石普通茶褐色ていねいなヘラナデヘラ横ナデⅡ２４９

金雲母・白色石・黄白色石などの多い
砂質土普通茶褐色ていねいなナデていねいなナデⅠ２５０

金雲母・石英・黄白色石・白色石など
細かい石の多い砂質土良茶褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデ

ヘラ横ナデⅡ２５１
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　当遺跡の主体となる時代

で，多種・多量の遺構・遺

物が発見されている。遺構

には竪穴住居跡があり，遺

物には甕形土器・壺形土

器・坩形土器・鉢形土器・

高坏形土器などの土師器や，

須恵器が出土している。

���������	

　５軒が発見されている。

この延長部は１６年度に吾平

町教委が調査しているため，

これをあわせると竪穴住居

跡６軒・地下式横穴墓３基

となる。今回は４３・４４Ｍ区

から４４Ｎ区にかけて４軒が

ほぼ集中して，少し離れて

４７・４８Ｎ区に１軒存在して

いる。

　１　１号竪穴住居跡（第

６４図・第６５図２５２～２５９）

　４３Ｍ区で検出された３．５

ｍ×３．０ｍの方形をした竪

穴住居跡であるが，西側の

２分の１ほどが確認トレン

チによって破壊されている。

深さは２２�～２８�ほどが

残っている。直径２０�～３０

�ほどの柱穴が住居跡内で

３，その周辺で８ほど見つ

けられているが，住居との

関連は定かでなく，住居の

主柱穴は不明である。住居

内でいくつかの土器が出土

しているが，床面から１０�

ほど浮いた場所にある。 ��������	
�	�������
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　甕形土器・小型壺形土器・坩形土器・鉢形土器・小型鉢形土器がある。

　甕形土器は口縁直径が３０�あり，やや内反するもので，底は不明である。口縁下部に布目の付い

たヘラ刻みのある断面かまぼこ形の貼付突帯がある。外面・内面とも縦方向のヘラナデで仕上げて

いるが，外面下部はミガキに近いていねいなナデである。他に外反する口縁部もあるが，混入した

ものと思われる。

　小型壺形土器は口縁部が外へ強く反る器形をし，胴部はあまり張らずに丸みをおびている。内外

とも縦方向のヘラナデだが，外は特にていねいである。

　坩形土器は口縁部が外反し，丸みをもつものと，ソロバン玉状のものとがある。２５５は口縁直径

１４．７�，高さ１６�の完形品である。口縁部はやや内弯ぎみのもので，内面が横方向，外面が縦方向

のヘラナデである。胴部は中央付近に最大径があり，丸みをもった底になる。外面上半はヘラミガ

キだが，下半部はやや粗いヘラナデである。２５６は肩がやや屈曲してソロバン玉状となる。

　鉢形土器は口縁部のみで，やや内弯ぎみのものと，まっすぐ伸びるものとがある。２５８は内外と

もていねいなヘラナデで仕上げるが，外面はミガキに近い。

��������	
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　小型鉢形土器は口縁直径が７．５�，高さが２．２�の浅い盃形をしており，内外ともヘラナデで仕上

げるが，外面は粗い調整で，内面の底近くはミガいている。外面の一部は黄みがかった淡茶褐色を

しているが，その他は黒褐色をしている。

　２）２号竪穴住居跡（第６６図・第６７図２６０～２７３）

　４４Ｍ・Ｎ区で検出された南北３．５ｍ，東西３．４ｍの方形をした竪穴住居跡であるが，南西隅が１．８

ｍ幅で西へ０．７ｍほど突出している。東端から１．３ｍはいった所で１４�ほど下がっている。深さは東

側が１４�ほど，西側が２８�ほどである。埋土はアカホヤがにごったような暗黄褐色土で，深いほう

の底近くは炭まざりで黒色化している。南壁に接して直径８０�，深さ１０�の窪みがある。中央には

直径４０�，深さ１０�ほどの掘り込みがあるが，ここには焼土がはいっている。また，段落ちの中央

やや南寄りの壁近くに炭や焼土が２０�四方ほどの広さに３�ほどの高まりをなしているが，この壁

��������	
�����



－９３－

には小さな円礫がある。床面に接して土器片が散在しているが，４点の礫もある。完形の坩形土器

と高坏形土器は南西隅の突出部で出土している。

　中から甕形土器・小型壺形土器・坩形土器・鉢形土器・高坏形土器が出土している。

　甕形土器は口縁部がやや内反する形をし，脚台が付く。２６０は口縁直径が２８�あり，胴部上半に

断面形が台形の突帯が貼り付けられている。突帯の端は接着部から下へ曲がっている。突帯には布

目のあるヘラ押圧文が付される。内外とも縦方向のヘラナデで仕上げているが，内面は特にていね

いに仕上げ，そのあとに指紋が付される。２６１も同様の形をしているが，口縁直径は２５�で薄く作

られている。内面・外面には積み上げ痕が残っている。

　小型壺形土器は口縁直径が１２�あり，くびれた頸部からまっすぐ外へ開いている。内外ともヘラ

ナデで仕上げているが，内面には指紋が残っている。

　坩形土器には大小２種ある。２６５は口縁直径９．５�，高さ７．８�の完形品である。口縁部はやや内

弯ぎみに外へ開いており，胴部は下半に最大径がある。内外ともていねいにナデている。２６６は口

縁部のみで，形は２６５と良く似ているが，直径が１５�とやや大型である。内面には多くの指紋が
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残っている。２６７は胴部のみで，形は２６５と良く似ているが，径が一回り大きい。外面はヘラミガキ

で仕上げている。

　鉢形土器は３種ある。２６８は薄い作りであるが，口縁直径が１７．２�ある丸みをもった形をしてい

る。外面に輪積み痕が残っている。２６９は外反する雑な作りである。２７０は口縁直径７．７�，高さ２．７

�の丸底となる完形品である。胴部中頃で屈曲して外へまっすぐ開いている。

　高坏形土器は口縁部がやや外反する坏部と，筒部と裾部からなる脚部である。２７３は口縁直径

１９．７�，脚直径１４．５�，高さ１６�の完形品である。坏部は丸みをもった底部と，やや屈曲して外反

する口縁部から成る。脚部は棒状の筒部と，やや外へふくらむ裾部とから成る。内外ともていねい

にヘラでナデているが，外面はミガキに近い。２７１は坏部と脚部の間に団子状の粘土を充填している。

　３）３号竪穴住居跡（第６８図～第７０図，２７４～２８６，Ｓ１９３）

　４４Ｎ区で検出された主軸がＮ１０度Ｗにある方形の竪穴住居跡である。南北方向が３ｍ，東西方向

が２．４ｍあり，深さは１２�ある。埋土は淡茶褐色砂質土で，腐植土のブロックがまざっている。床

面に土器片とともに，軽石・円礫が各１点ある。

　中から甕形土器・壺形土器・鉢形土器・蓋形土器・磨石が出土している。

　甕形土器は口縁部が外反するものが４個体分出土している。口縁直径は２７４が２７�，２７５が２９�，

２７６が２６�，２７７が１９．５�ある。２７４と２７５は長胴形の胴部で，頸部からゆるやかに外へ開き，頸部に
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三角突帯が貼付されている。２７４は外面が縦方向，内面が横方向のヘラナデで仕上げ，三角突帯の

接着部はすれ違いになっている。２７５は口縁部がややでこぼことなっており，外面は突帯の上が縦

方向ハケナデ，下が縦方向ヘラナデで整形し，内面は横方向ヘラナデであるが，内面には指の押圧

文がみられ，突帯は低い。２７６は２７５と同じ整形をしている。２７７は頸部で段となるように屈曲し，

内外ともハケナデだが，外は縦，内は横ナデである。そのあとヘラナデをしており，特に外面下部

はハケ目がみえないほどである。内面も下部はハケ目がよくみえない。外面にはススが多く付着し，

内面の下部にはコゲがある。２７８は胴下部で，外面はていねいにヘラでナデておりミガキに近い。

脚台がはがれており，接着状況がよくわかる。下のほうは白色化しており，灰が付着していた可能

性がある。使用中にはがれた可能性もある。２７９～２８１は裾の広がる脚台で，端部は丸みをおびるも

のと，方形になるものとがある。底までの高さは３�位のものと，５�近くあるものがある。

　壺形土器（２８２～２８４）は小型・中型・大型とある。２８２は口縁直径が８．８�，高さが９．５�ほどの

丸底をした小型の直口壺である。口縁部はでこぼこしており，手づくね風である。２８３は胴部にヘ

ラ押圧が付されたにぶい三角突帯が貼付けられる。内外ともヘラ縦ナデである。２８４は大型のもの

で，内外とも横方向のヘラナデで，断面が台形の貼付突帯には縦方向のヘラ切り凹線が付される。

　鉢形土器（２８５）は手づくね風の雑な作りで，内外ともヘラナデで仕上げられる。口縁が外反し，

胴部は分厚くなる。内面の口縁付近には指紋が残っている。

　蓋形土器（２８６）は倒鉢状のもので，天井部につまみがつく。天井部直径が７�，底部直径が

２８．５�，高さが１１．７�あり，天井部には繊維状圧痕が付いている。外面はハケナデのあとヘラナデ，

内面はヘラナデで仕上げている。内面と，外面の一部にススが付着している。

　Ｓ１９３は砂岩製の磨石である。長さ１５．６�，幅７．５�，厚さ６．９�，重さ１１２０ｇの棒状をした河原

石を用い，両端を使い込んでいる。側辺部分には敲打による窪みもみられることから，凹石として

も使われていたようである。
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　４）４号竪穴住居跡（第７０図～第７４図，２８７～３４７，Ｓ１９４・Ｓ１９５）

　４４Ｎ区で検出された直径３ｍの円形をした竪穴住居跡である。深さは４５�あり，埋土はアカホヤ

のにごった暗黄褐色土である。床面近くに甕形土器・壺形土器・坩形土器・鉢形土器・高坏形土

器・器台形土器・手づくね土器など多くの土器片があり，他に円礫６点もある。

　甕形土器（２８７～３０１）の口縁部は外へまっすぐ伸びるものと，直に立上がるもの，やや内弯する

ものとがある。いずれもヘラナデで，２８８の内面を除き横方向で，２８７の内面と，２８９の外面はてい

ねいである。口縁下部には左下がりの布目あるヘラ押圧が施された三角突帯が貼付けられているが，

三角突帯の先はつぶれて台形状を呈している。２８８は薄い作りのもので，軽く感じる。底部近くも

ヘラナデで仕上げているが，下部はヘラが深く押され雑な整形である。脚台は高いものと低いもの

とがあるが，概して低い。特に２９１は高台状で，２９１と２９４・２９６などは底がこぶ状に突出している。

２９４は内底部が深く押さえられて薄くなっている。２９３～２９５などは脚台の調整が雑である。２９５の脚

台は外から貼付け，貼付部の内に粘土を補充している。２９７は脚台との貼付部が顕著に残っており，

��������	�
�������



－９８－

脚台部も段となっている。２９７・２９８の表面は小石粒が多いため石英粒が残ってごつごつしており，

２９８には１．１�大の小石もある。２９９・３００は平底であるが内側にコゲがある。２９９は丸みをもった平

底，３００は小さい平底でていねいなヘラナデで仕上げ，３００の底中央部はケズリによって，あげ底に

している。３０１は薄い作りの布留甕で，頸部でくびれ，丸底になる器形と思われる。外はヘラナデ，

内は斜方向ヘラケズリで仕上げている。内面の頸部付近は積み上げ痕を指状のもので押さえている。

　壺形土器（３０３～３１５）の口縁部は直径１８�ほどの袋状をしたものと，まっすぐ外へ広がるものと

がある。袋状にしたものは端部近くで外が窪んでおり，３０４の外にはススが付着している。胴部に

幅広突帯のあるものがあり，これには布痕のある縦方向のヘラ押圧が付されている。３０７は小型壺

形土器で，胴部中央に幅広突帯が貼付けられている。突帯には凹線が引かれ，そのあと布目のある

縦方向の押圧文が付されているが，部分的にはさらに凹線がみられる。突帯のある付近の内面には

積上げ痕がある。３０８は大型のものである。底は丸底，丸みをおびた不安定な小さな平底，安定し

た平底がある。３１２は丸底だが，底付近の調整が粗く，こぶ状に突出している。３１４・３１５も同じよ

うに，底に木の葉や枝状の圧痕がみられる。３１３は平底だが，中央部をケズってややあげ底として

いる。胎土には５�～７�大の小石が多く含まれたものが多い。

　坩形土器（３１６～３１８）は丸底である。３１６は口縁直径・高さとも９�ほどのもので，口縁は外へ

まっすぐ開き，丸底となる。内外ともヘラミガキ，あるいはそれに近いていねいなヘラナデである。

３１７はやや大きいが，同じような形態で，精製土を用い軽い。貼付痕が良く残っている。３１８は下半

分がややふくらんでおり，３１７と同じように軽い。
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－１０１－

　鉢形土器（３０２・３１９～３２４）には角鉢，くの字状に外反するもの，内反するもの，直立するもの

などがある。３０２は２３�×２０�の方形を呈し，深さ６．５�ほどの鉢で，口縁部は波状を呈している。

丸みをおびた平底で，周辺はていねいなヘラナデで仕上げている。３１９は口縁直径が２１�あり，く

の字状に外反し，口縁部はヘラによるかきあげ調整である。外にススが付着し，蓋の可能性もある。

内反するものは直径２０．５�と大型である。３２１は直立し，口縁部に２～３条の沈線がみられる。３２３

はていねいな調整で仕上げており，直口壺の可能性もある。３２４は口縁直径２４�と大型である。

　高坏形土器（３２５～３４２）の坏部は外へまっすぐ広がる口縁と浅い底部とからなる。３２９は薄い作

りで，３２８に似ている。３３０は２号住居跡出土の破片と接合している。３２５と３３０は外にススが付着して

おり，蓋に転用された可能性もある。筒部は管状となっており，細いものと，太いものがある。裾部

は広がるものと，まっすぐ伸びるものがある。概してていねいな調整だが，３３２は粗い作りである。

　器台形土器（３４３）は口縁直径１１．５�，裾直径１１�，高さ１０�の完形品で，内外ともていねいに

ヘラミガキで仕上げている。裾の内面には指紋の痕が残っている。
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　手づくね土器（３４４～３４７）は口縁直径が８�～９�，高さが５�ほどのとんがり底のもので，

３４４や３４６のように口縁が内反するものと，３４５・３４７のように外へ開くものとがある。

　Ｓ１９４は長さ１８．３�，幅６．５�，厚さ５．９�の棒状を呈する砂岩製砥石で，一端に磨痕跡と窪みが

あることから磨石とともに凹石としても使われていたことがうかがえる。Ｓ１９５は粘板岩製の扁平

な仕上げ砥である。すり面の端は直線的に切れており，擦切技法によって作られたことがうかがえる。

ここには３か所にくさび痕があり，このくさびの下ではがれているため側面は整然としない。

　５）５号竪穴住居跡（第７５図～第７７図，３４８～３５６）

　４７Ｎ区で検出された主軸がＮ２０度Ｗにある隅丸方形の竪穴住居跡である。東西方向が５ｍ，南北

方向が５．６ｍある。北東隅が幅１６０�，長さ４０�ほど北に突出している。床面に土器が散布している。

　中から甕形土器・壺形土器・鉢形土器が出ている。

　甕形土器はやや内反するものと，逆に外反するものとがある。３４８は口縁直径が３３�，高さが３５

�ある小さい平底のもので，ほぼ完全なものである。底部は丸みを帯びた平底で直径は５�ほどで

ある。口縁下に断面形が台形の突帯が貼り付けられるが，その上に浅いヘラ押圧が付される。外面

の下半部は粗い縦方向のヘラナデのあと，部分的にヘラミガキがされる。上半部もヘラナデだが，

部分的にはハケナデの痕跡もみられる。内面は上半部が斜方向，下半部が縦方向のヘラナデだが，

下半部はミガキに近いていねいなナデが付される。３４９は口縁部がでこぼこし，胴部の内外とも調
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整の粗い雑な作りのもので，脚台を欠いているが，ほぼ完全なものである。口縁直径が２７．５�，残

存高が２０．５�とやや低い器形をし，内外ともヘラナデで仕上げているが，口縁部は横方向，胴部は

縦方向のナデである。外面は丸い胴部と外反する口縁部から成るが，その境はかきあげによって段

を作っている。外面の上半部にはススが付いているが，下半部にはない。内面の下半部にはこげが

付いている。脚台ははがれている。３５５も外反する口縁の器形だが，口縁部と胴部の境はゆるやか

に移っており，部分的に分厚い部分もある。

　壺形土器の口縁部（３５１）は端部近くで強く外反し，直径が１７�ある。口唇部はやや窪んでおり，

調整は内外ともていねいなヘラナデである。頸部で強く屈曲している。３５６は残りの良い胴部で，

くびれた頸部から丸みをおびた胴部へ移り，最大径の部分に断面形が台形の突帯が貼り付けられる。

突帯の接合部分はすれ違っており，突帯上にヘラ押圧がみられる。内外ともていねいなヘラナデで

仕上げるが，内面には２段に輪積み痕跡がみられる。底（３５０）は丸底で，内外とも縦方向のヘラ

ナデで仕上げているが，底にはアンペラ状の圧痕があり，さらに指紋が多く付着しているが，これ

は内側の底にもある。

　鉢形土器は３種がある。３５２は口縁直径が１３．５�，底径が１．５�，高さが１０�のまり形のものであ

る。内外とも上半部が横方向，下半部が縦方向のヘラナデで仕上げているが，外面には指紋が残っ

ている。内面はていねいである。３５３は口縁直径が８．５�，高さが９�の乳房状をしたもので，口縁

部が内弯し，底は乳首状の突起がある。外はミガキに近いていねいな縦方向ヘラナデ，内面は縦方

向ヘラナデで仕上げ，内側に指紋がみられる。３５４は台付のもので，鉢部の底は分厚く，脚台は高

い。大型のものである。外面や底部はていねいなヘラナデで仕上げている。
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　甕形土器・壺形土器・小型壺形土器・坩形土器・鉢形土器・高坏形土器・器台形土器・蓋形土

器・ミニチュア土器・手づくね土器などがある。

　１　甕形土器（第７８図～第８０図３５７～３８３）

　口縁部はくの字状に外反するものと，直口あるいは内反するものとがあり，底部は脚台が付くも

のと，丸底のものとがある。

　３５７～３６５・３７０がくの字状の口縁になるもので，このうち３６０は頸部に突帯が貼付けられる。３５７

は内面が稜をもって屈曲しており，３５９とともに外面の口縁近くは段をもって外反する。３５９は頸部

近くが分厚く，端部は矩形を呈している。３５８・３６１は頸部がくびれて外反度は強いが，内面の稜は

はっきりしない。縦方向のヘラナデで仕上げ，３５８はかきあげ様になっている。３６０も３５８・３６１と同

じような形態で，頸部に三角突帯が貼付けられる。この突帯の上部のみヘラ押圧がみられ，突帯紐

の端は少しずれている。３６２・３６５も頸部で器厚を変えて段となり，強く屈曲している。３６３・３７０は

内外ともゆるやかに反っている。３６４は薄い器厚である。口縁直径は，３６１・３６２のように１７．５�，

２１．５�しかない小型のものと，３５７～３５９のように２６�～２８�と中型のもの，３６０のように３３�ある

��������	�



－１０６－

大型のものとがある。器面調整はヘラナデが主体であるが，３６３は内外ともハケナデである。

　３６６～３６９は口縁部が直口あるいはやや内反するものである。３６７～３６９は三角突帯が貼付けられる

もので，３６８が刻みがないのに対して，３６７・３６９には布目のあるヘラ刻みが付される。口縁直径は

３６７が２１�と小さいが，他は２５�～２７�ある。

　脚台は直径が７�～８�と小さいものと，９�～１１�ほどのものとがあり，高さは３�～４�ほ

どであるが，３７５のように２�足らずの低いものもある。調整はヘラナデであるが，３７３は雑な作り

である。３７３は胎土も９�大のものもあるほど大粒な石が多く含まれた粗い土である。

　３７７～３８３は底まである大きな破片がないため定かではないが，器厚が薄いことと，器形からして

丸底の，いわゆる布留甕と思われる。３７９は持ち込みと思われるもので，口縁直径が１４�あり，頸

部でくびれ，やや内傾ぎみの立上がりのものである。外面はヘラミガキ，内面はヘラ横ナデで仕上

げている。３７７は頸部でくびれ，外へ開きながらまっすぐ伸びる口縁部で，くびれ部に突帯が貼付
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けられ，布目のあるヘラ刻みが付される。３８３も同様の作りであるが，胎土が粗く特殊である。３７８

は雑な作りで，口縁部もでこぼこしている。３８０は頸部に左下がりヘラ押圧の付される三角突帯が

貼付けられる。３８１・３８２はゆるやかな外反口縁であるが，３８１がヘラナデであるのに対して，３８２は

ハケナデである。口縁直径は３７７・３７８が１６�～１７�，３８０・３８３が２０�程度，３８１が２９�，３８２が３２�

である。

　２　壺形土器（第８１図～第８３図３８４～４１６，４１８）

　完形品がなく全形は不明だが，口縁部・頸部・胴部・底部などがある。

　口縁部は外へ開くものと，二重口縁になるものとがある。外へ開くものは外反するものと，まっ

すぐ伸びるものとがある。３８４は外反するもので，口唇部がやや窪んでいる。３８５は雑な作りで，口

唇部は外へ下がり，外面の口縁部付近には部分的に沈線がみられる。３８６はまっすぐ伸びる分厚い

作りで，頸部がくびれ，口縁近くは内外ともやや窪んでいる。３８７は外へ弯曲しているもので，頸
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部には凹線が巡っている。口唇部には浅い沈線が見られる。３８８は外へまっすぐ伸びており，胎土

に大粒の石を含んでいる。３９０は頸部から外反しながら立上がり，口唇部に沈線がみられる。肩部は

ふくらんでおり，内面に輪積み痕跡がみられる。これらの口縁直径は１１�～１８．４�ある。３８９・３９１

は二重口縁で，３８９はやや外へ開き，３９１は直口する。両方とも調整はていねいで，ミガキに近い。

　４１６は口縁部を欠いているが，頸部以下はほとんど残っている。５７Ｊ・Ｋ区，５８Ｋ区に散らばっ

ている。なで肩の長胴形で，丸底となる。頸部でくびれて，まっすぐ立ち上がっている。胴部上半

に断面形が台形の突帯が貼り付けられている。外面は摩耗し，内面は剥離しているため整形痕が見

にくいが，外面は縦方向ヘラナデで，部分的にハケナデ痕がみられることからハケナデのあとヘラ

ナデをしたものと思われる。最大直径が２６．５�，残存高が３０．５�で胴部中央はやや薄く作られている。

　頸部は細くくびれるものが多いが，３９３は直径２０�と広い。３９２・３９３は三角突帯が貼付されてい

るが，３９２は貼付したあと沈線を施し，そのあとヘラによる押圧がみられる。３９３の外面はミガキに

近い横方向のヘラナデであるが，そのあと縦方向の暗文がみられる。

　肩部は３９３・３９５のように外へ張り出すものと，３９４のように肩が張るものとがある。

　胴部には突帯が貼付けられているが，３９５・３９６は細く，３９７は幅が広い。３９６は突帯に縦方向のヘ

ラ刻みがある。３９７は突帯に二条の沈線がみられ，そのあと布目のある縦方向ヘラ押圧がみられる。

　底部は丸底，小さい平底，安定した平底とがある。３９９の底は摩滅している。４０２は丸底だが，底

近くでくびれている。４０３は内外ともていねいな縦方向のヘラナデ仕上げだが，特に外面はていね

いでミガキに近く，ツルツルしている。４０６は粗いナデ整形で，底には棒状のへこみがみられる。

４０４・４１１は同一個体の可能性があるでこぼこした平底である。４１３は充実高台風の平底で，底には

植物質の圧痕がみられる。４１４は不安定な平底で分厚い。４１５は厚さが４．５�と異状に分厚く，大型

壺形土器の底である可能性が強い。

　４１８は口縁直径が２２�，最大直径が５２�ある大型の壺形土器である。くびれた頸部からまっすぐ

外へ開きながら立上がり，口唇部には凹線がみられる。頸部には先端のにぶい三角形の突帯が貼付

けられている。胴部の中央よりやや上にも突帯が貼付けられているが，これは断面形が台形を呈す

る。表面の摩滅・剥脱が目立つが，外面の口縁部と胴部の下半部は縦方向のヘラナデ，胴部上半部

は縦方向のハケナデで仕上げている。内面は口縁部が横方向，胴部が縦方向のヘラナデである。

　３　小型壺形土器（第８４図４１９～４２６）

　口縁部はやや外反するものと，直口するものとがある。直径は４１９が９�，４２０が１１�あり，４２０

は端部近くに少し離れて２条の沈線が巡っている。４１９は直口ぎみに立ち上がるが，端部がやや外

反し，内面は横方向のヘラミガキである。４２１と４２２は頸部でくびれて，口縁はやや内傾ぎみに立上

がり，丸みをおびた胴部となる。４２３と４２４は短かい肩部から底へ向かって丸みをおびて移る器形で，

ていねいにナデている。４２５は稜ははっきりしないが，胴の張った長胴形丸底壺で，内外ともヘラ

ナデである。４２６は小さい平底で，外にススが付着していることから甕形土器の可能性がある。

　４　坩形土器（第８４図４２７～４２９）

　４２７は最大径が下半部にあるもので，この直径は７．５�と小型である。頸部でくびれ，外へ広がり

ながらまっすぐ伸びる。残存高４．８�である。頸部近くに接合痕がみられる。４２９は丸みをもった器

形で，やや大きい。口縁部との接合痕がみられる。ともに外面はヘラミガキで仕上げている。
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　５　鉢形土器（第８３図，第８５図４１７，４３０～４４７）

　口縁部は内弯するもの・直立するもの・外反するものがあり，底部は安定した平底・不安定な平

底・脚台付きのものがある。

　４１７は長い鉢部に低い脚台が付くもので，完形品である。口縁直径が１３�，高さが１４�，脚台直

径が５．２�ある。内外とも上半部はハケナデ，下半部はヘラナデであり，内面の口縁付近に指紋が

付いている。赤っぽい発色をしている。

　４３０は口縁端がいくらか欠けているが，ほぼ完形のもので，口縁直径が１３�，高さが９�ある。

やや内弯しており，内外ともヘラナデで，外面が縦方向，内面が横方向である。底は雑な作りをし

た直径４．５�ほどの不安定な平底で，繊維痕もみられる。４３１もやや内弯するもので，口縁付近で内

外とも段をもち，少し薄くなっている。内外ともヘラナデで仕上げ，外面が縦方向，内面が横方向

である。それぞれに沈線様のものがみられる。４３２～４３４はやや広がりながらまっすぐ伸びるもので，

端部が細くなるものと，矩形を呈するものとがある。４３４は直径１０�と小型だが，４３３は大型である。

４３５は外反する口縁をもつもので，胴部に沈線がみられる。

　４３６～４４０が平底で，４３９はややあげ底となる。４３６の底は不定形で，一部に繊維痕があるが，ヘラ

でていねいにナデている。４３８は６�大ほどの大きな茶色石を多く含む特殊な土を用いており，や

や広い平底である。４４０はていねいなナデをしているが，でこぼこのある雑な平底で繊維状圧痕が

ある。

　４４１～４４６は脚台付きのものである。４４１と４４３はやや高い脚台で，４４１は裾が外へ開くスマートな

脚台である。４４３は脚台はヘラナデだが，胴部は縦方向のハケナデである。４４４の脚端部は厚さが

１．３�と分厚く，端部はていねいなヘラナデで仕上げている。４４２・４４５は低い雑な脚台が付き，ナ

デも粗い。
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　４４７は脚端の直径が１６�と広い脚台で，端部はやや窪んでいる。外面はミガキに近い，ていねい

な縦方向ヘラナデで，丹らしきものが付着している。

　このほかに，白っぽい発色をし，砂がごつごつした指宿産鉢かと思われる破片が３点ある。

　６　高坏形土器（第８５図４４８～４５５）

　外反する大型の坏部と筒部・裾部から成る。
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　坏部は外反するもので，４４８は外反度が少なく，口縁部と底部との境は凹線風になりはっきりし

ない。直径が２６�で，端部は丸い。４４９は口縁直径が３４．５�の大型のもので，口縁端部は方形とな

る。

　脚部は筒部があり，屈曲して裾部が広がるものと，筒部のはっきりしないものとがある。４５０～

４５２は筒部のあるものであるが，やや外へ開くものと，中ふくらみとなるものがある。裾部へは強

く屈曲して広がる。４５１は最大直径７�と太く，逆に４５２は３．５�と細い。外面調整はともにていね

いにミガかれている。坏部との接合は，中央に団子状のものを充填するものと，下から押し付ける

ものとがある。４５３～４５５は筒部がなくゆるやかに端部へ広がるもので，４５５は直径１２．５�あり端部

は丸みを帯びて細くなる。いずれも外はヘラミガキ，内はヘラナデで仕上げている。

　７　器台形土器（第８５図４５６）

　坏部がまっすぐ外へ開きながら伸びるもので，裾部も外へまっすぐ伸びている。内側もナデてい

る。筒部のない高坏形土器に似ている。

　８　蓋形土器（第８５図４５７）

　外反する高坏形土器の口縁部を転用したもので，直径が２４㎝ ある。内面にススが付着している

が，周辺部はやや赤くなってススがみられない。外面の天井部近くはミガキに近いヘラによるてい

ねいな縦ナデで仕上げている。

　９　ミニチュア土器・手づくね土器（第８６図４５８～４７０）

　鉢形土器・壺形土器・高坏形土器・甕形土器などのミニチュア土器・手づくね土器がある。鉢形

土器は底が尖って，口縁が外へ開くものと，やや丈の高いものとがある。口縁直径が５�，高さが

２�ほどのものから，口縁直径が６．５�，高さが４�ほどの大きなものまで大小ある。内外ともヘ

ラナデで仕上げている。４６７の外面は深いヘラナデである。４６６は平底となるもので，外面は粗いヘ

ラナデででこぼこしている。４７０は低い脚台をもつもので外面のヘラナデが粗く，器壁も厚く雑な

作りである。壺形土器は頸部から口縁部へ直口する器形をしており肩は外へ張っている。高坏形土

器は筒部がはっきりしない脚部で，裾部に焼成前の穿孔がみられる。４６８は頸部にくびれを表現し

たもので，くの字状口縁をもつ甕形土器だろうと思われる。

　�������（第８５図４７１）

　高坏形土器の脚部，裾部の屈曲部を再利用した鞴の羽口である。淡茶褐色を呈しているが，外側

は灰褐色に変色している。鉄が付着している。焼成度は良く，こまかい石を含んだ土を用いている。
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胎　　土焼成度色　　調内面の調整外面の調整層出土地図番

石英・黄白色石などの細かい石を含む良黄みがかった淡茶褐色ヘラナデヘラナデⅢａ４５Ｍ３５７
石英・茶色石・黄白色石などの細かい
石を含む良明茶褐色ヘラナデヘラナデ，かきあげⅢａ４７Ｍ３５８

白色石・黄白色石・石英などの細かい
石を多く含む土　（５�大の石が多く
あり）

良淡茶褐色（内には黒班）ヘラ横ナデヘラ横ナデⅢａ３５９

白色石・石英・茶色石などの細かい石
を含む　（割と大粒，４�大の石あり）良明茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデ

突帯の上のみヘラ押しⅢｂ４７Ｎ３６０

長石・石英・黄白色石・白色石などの
細かい石あり（４�大の石あり）良淡茶褐色ヘラナデヘラ縦ナデⅢｂ

Ⅰ１Ｔ３６１

石英・白色石・茶色石などの細かい石
を含む普通明茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデ

ヘラ縦ナデ表採３６２

黄白色石・石英・白色石などの細かい
石を含む普通黄褐色ハケナデハケナデのあとヘラナ

デ表採３６３

白色石・灰白色石・石英などの細かい
石を含む良淡茶褐色（スス付着）ヘラ横ナデヘラ横ナデⅢａ４５Ｍ３６４

白色石・石英などの細かい石を含む良白っぽい黄褐色（スス付着）ヘラ横ナデヘラナデ表採３６５
黄白色石・石英などの細かい石を含む
（３�大の石あり）良淡茶褐色（外にはスス付着）ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデⅢａ４５Ｍ３６６

白色石・石英などの細かい石を含む良淡茶褐色ていねいなヘラナデヘラナデ，刻目Ⅲａ３６７

黄白色石・石英などの大粒の石を含む良明茶褐色（外はやや黄み）ヘラナデ（下はやや粗
い）ヘラ斜ナデ，三角突帯Ⅲａ４３Ｍ３６８

石英・白色石・黄白色石などの細かい
石を含む良茶褐色ヘラ横ナデ，ヘラ縦ナデヘラ横ナデ

繊維痕のあるヘラ押圧Ⅲａ４４Ｍ３６９

白色石・石英・黄白色石・茶色石など
の細かい石を含む普通明茶褐色ヘラナデハケ縦ナデⅢａ４７Ｍ３７０

石英・白色石などの細かい石を含む普通黒褐色ヘラナデヘラナデ，ハケナデⅡｂ６４Ｈ３７１
白色石・石英・黄白色石などの細かい
石を含む普通白っぽい黄褐色ヘラナデヘラナデⅢａ３７２

茶色石・石英・白色石などの細かい石
を含む（大粒の石も多く，９�大の石も
多くあり）

普通明茶褐色ヘラナデヘラ縦ナデⅢａ１Ｔ３７３

白色石・石英・茶色石などの細かい砂
を含む良淡茶褐色（内にコゲ）ヘラナデヘラナデⅢ４７Ｍ３７４

金雲母・石英・茶色石・白色石などの
細かい石を含む普通茶褐色（内には厚くコゲ）ヘラ縦ナデ，ヘラナデヘラ縦ナデⅢａ４５Ｍ３７５

白色石・茶色石・石英などの細かい石
を含む良淡茶褐色ヘラ横ナデ，ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅢａ４４Ｍ３７６

石英・黄白色石などの細かい石を含む良茶褐色（外にスス付着）ヘラ横ナデヘラ横ナデ
繊維痕のある刻目Ⅲａ３７７

茶色石・黄白色石・石英・白色石など
の細かい石を含む良黄みがかった明茶褐色ヘラナデヘラ縦ナデⅢ４６Ｎ３７８

石英・茶色石・黄白色石の細かい石を
含む良暗い淡茶褐色（外にスス付

着）ヘラナデていねいなヘラ縦ナデⅢａ３７９

黄白色石・石英などの細かい石を含む良外：黒褐色
内：淡茶褐色

ハケナデの後ヘラ横ナ
デヘラ横ナデ，ヘラ縦ナデⅡａ６５Ｈ３８０

黄白色石・石英・白色石などの細かい
石を含む良明茶褐色（外にスス付着）ヘラナデヘラ横ナデ，ていねいな

ヘラナデ
Ⅱａ
Ⅲａ３８１

石英・茶色石・黄白色石・黒曜石など
の細かい石を含む（５�大の石あり）普通灰白色ハケ横ナデ，ハケ縦ナデハケ縦ナデⅡａ６４Ｈ３８２

石英・黄白色石などの細かい石を含む　
（５～６�大の石あり）石が特殊良外：茶褐色（スス付着）　　

内：黄褐色ヘラナデヘラ縦ナデⅢａ４５Ｍ３８３

黄白色石・石英などの細かい石を含む良茶褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢａ３８４
石英・白色石・黄白色石などの細かい
石を含む普通黄っぽい明茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅢａ４５Ｍ３８５

白色石・黄白色石・石英・黒曜石など
の細かい石を含む普通赤っぽい淡茶褐色ていねいなヘラナデていねいなヘラナデ表採３８６

白色石・石英・茶色石などの細かい石
を含む普通茶がかった黄褐色ヘラ縦ナデていねいなヘラ横ナデⅢ４４Ｎ３８７

黄白色石・石英・白色石などの細かい
石を含む（６�大の石あり）良茶褐色ヘラ横ナデ，部分的に縦

ナデていねいなヘラ横ナデⅠ１Ｔ３８８

白色石・石英・茶色石などの細かい石
を含む良淡茶褐色ていねいなヘラ横ナデ，

ミガキに近い
ていねいな細かいヘラ
横ナデⅢａ３８９

黄白色石・石英・茶色石・黒曜石など
の細かい石を含む普通淡茶褐色ハケ横ナデ，ハケ縦ナデハケ縦ナデ後ヘラ横ナ

デⅢａ４５Ｍ３９０

白色石・黒曜石・黄白色石・石英など
の細かい石を含む良淡茶褐色

ていねいなヘラ横ナデ，
ミガキに近いヘラ縦ナ
デ

ていねいなヘラ横ナデⅢａ３９１

白色石・石英・茶色石などの細かい石
を含む普通明茶褐色ヘラ横ナデ，ヘラ縦ナデヘラ縦ナデ，沈線の後ヘ

ラ押しⅢａ５４Ｌ
５４Ｍ３９２

白色石多　石英などの細かい石を含む良淡茶褐色ヘラ横ナデ，ていねいな
ヘラ縦ナデ

ミガキに近いヘラ横ナ
デ暗文風Ⅲａ３９３

黄白色石・石英多などの細かい石を含
む良淡茶褐色（色は黒み多）ヘラ斜ナデハケ縦ナデⅢａ３９４

石英・黄白色石などの細かい石を多く
含む良黄褐色ヘラ横ナデ，ヘラ縦ナデていねいなヘラ縦ナデⅢａ４５Ｍ３９５
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胎　　土焼成度色　　調内面の調整外面の調整層出土地図番

白色石・石英多などの細かい石を含む良黄っぽい明茶褐色ていねいなヘラ横ナデヘラ斜ナデ，ハケナデⅢａ３９６
白色石・石英・黒曜石・黄白色石など
の細かい石を含む良外：黒褐色

内：淡茶褐色ていねいな横ナデヘラミガキ，布押しⅢ４８Ｍ３９７

黄白色石・白色石・石英・茶色石など
の細かい石を含む良茶褐色（コゲあり）ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢａ４５Ｍ３９８

白色石・石英・黄白色石・茶色石など
の細かい石を多く含む砂質土良外：明茶褐色（黒班あり）　

内：茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅡａ６４Ｈ３９９

黄白色石・石英・茶色石など小石を多
く含む粗い土（７�大の石あり）普通黄っぽい明茶褐色ハケ縦ナデ，部分的にヘ

ラナデ
ヘラ縦ナデ，一部にハケ
ナデのあとⅡａ６４Ｈ４００

石英・白色石などの細かい石を含む（６
�大の石あり）良外：茶褐色（黒班あり）

内：黄っぽい明茶褐色ヘラ縦ナデの後ミガキていねいなヘラ縦ナデⅡａ６４Ｈ４０１

白色石・石英・黄白色石・黒曜石など
の細かい石を含む普通淡黄褐色（外に黒班あり）ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅡａ６４Ｈ４０２

白色石・石英・黄白色石などの細かい
石を含む普通白っぽい明茶褐色

（内にやや黒班）ていねいなヘラ縦ナデミガキに近いヘラナデⅢａ４０３

白色石・石英などの細かい石を含む（５
�大の石多くあり）良外：黒灰褐色

内：にごった明茶褐色ヘラ縦ナデ粗いヘラ縦ナデⅢａ４５Ｍ４０４

黄白色石・青灰色石・石英などの細か
い石を含む良黄みがかった灰褐色

（内は黒みの部分あり）ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢａ４５Ｍ４０５

白色石・茶色石・石英などの細かい石
を含む（４�～１�大の石多くあり）良赤っぽい明茶褐色

底にコゲ付着ヘラ横ナデ，縦ナデヘラ縦ナデⅢａ４５Ｍ４０６

石英・茶色石・黄白色石・金雲母など
を多く含む砂質土（８�大の石あり）普通乳茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅡ４０７

白色石・茶色石・石英などの細かい石
を含む（４�大の石あり）普通淡茶褐色（黒っぽい）剥脱　でこぼこヘラ縦ナデ４号

住居跡４０８

白色石・石英・長石などの細かい石を
含む普通外：白っぽい明茶褐色　　

内：淡黒褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅢａ５８Ｋ４０９

白色石・石英・長石などの細かい石を
含む普通外：明茶褐色

内：淡黒褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢａ５８Ｋ４１０

白色石・黄白色石・石英などの細かい
石を含む良外：淡茶褐色

内：黒褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢａ４１１

石英・白色石・茶色石・黄白色石など
の細かい石を含む良茶褐色（外に黒班あり）ヘラ横ナデ粗いヘラ縦ナデⅡａ６４Ｈ４１２

石英・長石・黄白色石・茶色石などの
細かい石を含む良淡茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅢ４５Ｍ４１３

白色石・石英などの細かい石を多く含
む（６�大の石あり）普通外：灰白色

内：茶褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデ表採４１４

白色石・石英・茶色石などの細かい石
を含む普通淡茶褐色ヘラナデ粗いヘラナデ（圧痕あり）Ⅲａ４１５

白色石・黒曜石・石英などの細かい石
を含む（５�大の石あり）普通黄っぽい淡茶褐色整形不明ハケナデ後ヘラナデ，ヘ

ラ縦ナデⅢａ
５７Ｊ
５７Ｋ
５８Ｋ

４１６

白色石・茶色石などの細かい石を含む
（５�大の石あり）良茶褐色（内外とも黒班あり）ハケナデ

ヘラナデハケナデ，ヘラナデⅢａ４７Ｍ
・Ｎ４１７

石英・白色石・茶色石などの細かい石
を含む普通うすい黄茶褐色（黒班あり）ヘラナデ

ヘラ縦ナデ
ヘラ縦ナデ
ヘラ横ナデ　三角突帯

Ⅲａ
Ⅲ
Ⅱｂ

１Ｔ
６３Ｈ
６４Ｈ

４１８

白色石・黄白色石・石英などの細かい
石を含む良黄っぽい淡茶褐色ヘラ横ナデヘラナデⅢａ４１９

白色石・石英・黄白色石などの細かい
石を含む良白っぽい灰褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデ，２条の沈線Ⅱｂ６４Ｈ４２０

石英・白色石・黄白色石・茶色石・長
石などの　細かい石を多く含む　普通淡茶褐色ヘラ縦ナデヘラナデ，ヘラ縦ナデⅡａ６４Ｈ４２１

白色石・黄白色石などの細かい石を含む普通黄白色（外に黒班あり）ていねいなヘラ横ナデヘラ縦ナデ表採４２２
石英・白色石などの細かい石を含む（５
�大の石あり）良茶褐色ヘラナデハケ横ナデⅢａ４２３

黄白色石・石英などの細かい石を含む良黄みがかった淡茶褐色　
（外はやや赤み黒っぽい）ていねいなヘラナデていねいなヘラ縦ナデⅢａ４７Ｍ４２４

白色石・石英・長石などの砂粒を多く
含む（４�大の石あり）普通淡茶褐色（黒班あり）ヘラ横ナデヘラ縦ナデ，ヘラ押Ⅱａ６４Ｈ４２５

白色石・石英などの細かい石を含む（５
�大の石あり）良明茶褐色ヘラ縦ナデ横あるいは縦のヘラナデⅡａ６４Ｈ４２６

白色石・黄白色石・石英などの細かい
石を含む良淡茶褐色（黒班あり）ヘラナデ

内底粗いケズリヘラミガキⅢａ５４Ｍ４２７

白色石・茶色石・石英などの細かい石
を含む普通淡茶褐色横ヘラミガミていねいなヘラナデⅡ４２８

白色石・石英などの細かい石を含む良淡茶褐色（黒班あり）
（内は黄っぽい）

ヘラ横ナデ
ヘラ縦ナデ

ヘラ横ナデ
ヘラ縦ミガキⅢａ４５Ｍ４２９

黄白色石・石英・茶色石などの細かい
石を含む良黄っぽい淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢａ４５Ｍ４３０

石英・黄白色石・茶色石などの細かい
石を含む良淡茶褐色（外に黒班）ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢａ４３１

石英・白色石・黄白色石などの細かい
石を含む普通灰黒褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢ４８Ｍ４３２

黄白色石・石英などの細かい石を含む
（６�大の石あり）良外：黄っぽい淡茶褐色

内：茶褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢａ４６Ｍ４３３
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白色石・茶色石・石英などの細かい石
を含む普通茶褐色ていねいな横ナデヘラナデⅢａ４３４

白色石・石英・茶色石などの細かい石
を含む（５�大の石あり）良黄みがかった淡茶褐色ヘラナデヘラナデ表採４３５

白色石・石英などの細かい石を含む普通外：赤みがかった淡茶褐色
内：黒褐色ヘラナデヘラ縦ナデⅢａ４３６

茶色石・白色石・石英などの小石を含む良茶がかった黄褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢａ４５Ｎ４３７
６�大の茶色石多く他に白色石・石英
などの細かい石を含む普通黄っぽい淡茶褐色ていねいなヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅢａ４５Ｍ４３８

白色石・石英多などの細かい石を含む普通黄っぽい淡茶褐色ヘラ縦ナデヘラナデⅢａ４５Ｍ４３９

白色石・石英・黒曜石などの細かい石
を多く含む（４�大の石あり）良暗茶褐色

ヘラ横ナデ
ていねいだがでこぼこ
あり

ヘラ縦ナデ１Ｔ４４０

白色石・石英・茶色石などの細かい石
を多く含む良外：黄っぽい淡茶褐色

内：黒褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢａ４４Ｍ４４１

白色石・黄白色石・石英などの細かい
石を含む普通明茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅢ４７Ｍ４４２

石英・黒曜石などの細かい石を含む良外：黄っぽい淡茶褐色
内：黒褐色ヘラナデハケ縦ナデⅢａ４５Ｍ４４３

茶色石・黄白色石・白色石などの細か
い石を含む（４�大の石あり）良外：黄っぽい淡茶褐色

内：茶褐色ていねいなヘラナデ粗いヘラナデⅢａ４４Ｍ４４４

白色石・石英・茶色石などの細かい石
を含む（５�大の石あり）良明茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデⅢａ４７Ｍ４４５

白色石・金雲母・石英などの細かい石
を含む普通黄っぽい淡茶褐色

（内はやや黒み）ヘラ縦ナデ粗いヘラナデⅢａ４４６

石英・黄白色石・茶色石などの細かい
石を含む（６�大の石あり）良淡茶褐色（内はやや黒っぽ

い）ヘラ横ナデヘラ縦ナデ横ナデ２Ｔ４４７

白色石・茶色石・金雲母・黄白色石な
どの細かい石を含む良茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ

粗いヘラ縦ナデⅢａ４４８

黄白色石・白色石・石英などの細かい
石を含む良明茶褐色ていねいなヘラ横ナデていねいなヘラナデⅢａ４４９

黄白色石・石英・茶色石・黒曜石など
の細かい石を含む良明茶褐色ていねいなヘラナデミガキに近いていねい

なヘラナデⅢａ４５Ｍ４５０

白色石・石英・黄白色石などの細かい
石を含む良黄茶褐色ていねいなヘラナデヘラミガミⅢａ４４Ｍ４５１

石英・黄白色石などの細かい石を含む良外：赤っぽい明茶褐色
内：黄褐色ヘラナデていねいなヘラミガミⅢａ４４Ｍ４５２

石英・白色石・茶色石などの細かい石
を含む良淡茶褐色ヘラナデヘラナデⅢａ４７Ｍ４５３

白色石・石英・茶色石などの細かい石
を含む良茶褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデ４Ｔ４５４

白色石・石英・黄白色石などの細かい
石を含む普通外：明茶褐色

内：淡黄褐色ヘラ横ナデヘラ縦ミガミ
ヘラ縦ナデⅢａ４５Ｍ４５５

白色石・石英・黄白色石などの細かい
石を含む（５�大の石あり）良外：黄みがかった明茶褐色

内：淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢ４６Ｎ４５６

白色石・石英などの細かい石を含む普通黄みがかった明茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラ縦ナデⅢａ４５７
白色石・黄白色石などの細かい石を含む普通淡茶褐色（内にやや黒み）ヘラ横ナデヘラ縦ナデⅢａ４５８
白色石・黄白色石・茶色石などの細か
い石を含む良黒っぽい黄褐色ヘラナデこまかいハケナデⅢａ４５９

白色石・茶色石・石英などの細かい石
を含む普通外：暗灰褐色

内：淡茶褐色ヘラナデヘラミガミⅢａ４７Ｍ４６０

黄白色石・石英・金雲母などの細かい
石を含む良明茶褐色ヘラナデヘラナデⅢａ４６１

石英・白色石・黄白色石などの細かい
石を含む普通暗い淡茶褐色ヘラナデヘラナデⅢａ４４Ｍ４６２

石英・白色石・黄白色石などの小石を
含む普通明茶褐色指押し粗いヘラナデⅢａ４５Ｍ４６３

白色石・石英・黄白色石などの細かい
石を含む良黒褐色強い押しヘラナデ？ていねいなヘラナデⅢａ６２Ｍ４６４

白色石・石英などの細かい石を含む普通明茶褐色指押しヘラナデⅢａ６２Ｍ４６５
黄白色石・石英・茶色石・白色石など
の細かい石を含む普通茶褐色ヘラナデ粗いヘラナデⅡ４６６

黄白色石・金雲母・石英などの細かい
石を含む普通灰茶褐色指押し深いヘラナデ

指ナデ？Ⅲａ６２Ｍ４６７

石英・白色石・黒曜石・黄白色石など
の細かい石を含む良黄みがかった淡茶褐色ヘラ縦ナデヘラナデⅢａ６１Ｍ４６８

白色石・石英・黄白色石などの細かい
石を含む良外：茶褐色

内：黒褐色ヘラナデ粗いヘラ縦ナデⅢ４７Ｎ４６９

黒曜石・石英・黄白色石などの細かい
石を含む普通茶褐色ヘラ縦ナデヘラ縦ナデ表採４７０

白色石・石英・茶色石などの細かい石
を含む良外：灰褐色

内：淡茶褐色ヘラナデヘラナデⅢａ４７１
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　この時期の遺構として土坑が４基，溝が５条ある。

　１　土坑

　１）土坑１（第８７図）

　４４Ｍ区で発見された長径１７０�，短径１３０�の楕円形をした土坑で，深さは２０�ある。埋土は暗黄

褐色を呈する土である。破片のみの成川式土器が２８点出土しているが，いずれも小破片であり，流

れ込みと思われる。北側の外側に６０�×４０�の範囲に炭が散在している。

　２）土坑２（第８８図４７２～４７９）

　４８Ｍ区で発見された上で１６０�四方，底で１３０�四方ほどの正方形をした土坑で，深さは４０�ある。

埋土の中から土師器・内黒土師器・須恵器・両端穿孔棒状土錘が出土している。

　土師器には坏・皿・鉢・甕がある。坏の底部直径は６．５�あり，やや丸みをおびて立ち上がる。
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皿は口縁直径が１５．５�，高さが１．８�，底部直径が１１．５�あり，やや上げ底となっている。ヘラ切

り離しである。口縁はゆるやかに外反して細くおわっている。ていねいなろくろびきで，内面に

『×』印の刻書がある。短い線から先に引き，長い線へ移っている。乳灰色を呈し，精製土を用い

ている。焼成度は良い。鉢は小型で，口縁直径が２０．５�ある。口縁はまっすぐ伸びており，端部は矩

形を呈している。内外ともヘラ横ナデで仕上げている。甕は内面がヘラケズリで３点出土している。

　内黒土師器は蓋で，口縁直径が２０�あり，端部がやや丸くなり，内面に段ができている。外面は

黄みがかった明茶褐色を呈し，ていねいにナデている。内面はていねいなヘラミガキで仕上げ，光

沢のある黒色を呈している。焼成度は良く，石英などの微砂を用いている。

　須恵器は甕の破片で，外面に条痕タタキ，内面に条痕当て具の痕が残っている。外面は緑がかっ
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た淡茶褐色，内面は赤みがかった淡茶褐色を呈している。白色石・黄色石・石英などのこまかい石

を多く含んだ土を用い，焼成度は良い。

　両端穿孔棒状土錘は３点出土しているが，いずれも折れている。端部がやや幅広く，孔のあくほ

うは押さえてやや薄く作っている。表面はていねいなヘラナデで，孔は一方から穿たれている。茶

褐色を呈し焼成度は良い。石英・黒雲母・白色石などの細かい石を含んだ土を用いている。

　他に成川式土器１２点も出土しているが，以上の出土品からこの土坑は９世紀頃のものと思われる。

　３）土坑３（第８７図）

　５１Ｎ区で発見された長さ１０５�，幅６０�，深さ１５�の長方形をした土坑である。床面は長さ７５�，

幅５０�で，中央がややあがっている。

　４）土坑４（第８７図）

　５２Ｍ区で発見された直径６０�の土坑で，深さが２５�ある。いっぽうは袋状を呈し，片隅がやや下

がっている。埋土は上部が暗茶褐色軟質土，下部が池田シラス混じりの淡茶褐色土である。

　２　溝

　東西方向に流れる溝が４条，南北方向に流れる溝が１条ある。

　１）溝１（第８９図）

　４２Ｍ区で検出された幅９０�～１５０�，深さ２０�～３０�ほどの溝で，ほぼ東西に流れ，長さ７ｍ近

くが発見された。

　２）溝２（第８９図，第９０図４８０～４９１）

　４５Ｍ区から４８Ｍ区へほぼ南北方向に流れる幅１００�，深さ３０�ほどの溝で，３３ｍほど検出された。

　埋土から土師器・須恵器・陶器・瓦質土器・青磁・白磁が出土している。

　土師器はヘラ切離し底の坏である。内底の立上がり部分は窪みとなって段をなす。淡茶褐色を呈

し，焼成度は普通である。石英を含む精製土を用いている。底に判読不明の墨書がみられる。

　須恵器の甕破片が２点ある。４８２は肩部，４８３は上半部である。４８２の外面は明淡茶褐色を呈し，

条痕タタキのあとヘラでナデている。内面は紫がかった淡茶褐色を呈し，同心円の当て具痕が残っ

ている。石英の多い細かい土を用い，焼成度は良い。４８３の外面は正格子タタキ，内面は同心円と

条痕の当て具痕が残っている。表面は黒灰色を呈しているが，内面は紫色で，外表面には自然釉が

かかっている。白色石や石英の細かい石の多い土を用い，焼成度は良い。

　陶器には甕とこね鉢がある。甕（４８４）は樺万丈窯産と思われるもので，軟質の須恵器である。

外は細かい条痕タタキ（下には長格子タタキもみられる）の痕がみられ，内はヘラナデで仕上げて

いる。外面は青っぽい灰褐色を呈しているが，その下は赤っぽい淡茶褐色をしている。内面は乳茶

褐色である。４�大の石もあるが，石英の多い細かい土を用いている。こね鉢（４８５・４８６）は東播

系産の軟質須恵器だが，口縁部のほうは硬質である。口縁は玉縁状となり，明灰褐色を呈している

が，口縁外面のみは暗灰褐色をしている。内外ともナデ仕上げで凹凸が目立っている。底は直径８

㎝と小さめで，糸切り離しである。石英や白色石などの細かい石を用いている。

　瓦質土器はこね鉢３点（４８７～４８９）がある。口縁部は端部が上下へ伸びた形をし，直径が２１�あ

る。端部は中央がやや窪んで，上端は使用のためか，つぶれている。内外ともでこぼこしているが，

内面の下の方は使用のためかつぶれて薄くなっている。灰褐色を呈している。石英・白色石の多い



－１２１－

��������	
���



－１２２－

��������	
	�



－１２３－

��������	
���



－１２４－

土を用いている。底部は，４８６と同じようにゆるやかな傾斜をしているものと，４８７のように割と急

に立ち上がっているものとがある。４８９は直径が９�あり，糸切り離しであるが，やや摩滅してい

る。内面は使用によって摩耗が目立ち，本来の面は一部しか残っていない。石が抜けたためか，小

穴が目立つ。外は暗灰褐色，内は白っぽい灰褐色を呈している。石英・白色石・黒っぽい石などを

含んでいる。４８７は直径が１１�ほどで，内面に使用痕がみられる。外面はヘラナデ・ヘラ押しで仕

上げ，表面の剥脱が目立つ。表面は黒褐色を呈し，石英・茶色石などの細かい石を用いている。

　白磁は口はげ口縁の碗（４９０）で，外に貫入がみられる。緑がかった白色釉がかかっている。

　青磁は鎬蓮弁文のある龍泉窯産の碗（４９１）で，オリーブ色をし，貫入が目立つ。

　これらの他に多量の成川式土器もあり，常滑焼らしい甕の小破片も１点ある。この溝の年代は古

墳時代・古代のものも含まれているが，樺万丈窯産甕・東播系産こね鉢・瓦質土器こね鉢・鎬蓮弁

文青磁碗・口はげ口縁白磁碗が示す１３世紀後半～１４世紀初頭頃のものと思われる。

　３）溝３（第８９図）

　４８Ｍ区で検出された幅１００�の溝で，ほぼ東西方向に流れ，長さ７ｍが発見された。溝２と直交

しているが，前後関係は不明である。

　４）溝４（第９１図）

　５５・５６－Ｋ～Ｍ区で発見された東西方向に延びる幅６０�～９０�，深さ３０�ほどの溝で，溝５の北

側に並行している。長さ２４ｍ発見されているが，東側は浅くなって途切れている。

　中から土師器坏と内赤土師器坏が出土している。土師器は底部直径が６．５�で，丸みをおびて底

へ移っている。ヘラ切り離しでやや分厚い。乳茶褐色を呈しているが，底はやや赤っぽい。石英・

茶色石を含んだ精製土を用い，焼成良好である。内赤土師器はヘラ切り離しの小破片である。

　５）溝５（第９１図）

　５５・５６－Ｋ～Ｍ区で発見された東西方向に延びる幅１００�～１５０�，深さ２０�ほどの溝で，長さ２５

ｍ発見されているが，東側は浅くなって途切れている。溝４と平行している。
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　出土数は少ないが，土師器・須恵器・陶器・磁器・土製品がある。

１　土師器（第９２図４９２～５００）

　坏・ ・皿・鉢・甕がある。

　坏は外へ開きながらまっすぐ伸びる口縁とヘラ切り離しの底部からなる。口縁直径は１２�で，外

面はろくろびきのためややへこみがあるもののまっすぐ伸びるものと，やや外反するものとがある。

底部直径は約７�あり丸みをおびて底へ至る。淡茶褐色を呈し，焼成度は普通である。石英などを

含む精製土を用いている。４９５は底のみ赤っぽく，内底に焼成後の『×』印の刻書がある。ていね

いな作りで，内は淡黒褐色，外は乳茶褐色を呈し，石英・茶色石などを含む細かい胎土である。

　 は高台部分で，直径が８．７�，高台の高さは１．２�ある。淡茶褐色を呈しているが，外底は淡黒

褐色である。焼成度は良い。

　皿は外反する器形をし，口縁直径１６．３�，高さ１．７�，底部直径１２．５�である。底はヘラ切り離

しで，乳茶褐色を呈している。焼成度は普通であるが，摩滅している。石英を多く含む精製土であ

る。
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　鉢は台付のもので，内外ともヘラナデである。淡茶褐色を呈し，焼成度は普通である。茶色石・

石英などの細かい石を含む土を用いている。甕は内面ヘラケズリである。

２　須恵器（第９３図５０１～５０８）

　坏身と甕・壺がある。坏身は口縁直径が１５．６�で，まっすぐ外へ開いており，軟質で灰褐色を呈

している。甕は割と薄い作りであるが，５０３は特に薄い。外面のタタキは正格子・長格子・条痕で，

正格子のあとヘラ横ナデをしたものもある。内面当て具は同心円と条痕がある。色調は灰黒色・青

灰色・灰褐色などを呈し，硬質に焼けているが，軟質のものもある。白色石・石英などを含む細か

い土である。壺は２点の小破片がある。内面はナデている。

３　陶器（第９３図５０９・５１０）

　５０９は外面に長格子タタキのある軟質の須恵器系陶器の甕である。内面はヘラナデで，外面が

赤っぽい茶褐色，内面が白っぽい乳茶褐色を呈している。石英が多く，茶色石も含む細かい土を用

い，溝２の４８４と同一個体かと思われる。樺万丈窯産の甕である。

　５１０はこね鉢の底で，直径が１０�で，ヘラナデで仕上げている。内外とも横方向のヘラナデで，

淡灰褐色を呈しているが，内面は使用痕があり，部分的にやや黒みがかっている。東播系窯産である。

　この他に図化していないが，常滑焼の甕の小破片が３点ある。

４　青磁（第９３図５１１・５１２）

　幅の狭い鎬蓮弁の碗と，青緑色釉の梅瓶がある。碗は灰緑色の釉である。梅瓶は肩部で，片彫り

の曲線文がみられる。内面は横方向のナデで仕上げチョコ色を呈している。釉はぶつぶつしている。

５　土製品（第９３図５１３・５１４）

　両端穿孔棒状土錘の破片が２点出土している。穿孔部は押して少し平坦にしている。
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　中尾遺跡の調査成果は２回に分けて報告している。前回は遺跡の北側の調査成果を，今回は南側

の調査成果を報告することになる。これらは一貫性のある時期と，全く別の集団で構成される時期

とがあり，これらを考慮しながらまとめなければならないが，それは別の項でまとめることにし，

ここでは今回報告分の調査成果をまとめることとする。
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　縄文時代の遺構・遺物は大きく早期・前期・後期・晩期に分けられ，なかでも早期と晩期（これ

は弥生時代早期・前期へと継続している）に安定した生活跡を残している。

　早期は土器型式にして６期に分けられるが，主体となるのは早期中葉の桑ノ丸式・下剥峯式・押

型文土器の時期で，遺構として検出された集石遺構・集積遺構もこれらの時期である可能性がある。

　これらの前に当たる前平式土器の時期は５８Ｌ区付近に少量の土器が出土しているのみであること

から，キャンプサイト的な存在であったと思われる。集石遺構は，４７Ｎ区に少し離れて１基あるが，

２～１２号は５１～５９区にまとまって連続していることから一連のあまり時期差のない遺構であろうと

思われる。これはのちに四方高迫遺跡で記すように基礎的な本体と，そのかき出しとに分かれるこ

とを考慮すれば１１基からなっており，４７Ｎ区の１号のみが本体は別にあって，これはかき出し場で

ある。集積遺構もこれらの一角にあることから同じ集団のものと思われる。生活の場とすれば住居

や墓など基礎的なものがないが，ある時期の生活跡と思える。ここの集積遺構はいわゆるデポ的な

要素はみられず，石器製作場的様相を示しているようで生活跡の一要素と思われる。

　土器の分布を比較すれば，それぞれの時期によって集中場所が異なる。早期前葉は５８Ｌ区周辺に

集中しているが，中葉の桑ノ丸式・下剥峯式・押型文土器は５７～５９Ｋ区に集中している。さらに後

葉の平栫・塞ノ神式土器になると，５１～５３Ｍ・Ｎ区周辺へ居住地を移している。これを先の集石遺

構と合わせると１号・６号は該当する型式がないが，他はいずれかにあたり，２号～５号は平栫・

塞ノ神式土器，７号～１２号は中葉の土器と分布が重なる。ただ，４号・５号集石遺構は桑ノ丸式土

器と思われる土器が近くにあることを考えると，これらの集石遺構はいずれも中葉のものである可

能性が強い。

　曽畑式土器は５２・５３－Ｍ・Ｎ区と，５７～５９－Ｊ・Ｋ区の２か所に集中か所が分かれる。これを同

時期における２つの集団と考えるか，時期を異にするものと考えるかは今後検討する余地があろう。

　ただ，この２か所の集中か所は第１３９図でわかるように谷頭の脇にあり，いずれも湧水地の近く

に居を構えていた可能性がある。

　晩期は５８・５９－Ｋ・Ｌ区付近と６４・６５－Ｇ・Ｈ区付近に集中している。
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　遺構の変遷から当時の生活変遷をとらえることができないとすれば，当時の生活用具の違いに

よってその移り変わりを探ることはできないだろうか。

　鹿児島県では遺構検出が困難であることから，細かい移り変わりを探ることはむずかしい。ここ

でも早期と前期・晩期といった大きな変化しか探ることできないが，それでも両時期において大き

な違いがある。①早期の石器には石鏃が多く含まれ，逆に晩期の石器には扁平打製石斧が多く含ま

れる。②早期だけにみられる石器としてつまみ形石器があり，礫器が多くみられる。③前期・晩期
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の石器には石匙・石錐が含まれるが，早期にはない。④黒曜石の原産地をみると，早期には近隣地

産と思われる質の悪いものを用いているのに対し，前期あるいは晩期には西北九州産のものが多く

含まれる。ただ，早期の石器には西北九州産製のものがみられることから原石などは持ち込まれて

いないが，完成品（製品）だけが持ち込まれた可能性が想定できる。

　以上の特徴だけみても，この両時期において生活形態，交易形態において大きな違いがあったこ

とがわかる。
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　多くの出土品のなかには特異な遺物もあり，ここではそのうちの２つについて記すこととする。

　まず磨製石剣である。縄文時代晩期には南さつま市坊津町や大口市などで装飾のある石刀が出土

しているが，弥生時代には南さつま市高橋貝塚と，鹿屋市栄田遺跡で出土しているだけで，出土例

の少ないものである。このうち，栄田遺跡のものは整然とした鉄剣形のものであり，当遺跡のもの

とは高橋貝塚のものとが似ている。整形もていねいであり，実用というよりは祭祀的なものと思わ

れる。全国的に広がりを見せていることから，ここで出現したというより，他地域とのつながりに

よって作られたものであろう。

　次に線刻土器である。県内の出土例をみると，縄文時代には指宿市大園原遺跡で後期の家と思わ

れる絵が，日置市黒川洞穴で晩期の狩猟風景と思われる絵が発見されている。弥生時代には南さつ

ま市諏訪前遺跡で竜が，鹿屋市名主原遺跡で人物が描かれた土器などが出土している。古墳時代に

なると，魚・船と思われるものが指宿市・鹿児島市などで出土している。古代でも薩摩川内市薩摩

国府跡や姶良町萩原遺跡などで墨書土器や線刻土器がある。

　このように出土例は少ないが，当遺跡のものは描かれた土器の形態も特殊な壺形土器であり，絵

自体も部分的であることからはっきりしないが，人物画とすれば胴部に描かれた三角文が壺形土器

（１９３）の突帯に刻まれたものと類似していることから前期のものと思われる。さらに，この絵の

内容を考えてみると手の向きに違和感があるが，足の形態から出産状況を描いたとも考えられる。

生産と結びつけた祭祀に用いられた可能性がある。
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　平成７年度までの調査で２０軒を超える多くの竪穴住居跡が発見されており，この台地に大きな集

落が存在していることがわかったが，平成８年度以降では５軒の竪穴住居跡しか発見されず，この

集落の南北における範囲が確認された。いっぽうでは平成８年の確認調査と，平成１６年の本調査な

どによって８基の墓が確認され，居住域と墓域の存在もはっきりした。ここでは今回報告した５軒

の竪穴住居跡について，その性格を考えてみたい。

　５軒の竪穴住居跡の平面形は方形のものが４軒あるのに対して，円形のもの（４号竪穴住居跡）

が１軒ある。ただ，円形のものについては平面積が７�しかなく，深さが４５�もあること，遺構内

から多量の土器が出土するなど他の４軒とは様相が違うことから，住居ではなく貯蔵穴，あるいは

祭祀遺構など他の性格を持った可能性がある。とすれば，多くても４軒の住居だけから成る集落と

考えることができ，これらは狭い範囲に集中していることとなる。７年度までに検出された構成に

比べると，数軒の軒数で構成された散村的な集落となっている。
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　当遺跡は当初「諏訪尾遺跡」として調査を始めたが，調査を開始してから小字名が違うことが判

明したため，遺跡名を改めた。
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　調査は，測量基準として「一般地方道折生野・神野・吾平線改良施行計画平面図」のセンターラ

イン№１２と№１７の２点を結ぶ線を基軸に，南から北方向に１・２・３…，西から東方向にＡ・Ｂ・

Ｃ…とする１０ｍ間隔の調査用グリッド（区割り）を設定して実施した。

　なお，レベル原点として肝属郡吾平町上名字中尾の町営グラウンドに所在するＢＭ．６（Ｈ＝

４９．４５９ｍ）と同字中尾６３９６番地に所在するＢＭ．５（Ｈ＝５１．８８７ｍ）を基準として利用した。

　まず，遺跡の範囲や性格を把握するため調査対象部分，約８，０００�を対象に確認トレンチを９か

所設定して行った。調査面積は７０�である。その結果，４か所のトレンチでは遺構・遺物とも発見

されなかった。しかし残り５か所の地域には遺跡が残存することが判明したため，確認調査を本調

査に切り替え，継続して調査を実施した。調査対象面積は３，４００�であった。

　調査の順序としては伐採等の環境整備を実施した後，重機（バックホー）によって表土・アス

ファルトなどを除去し，Ⅱ層以下について遺構検出面であるⅣ（池田火山灰）層上面あるいはⅥ

（アカホヤ火山灰）層上面まで人力（山鍬・ジョレン等を利用）による掘り下げを行った。出土し

た遺物（土器・石器など）を記録して取り上げた後，検出した遺構（竪穴住居跡・溝状遺構など）

については，それぞれ丁寧に掘り下げを行い（移植ごて等を利用），写真撮影や図面作成作業を実

施した。その後，Ⅶ（乳茶褐色粘質土）層まで人力によって掘り下げ，再度，遺物の取り上げなど

を行い，遺構検出（集石など）・図面作成作業などを実施した。さらに，下層確認のため，部分的

に下層確認トレンチを設定して掘り下げを行い，遺物包含層の確認に努めた。なお，掘削によって

生じた排土は，調査区の幅が狭いために隣接する事業区内の調査終了区間などにベルトコンベアや

タイヤショベル，バックホーによって搬出した。その際，調査地と現道との高低差がある場合は，

作業上の安全などを考慮して場合によっては法勾配を取りながらの掘削，排土処理を実施した。な

お，各年度とも発掘調査終了跡には掘削部分の埋め戻しを行った後，県土木部（鹿屋土木事務所）

への調査現場の引き渡しを実施した。
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　調査区は中央をほぼ南北に走る道路を境にして南西側（２～１０－Ｂ～Ｄ区）と，北東側（９～１８

－Ｄ～Ｆ区）とに分かれた。南西側ではⅦ層で縄文時代早期の集石遺構１３基・集積遺構１基・土坑

１基が検出され，前平式土器・石坂式土器・石鏃・打製石斧・礫器・磨石・石皿が出土した。土器

はほとんどが石坂式土器で，前平式土器は１点だけだったことから，集石遺構などの遺構や石器は

石坂式土器期のものと思われる。北東側ではⅡ層で弥生土器・土師器が出土し，土坑１基が検出さ

れた。弥生土器は中期後半の山ノ口式土器で，甕形土器・壺形土器である。土師器は古墳時代前・

中期の中津野式土器・笹貫式土器で，甕形土器・壺形土器である。磨製石鏃が１点出土しているが，

形態からして弥生時代のものと思われる。
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　遺跡は台地の西端近くに立地し，特に南西側は傾斜面近くにある。Ｄ区東壁では４区を最高にし

て南へ北へやや下降している。層序は基本的なものとほとんど同じで，Ⅰ層が表土，Ⅳ層（Ⅱ・Ⅲ

層はほとんど見られない）が池田火山灰で弥生時代，古墳時代の遺物包含層である。Ⅴ層が池田降

下軽石，Ⅵａ層がアカホヤ火山灰，Ⅵｂ層がアカホヤの軽石層，Ⅶ層が乳茶褐色粘質土で縄文時代

早期の遺物包含層である。Ⅷ層は黒褐色土，�層は薩摩火山灰層，Ⅹ層は黒褐色土，�層は通称

チョコ層と呼ばれる暗茶褐色粘質土，�層は黄褐色粘質土，��層は橙褐色土，��層は通称シラスと

呼ばれる姶良カルデラ噴出の火山灰である。
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　縄文時代の遺構として集石遺構と，石皿・

磨石集積遺構，土坑がある。縄文時代の遺

構・遺物のほとんどは調査区の南西側にあた

る２～８－Ｂ～Ｄ区に集中している。本地域

の地形はⅦ層下部でみると，４Ｄ区付近に頂

部があり，ここからゆるやかに西側へ下って

いる。４Ｄ区と，北西隅にあたる９Ｂ区との

比高は１．６ｍほどである。

１　集石遺構

　２～７－Ｂ～Ｄ区で１３基の集石遺構が検出

された。集石遺構は４Ｄ区の最頂部を囲むよ

うにして同心円状に分布しており，特に３～

６－Ｃ・Ｄ区には１１基とそのうちの多くが存

在している。

　１）集石遺構１号（第９７図）

　２Ｄ区で検出された集石遺構で，５０�四方

のなかに８個の大きな円礫が集中している。

ほとんど幼児頭大の円礫で安山岩である。掘

り込みはみられず，一部は重なっている。礫

は火をほとんど受けておらず，人工遺物は含

まれていない。

　２）集石遺構２号（第９８図）

　３Ｃ区で検出された集石遺構で，１００�×

７５�のなかに３４個の円礫があり，この西側に

石皿がある。５�大の小さいものから，１５�

の大きいものまで散在しており，いずれも安

山岩で火熱を受けたものが多い。掘り込みは

ない。石皿は深くくぼんだもので，その上に

欠損した磨石２個と礫２個が乗っている。周

辺に石坂式土器の胴部片が１点ある。

　土器（５１５）は外面に浅い綾杉状の貝殻条

痕が施されているが，その後，部分的にヘラ

ナデもみられる。内面はていねいな横方向の

ヘラナデで仕上げている。外面は淡茶褐色，

内面は灰褐色を呈し，焼成度は良い。石英・ ��������	
��
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黄白色石の細かい石を多く含む砂質土を用いている。石坂式土器である。

　石皿（Ｓ１９９）は長径が３７�，短径が２４�の楕円形をした軟質溶結凝灰岩製である。厚さは１０�

近くで，片面が３．５�ほどの深さに窪んでおり，片方に注ぎ口を有する。逆の面は自然面を残して

いる。

　３）集石遺構３号（第９７図）

　３Ｄ区で検出された集石遺構で，東側に整然とした礫群が，西側に散在した礫群がある。掘り込

みはともになく，床面は東側が高く，西側へ向かって下降している。東側の礫群は直径５５�のなか

に２２個の円礫が集中し，そのまわりに３個の円礫がある。これらの円礫はこぶし大よりやや大きく，
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角がすり減ったものが多い。中央の礫は上が水平に一部欠けているが，その部分は一部焼けている。

焼けた痕跡が顕著に観察できるのは全体の１／３程度である。石材は花崗岩もいくらかあるが，多

くは安山岩である。西側の礫群は東側に比べてやや小さい礫が多く，７０�四方の範囲に１７個がある。

東側のほうが一次的に置かれたもので，西側のほうは使用後取り除かれたものと思われる。

　半欠の安山岩製石皿（Ｓ１９６）が１点出土している。長径が１４．５�＋α，短径が２０�ほどの略楕

円形を呈しており，厚さは約４�ある。両面とも使用しており，ともにいくらか窪んでいる。

　４）集石遺構４号（第９９図・第１００図）

　３Ｄ区で検出された集石遺構で，直径９０�ほどの円形の範囲にこぶし大の円礫が３０個程平面的に

散在している。風化が激しくもろい花崗岩も数個含まれているが，そのほかのほとんどは安山岩で

ある。この南側５０�の所には集石３があることから，集石４は集石３の捨て石の場とも考えられる。
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また，この北側には完形に近い石坂式土器が数点あり，南側にも１点の破片がある。

　５１６～５１９は同一個体と思われる深鉢で，内面に厚くこげが付着している。外へ開きながら伸びる

器形を呈し，口縁近くでゆるやかに外反している。口縁部はややでこぼこしているが，直径が１７．５

�あり，端部は薄くなり矩形を呈している。外面は綾杉状二枚貝条痕のあと，上半には左下がりの

斜方向の二枚貝押圧文がみられ，部分的にはそのあとヘラナデを施している。剥脱も目立つ。内面

は上部が横方向，下部が縦方向のヘラナデで仕上げている。底部は安定した平底で，ていねいなヘ

ラナデをしているが，でこぼこし剥脱も目立つ。底には白色粉が全面に付着している。底は中央の

円盤のまわりに粘土紐を巻き付ける作りである。上部に円形の補修孔があるが，外からうがってい

る。５２０も同様な作りだが，やや大きい。

　色調は赤あるいは灰色がかった淡茶褐色を呈し，堅く焼けた部分もあるが，普通の部分が多い。

石英・茶色石・白色石・雲母・長石などの細かい石を含んだ土を用いている。

　５）集石遺構５号（第１０１図・第１０２図）

　３Ｃ区で発見された集石遺構で，約３０個の礫が１．３ｍ×１．２ｍの範囲に広がっている。安山岩・ホ

ルンフェルスなどの角礫・円礫で，火熱を受けてもろくなっている。掘り込みはないが，やや東へ
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上昇している。中央付近に土器が集中している。

　土器が４点出土しており，うち１点は破片のため図化していない。

　５２１は口縁直径が２６�あり，外反する円筒土器である。口唇部にはヘラによる浅い押圧文がある。

外面は口縁近くに６段の巻貝殻頂による押圧文がみられ，その下には幅の広い貝殻条痕が横あるい

は綾杉状にみられる。内面は口縁近くが横方向，その下が縦方向のヘラナデであるが，口縁近くは

ていねいである。押圧文の上に，割と接近して２個の浅い円穴がみられる。補修孔を作る意図がう

かがえるが，未孔である。部分的に黒褐色を呈しているが，概して黄色っぽい淡茶褐色で，内面は

やや赤っぽい。焼成度は普通で，表面は剥脱が目立つ。茶色石・黒色石・白色石・石英・雲母・灰
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褐色石などを含む砂質土を用いている。

　５２２は口縁直径が１７�あり，外反する円筒土器である。薄手の作りで，口唇部にはヘラによる押

圧文がある。外面は口縁近くに７段ほどの二枚貝腹縁による横方向の押圧文があり，その下は綾杉

状の貝殻条痕がみられる。内面はていねいなヘラナデがみられ，下のほうにこげが付着している。

外面は茶褐色を呈しているが，内面は黄みがかった褐色である。焼成度は普通で，石英・黄白色石

などの細かい石を含む胎土である。この破片は４Ｃ区Ⅶ層で出土した土器と接合している。

　５２３は底径が１４�ある平底の深鉢で，外へ開きながらまっすぐ伸びている。外面は幅の広い綾杉

状貝殻条痕で，底近くはヘラによる横ナデで仕上げている。立ち上がり部分にはヘラによる押圧文

がみられる。底は厚く，ミガキに近いていねいなヘラナデで仕上げている。内面は縦方向のヘラナ

デで，下半部にはこげが付着している。接合せず，直径がいくらかあわないが，文様，厚さ，色，

胎土などが似ていることから５２１と同一個体の可能性がある。

　６）集石遺構６号（第１０１図）

　４－Ｃ・Ｄ区のⅦ層最下部で発見された集石遺構で，３２個の円礫が幅５０�，長さ１ｍの列状に並

んでいる。中央付近に２個の大きな礫があり，その周辺にこぶし大の礫がある。安山岩が主で，花

崗岩や砂岩等も混在している。３分の１ほどの礫が火熱を受けて赤く変色したり割れている。掘り

込みはなく，ほぼ平坦で石が重なった部分もある。

　石皿（Ｓ２００）が１点含まれている。１５�×２１�ほどの角張った楕円形をした花崗岩を用いてい

る。厚さは６�近くあるが，ややでこぼこし，片面のみを使用しているが，使用痕跡は顕著でない。

　７）集石遺構７号（第１０３図）

　４－Ｃ・Ｄ区のⅧ層直上で発見された集石遺構で，４９個の円礫が幅０．９ｍ，長さ１．１ｍの範囲に広

がっている。東側の８０�×９０�の円形の範囲には３９個の礫が集中しており，これが本体と思われる。

石材には安山岩・花崗岩・軽石等があり，このうち赤色に変色している礫は５個しかない。掘り込

みはなく，ほぼ平坦だが，東から西へ向かってやや下降している。中に円盤状軽石製品１点がある。

　軽石製品（Ｓ２０１）は１５．５�×１６．５�のほぼ円形をした円盤形をしている。厚さは約２�と扁平

で，二つに割れている。黄みがかった軽石を用いており，摩耗が目立つ。ボロボロしているため加

工痕ははっきりしないが，周辺をていねいに磨いているようである。

　８）集石遺構８号（第１０３図）

　４Ｄ区のⅧ層直上で発見された集石遺構で，２４個の円礫が７０�×８０�の範囲に丸く散らばってい

る。石材は安山岩が主体で，赤く焼けた痕跡のあるのは１点だけである。掘り込みはなく，ほぼ平

坦である。

　人工遺物は含まれていない。

　９）集石遺構９号（第１０３図）

　５－Ｃ・Ｄ区のⅧ層上面で発見された集石遺構で，２３個の円礫が直径５０�の範囲に集中している。

安山岩と花崗岩で，３�ほどの小さいものから１５�ほどの大きさのものまである。３分の１ほどの

礫は赤く変色している。ほぼ平坦だが，中央がやや窪んでいる。

　人工遺物は含まれていない。
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　１０）集石遺構１０号（第１０４図・第１０６図　５２４・５２５・Ｓ２０２）

　５・６－Ｃ区のⅧ層直上で発見された集石遺構で，６２個の円礫が１．１ｍ×２．１ｍの範囲にある。石

材は安山岩が多く，花崗岩も少量含まれている。南東隅には３８個の礫が直径７０�の円形の範囲に集

中しており，ここは１５�ほどにくぼんでいる。ここが主体部と思われる。その北西側には４０�×６０

�の楕円形の範囲に２１個の礫が集中している。ここは廃棄の場と思われる。これらの北側には土器

が集中している。石坂式土器である。

　土器２点と石器１点が出土している。土器は口縁部が外反し，分厚い作りのもので，５２４の口縁

直径は２１．５�ある。５２４の口縁の１か所は厚くなり，こぶ状を呈している。口唇部はともにヘラに

よる細い押圧文が施され，外面は上部が貝殻による押圧文，下部が二枚貝の綾杉状条痕であるが，

押圧文が５２４は二枚貝による左下がり，５２５は巻貝殻頂による横方向である。５２５は押圧のあと横方

向のヘラナデを施している。内面はともに横方向のヘラナデである。５２４の外面と５２５の口縁内面に

はススが，５２４の内面下部にはコゲが付着している。５２４は輪積み痕跡が良く残っており，外面は剥

脱痕が目立つ。色調は外面が５２４は茶褐色，５２５は明茶褐色，内面が５２４は黄みがかった淡茶褐色，

５２５は赤っぽい明茶褐色をしている。胎土はともに石英・白色石・茶色石・角閃石などの細礫を含

み，焼成度は５２５は良いが，５２４は普通である。５２４は６Ｃ区Ⅶ層出土の破片と接合している。

　石器は頭部の欠けた局部磨製石斧（Ｓ２０２）である。先端は細いＵ字状を呈しているが，ここの

みを磨いている。周辺をていねいに打ち欠き，幅７�に仕上げている。頁岩製で，風化している。

　１１）集石遺構１１号（第１０５図・第１０６図　５２６・Ｓ２０３～Ｓ２０５）

　６Ｃ区のⅦ層で発見された集石遺構で，５５個の円礫が０．６ｍ×１．０ｍの範囲に広がっている。掘り

込みはなく，ほぼ平坦な部分に広がっており，こぶし大の安山岩が多いが，扁平なものもある。また，

砂岩の扁平なものと角礫，非常に風化した花崗岩も数点ずつある。この集石遺構の西側へやや下降

している部分には石坂式土器が数点ある。集石遺構の中及びまわりには石皿や磨石・石斧もある。

　土器１点と石器３点が出土している。

　土器は集石遺構１０号で出土した５２４と，形態・文様・厚さ・色調・胎土・焼成度などがほとんど

同じで，同一個体の可能性がある。

　Ｓ２０３は頁岩製の礫器で，風化が激しい。長さが１１．５�，幅が５．５�の長方形をしており，刃部の

み両側から細かい加工をしている。Ｓ２０４は長径１３�，短径１０�，厚さ３�の円形に近い形をした

砂岩製の石器で，両面ともよくすれており，側面には全周，特に頭部以外の場所に敲打痕がみられ

る。磨石・敲石・石皿兼用の石器だろうと思われる。Ｓ２０５は長さ２８．５�，幅２２�，厚さ７．５�の砂

岩製石皿で，でこぼこしているが，両面を使用している。裏面には中央に丸くて浅い窪みがある。

　１２）集石遺構１２号（第１０７図・第１０８図）

　６Ｃ区のⅦ層下面で発見された集石遺構で，３０個の礫が１ｍ四方に散在している。北側に２個の

石皿を配し，それと接するようにして石坂式土器がある。安山岩が主体で，火を受けて破砕してい

るものもある。また風化してボロボロとなった花崗岩が２点ある。ほぼ平坦であることから，捨て

られたものと思われる。

　土器３点と石器３点がある。

　５２７はこぶ状突起のある頸部付近の破片である。外面は幅の広い貝殻条痕で，突起の上は右下が
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りの二枚貝押圧文がある。内面はていねいなヘラナデで仕上げている。黄みがかった淡茶褐色を呈

し，焼成度は良い。石英・黄白色石の細かい石が含まれている。

　５２８は口縁直径が２６�ある分厚い作りの深鉢で口唇部には左下がりのヘラ押圧がみられる。外面

は上に二枚貝腹縁による横方向の押圧文があり，下には幅の広い綾杉状貝殻条痕がみられる。内面

は横方向のていねいなヘラナデで仕上げている。淡茶褐色を呈し，焼成度は普通である。石英・白

色石の多い土を用いている。

　５２９は口縁直径２５�，高さ２７．３�，底径１３．５�の完形品である。安定した平底から開きながら

まっすぐ上へ伸び，外反して口縁へ至る。分厚い作りの深鉢である。口唇部に左下がりの浅いヘラ

沈線があり，口縁部には８段ほどの巻貝殻頂による押圧文があり，その下には二枚貝腹縁による綾

杉状貝殻条痕がみられる。底近くは横方向となる。内面の上方は横方向，下は縦方向のヘラナデで

ある。口縁近くに円形の補修孔が２個みられる。色調は茶褐色で，焼成度は普通である。石英・白

色石などの細かい石を含んでいる。この土器は５Ｃ区・６Ｃ区Ⅶ層の土器とも接合している。

　Ｓ２０６は長径１０�，短径８．５�，厚さ４．４�の楕円形をした安山岩製石器で，両面が良く磨かれて

いる。片面の中央付近に浅い窪みがあり，側面は全周に敲打痕がある。これは磨石・敲石・凹石を

兼用した石器である。

　Ｓ２０７とＳ２０８は石皿である。Ｓ２０７は平面が２０．５�×１３�，厚さが７．５�ある花崗岩の河原石の片

面を使用している。Ｓ２０８は平面が４１．５�×２４．５�，厚さが９．５�ある安山岩の河原石の両面を使用

している。全面摩耗している。
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　１３）集石遺構１３号（第１０９図）

　７Ｃ区のⅦ層で発見された集石遺構で，割合に大きな円礫７個が４０�×５０�の範囲にまとまって

いる。掘り込みはなく，ほぼ平坦に置かれている。石材は砂岩で，火を受けて割れているものもあ

る。南端に置かれた最も大きな石は石皿である。

　この遺構は礫が整然と並んでいること，割と大きな礫がそろっていることから，一次的に置かれ

たものと思われる。

　石皿（Ｓ２０９）が出土している。２４�×２１．５�，厚さが６．５�の不定形の砂岩を用いており，片面

のみを使用している。ひび割れが激しい。
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２　石皿・磨石集積遺構（第１１０図）

　３Ｄ区で検出された遺構で，ほぼ水平に置かれた石皿の脇に，磨石がたてかけたような状態で置

かれていた。掘り込みはみられず，周辺に炭火物等もみられなかった。東側近辺に２点の磨石も

あったが，関連はつかめなかった。

　Ｓ２１０は安山岩製の磨石で，１３�×９．５�の楕円形をしている。両面・側面ともよく使い込んでツ

ルツルしているが，石材のためかでこぼこも目立つ。Ｓ２１１は６．６�×６．３�のほぼ円形をした砂岩

製のもので，両面を使用し，側面には打痕がみられることから敲石としても用いられている。

　石皿（Ｓ２１２）は長さ１９．２�，幅１７．２�，厚さ４．５�の花崗岩製である。両面を使用しており，ほ

ぼ平坦であるが，片面はやや窪んでいる。

３　土坑（第１１０図）

　６Ｃ区で検出された上面で１００�×８０�，下面で７５�×７０�の略円形をした土坑である。深さは

２７�～３９�で，断面形は逆台形をしている。埋土は下から黒っぽい茶褐色土まじりの黄褐色軽石，

黄褐色軽石，軽石まじりの黄褐色火山灰，黄褐色軽石，黄褐色火山灰まじりの黒色土である。埋土

中に人工遺物はなく，腐植土が少なく，軽石が多くはいっていることなどから，時期，性格とも

はっきりしないが，黄褐色火山灰などの色から池田カルデラの噴出物と考えられ，前期頃の土坑と

も考えられる。
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　遺物には土器と石器がある。

　１　土器

　２５５点の土器が出土しているが，これは大きく３種に分けることができる。前平式土器・石坂式

土器・妙見式土器である。

　１）前平式土器（第１１１図５３０・５３１）

　２点だけだが前平式土器の破片がある。

　５３０は２Ｃ区Ⅶ層で出土しており，内面の広い範囲は剥脱している。角筒土器で，外面は右下が

り斜方向の二枚貝貝殻条痕が付され，そのあと縦方向および斜方向の二枚貝筋による押圧文が付さ
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れている。内面調整はナデかと思える。

　５３１は７Ｃ区Ⅶ層で出土した底部直径９．４�の円筒土器底部で，ややあげ底になっている。底は円

板の外をまくようにして積み上げている。外面は横方向あるいは斜方向の貝殻条痕が付され，底近

くにはヘラ刻みが巡っている。内面は縦方向のヘラナデ，底部はミガキに近いていねいなヘラナデ

で仕上げている。

　５３０の外面と５３１の底は灰黒褐色，５３０の内面と５３１は茶褐色を呈しており，焼成度はともに良好で

ある。石英・黄白色石・雲母などの小石を含む砂質土を用いており，５�大のものもある。

　２）石坂式土器（第１１１図～第１１５図５３２～５８３）

　口縁部が外反する円筒土器で，安定した平底である。外面は二枚貝による綾杉状の条痕文を主体

とするが，上面に貝殻の刺突文があるものと，全面に条痕があるものとがある。条痕がなく全体を

刺突文で綾杉状とするものもある。内面はほとんど横方向のヘラナデで仕上げている。

　５３２～５６１は上面に貝殻の刺突文があるものである。５３２は口唇部にヘラキザミがあり，口縁部に

は巻貝殻頂押圧による右下がり刺突文がある。５３３は上部に６列ほどの横方向二枚貝刺突文があり，

その下には横方向の貝殻条痕がある。左側に円形の補修孔がある。外から内へ向かって，もみ錐様

のもので穿たれている。口唇部の刻みは不明である。５３４は口縁直径１７．５�と小型のもので上部に

右下がりの二枚貝刺突があり，その下に二枚貝腹縁による条痕文が綾杉状に施される。口唇部は欠
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けが目立つが，ここにヘラ刺突がみられる。５３５・５３６は口縁上部に二枚貝腹縁による左下がり刺突

文がみられ，口唇部にはヘラ刺突文・ヘラキザミがみられる。５３６は丸い補修孔がみられる。

　５３７は横方向のヘラナデのあと，二枚貝腹縁による横方向の刺突文が付され，その下は二枚貝腹

縁によって綾杉状の条痕がみられる。口唇部はやや肥厚し，ここには密にヘラキザミが付される。

５３８も二枚貝腹縁によって刺突文が付されているが，そのあと横方向のヘラナデが施されているた

めに刺突文はほとんど消えている。口唇部にはハの字状にヘラキザミがみられる。５３９は口縁直径

が３０�あり，外面上部には６段ほどの二枚貝腹縁による横方向刺突文がある。その下には幅の広い

貝殻腹縁によって綾杉状の条痕文が付される。口唇部には左下がりのヘラ押圧がみられる。口縁下

部には積み上げ痕がみられる。
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　５４０は口縁直径が２８�あり，外面上部は二枚貝腹縁によって綾杉状の刺突文が付されたあと横方

向のヘラナデが，下は貝殻条痕が施される。ススが付着し，口唇部にはヘラ押圧がみられる。５４１

は二枚貝腹縁によって左下がりの斜方向刺突文が付され，その下には綾杉状貝殻条痕が施されてい

る。口唇部には二枚貝腹縁の浅い押圧文がみられる。５４２は二枚貝腹縁による横方向刺突文のあと，

ヘラによって横方向にナデている。その下部は貝殻条痕がみられ，口唇部には左下がりのヘラ押圧

文が付されている。５４３は右下がり方向の並行した巻貝殻頂刺突文が付され，口唇部には密にヘラ

押圧文がみられる。５４４は左下がり方向の並行した巻貝殻頂刺突文が付されている。５４５は外面の剥

脱が目立つが，左下がり二枚貝腹縁刺突文が付され，口唇部には巻貝殻頂による刺突文が付されて

いる。内面は口縁端近くまでこげ目がみられ黒みがかっている。５４６は二枚貝腹縁刺突文で綾杉状

にしており，口唇部にはヘラ押圧が施される。５４７は二枚貝腹縁による左下がり刺突文があり，そ

の下には貝殻条痕文がある。５４８は二枚貝腹縁の左下がり押圧文，５４９は右下がり刺突文があり，そ

の下は綾杉状の貝殻条痕文である。５４９の外にはススが付着している。５５０は口縁直径１４．８�とやや

小さく，外反度も少なくほぼまっすぐ外へ開きながら伸びている。表面はやや磨滅しているが横向

きの二枚貝腹縁刺突文が二段に付され，その下は貝殻条痕である。口唇部にはこまかいヘラ押圧文

がみられる。５５１も外反度は少ないが，端部がふくらんでおり，口縁直径が１９�ある。外面は５段

の二枚貝刺突文が横方向に付され，その下は貝殻条痕である。５５２は表面剥脱が目立つが端部が細

くなっており，外面には短い二枚貝腹縁刺突文が縦方向に付されている。５５３は上まで浅い貝殻条

痕が付されている。内面にコゲが付着している。５５４はやや薄い作りで，上半が二枚貝腹縁による

６段ほどの横方向刺突文で，その下に綾杉状の貝殻条痕がある。口唇部は左下がりのヘラキザミで

ある。５５５は波状となる口縁で，端部がやや外反しているが，直立に近い。口唇部にヘラキザミが

あり，上から横方向の二枚貝刺突文，横方向貝殻条痕，綾杉状となる貝殻条痕となり，条痕の上に

も綾杉状となる二枚貝刺突文がみられる。５５６は小型の土器で，口縁端が細くなる。外面はヘラナ

デのあと，上部が縦方向の二枚貝刺突文，その下が綾杉状の狭い貝殻条痕となる。５５７は口唇部に

ハの字状のヘラキザミがあり，上部の狭い範囲に貝殻刺突文を施したあと，ヘラナデを施す。その

下は貝殻条痕である。５５８は上から二枚貝腹縁による左下がり刺突文，横方向刺突文，綾杉状貝殻

条痕となる。５５９は薄い作りで口唇部にヘラキザミがある。内外ともヘラナデで仕上げているが，

外面はそのあと二枚貝腹縁の刺突文が，横方向あるいは左下がり方向に施される。５６０は口縁直径

が１３�と小型で，口縁端が強く外反するが，やや外へ広がる円筒形土器である。口唇部は磨滅して

いるためはっきりしないが，ヘラ押圧が施されているようである。口縁端近くには二枚貝刺突文が

２段ある。その下には縦方向の貝殻条痕がある。内面の口縁端近くにはススが付着している。５６１

は分厚い作りの内反する口縁部である。外面はヘラナデのあと二枚貝腹縁による横方向の浅い刺突

文が施されている。口唇部はていねいなヘラナデで仕上げている。

　５６２～５６８は胴部で，５６２・５６４・５６８のように分厚いもの，５６３・５６５・５６７のように薄いものとがあ

る。５６２は底部近くで，外面は部分的に縦方向もあるが，ほとんどは横方向の貝殻条痕で仕上げる。

５６３は弧状となる貝殻条痕で，綾杉状となる。５６４・５６８は剥脱が目立つが，横方向の貝殻条痕とな

る。５６８は幅が狭い。５６５～５６７は綾杉状の貝殻条痕である。５６９は二枚貝腹縁の刺突で綾杉状とする

が，その間に横方向の刺突もみられる。刺突のあと部分的にナデ整形もみられ，口唇部にはヘラキ
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ザミがある。口縁直径は２４�である。５７０は小型土器で薄い作りとなり，内外とも横方向のヘラナ

デで仕上げている。５７１は口縁へまっすぐ伸びる器形をし，外面は横方向貝殻条痕のあとヘラナデ

である。剥脱が目立つ。５７２は最大径が９�しかない小型の円筒土器で，外面は綾杉状の貝殻条痕
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である。外面の剥脱が目立つ。５７３も二枚貝腹縁の刺突によって綾杉状とする。

　５７４～５８３は底部である。端部は角ばるものと，５７５・５７８のように丸みをもつものとがある。底部

直径は５７５のように８�足らずのものから，５８３のように１５�位のものまである。底部付近はヘラナ

デとなるものが多いが，５８２・５８３は貝殻条痕である。５８２は横方向，５８３は底近くが横方向，その上

が綾杉状となる。５８１は立上がり部分にヘラ刺突が巡っている。５７４・５７５・５７８・５８０の剥離状況・

断面観察から，底部は内面に円盤状のものをおき，その外に円筒状のものを貼付けている。５７９は

底部を貼付けによって厚くしている。底の調整はていねいなヘラナデで，５８２などはミガキに近い。

５７４・５７７～５８０は白粉が付いている。

　これらは茶褐色・淡茶褐色・灰褐色などの色調を呈し，焼成度は概して良好である。胎土は概し

て白色石・石英の細かい石を多く含んでおり，他に長石・茶色石・金雲母などもみられる。
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　３）妙見式土器（第１１６図５８４～５８６）

　７・８－Ｂ区Ⅶ層で出土した。口縁が外反し，ヘラ沈線，貝殻押圧文などが施される土器である。

一個体と思われる。口縁直径は１８�あり，胴部はややふくらんでいる。口縁部の一か所にこぶ状の

突出部がみられ，口唇部には左下がりのヘラ押圧文が付されている。口縁部にはヘラによる右下が

りの短絡線が施される。頸部には４条の沈線が巡り，その間に巻貝殻頂による刺突文が施される。

胴部には縦あるいは斜方向のヘラ沈線が施され，その間に巻貝殻頂の刺突文がある。外面の地文は

ていねいなナデで，内面は横方向のヘラナデである。色調は茶褐色を呈しているが，内面はやや灰

色がかっている。焼成度は良好であるが，やや軟質である。金雲母を多く含んでおり，他に白色

石・石英などの細かい石がある。

���������	�������
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胎　　土焼成度色　　調内面の調整外面の調整出土地図番

金雲母・黄白色石・石英の多い砂質土良外：灰黒褐色
内：茶褐色

ナデ？
（剥脱多）斜方向貝殻条痕２Ｃ５３０

石英・白色石・黒雲母（５�大の石あ
り）などの小石を含む良茶褐色（底は灰褐色）ヘラ縦ナデ横・斜め貝殻条痕７Ｃ５３１

茶色石・石英・白色石などの細かい石
を含む良黄みがかった淡茶褐色ていねいなヘラナデ

（剥脱している）ヘラナデ６Ｃ５３２

白色石・石英・黒色石などの細かい石
を含む良外：茶褐色

内：黒褐色
ヘラ横ナデ
（逆時計回り）横貝殻条痕６Ｃ５３３

石英・白色石などの細かい石を含む普通黄みがかった淡茶褐色
一部黒褐色

ミガキに近い
ていねいなヘラ横ナデ綾杉状貝殻条痕３Ｃ５３４

石英・白色石・雲母などの細かい石を
含む良やや赤みがかった

淡茶褐色ていねいなヘラナデヘラナデ６Ｃ５３５

石英・白色石などの細かい石を含む普通灰がかった淡茶褐色ていねいなヘラナデヘラナデ６Ｃ５３６

白色石・角閃石・石英・茶色石・灰色
石などの細かい石を含む普通淡茶褐色ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデ

綾杉状貝殻条痕４Ｃ５３７

白色石・石英・黄白色石などの細かい
石を含む普通黄みがかった明茶褐色ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデ６Ｃ５３８

石英・白色石・黄白色石などの細かい
石を含む普通淡茶褐色ていねいなヘラ横ナデ幅の広い

綾杉状貝殻条痕６Ｃ５３９

長石・石英・白色石・角閃石などの細
かい石を含む良明茶褐色ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデ

貝殻条痕６Ｃ５４０

石英・白色石などの細かい石を含む良
外：黒褐色
内：黄茶褐色
　　（一部黒褐色）

ていねいなヘラ横ナデ綾杉状貝殻条痕６Ｃ５４１

白色石・石英・茶色石などの細かい石
を含む良明茶褐色ヘラ横ナデ貝殻条痕

ヘラ横ナデ６Ｃ５４２

石英・黄白色石などの細かい石を含む良明茶褐色ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデ３Ｄ５４３

石英・茶色石・長石の多い砂質土良茶褐色ていねいなヘラナデヘラ横ナデ７Ｃ５４４

石英・白色石・茶色石などの細かい石
を含む普通

淡茶褐色
（内：こげめが口縁端ま
でありやや黒み）

ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデ
（剥脱あり）７Ｃ５４５

石英・白色石などの細かい石を含む良黄っぽい淡茶褐色ミガキに近い
ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデ６Ｃ５４６

石英・雲母・白色石などの細かい石を
含む良外：淡茶褐色

内：紫がかった暗茶褐色ヘラナデ貝殻条痕６Ｃ５４７

石英・黒色石・茶色石・白色石などの
細かい石を含む良外：茶褐色

内：淡茶褐色ていねいな横ナデ綾杉状貝殻条痕５Ｃ５４８

石英・白色石などの細かい石を含む良外：暗茶褐色（スス付着）
内：茶褐色ていねいな横ナデ幅広の綾杉状貝殻条痕６Ｃ５４９

雲母・白色石・石英などの細かい石を
含む良外：黄っぽい淡茶褐色

内：暗灰褐色ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデ
（剥脱あり）４Ｃ５５０

黄白色石・石英・角閃石などの細かい
石を含む良外：黒灰色

内：淡茶褐色ていねいなヘラ横ナデ貝殻条痕８Ｅ５５１

石英・長石などの細かい石を含む普通外：淡茶褐色
内：黒褐色ナデヘラ横ナデ

（剥脱あり）２ＣＤ５５２

石英・白色石・茶色石などの細かい石
を含む良外：茶褐色

内：黒褐色（コゲ付着）ヘラナデ浅い貝殻条痕
（剥脱目立つ）８Ｅ５５３

細かい石英粒多　他に長石・茶色石・
白色石などの細かい石を含む普通外：茶褐色

内：黒褐色ていねいなヘラ横ナデ綾杉状貝殻条痕７Ｃ５５４

石英・白色石などの細かい石を含む普通外：茶褐色
内：黒褐色ていねいなヘラ横ナデ深い貝殻条痕４Ｃ５５５

白色石・石英・雲母などの細かい石を
含む良暗茶褐色ていねいなヘラナデ綾杉状貝殻条痕３Ｃ５５６
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胎　　土焼成度色　　調内面の調整外面の調整出土地図番

石英・黒色石・長石などの細かい石を
含む良淡茶褐色ていねいなヘラ横ナデ貝殻刺突のあとヘラナデ

その下貝殻条痕５Ｃ５５７

石英・白色石・茶色石などの細かい石
を含む普通茶褐色

（内はやや黄っぽい）ていねいなヘラナデ綾杉状貝殻条痕６Ｃ５５８

石英・白色石・長石などの細かい石を
含む良淡茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラナデ３Ｃ５５９

白色石・石英などの細かい石を含む普通茶褐色ていねいなヘラ横ナデ縦方向貝殻条痕３Ｄ５６０

白色石・石英が多い
長石・茶色石もあり良暗灰褐色ヘラ横ナデヘラナデ４Ｄ５６１

白色石・石英の細かい石が多い
茶色石もある良黄みがかった淡茶褐色ていねいな横あるいは

縦ナデ
横方向貝殻条痕
（部分的に縦方向）４Ｃ５６２

石英・長石・白色石などの細かい石を
含む良赤みがかった茶褐色ていねいなヘラナデ綾杉状貝殻条痕４Ｃ５６３

石英・白色石などの細かい石を含む良淡茶褐色ていねいな横ナデ横方向貝殻条痕５Ｃ
７Ｃ５６４

石英・黄白色石・長石などの細かい石
を含む良茶褐色ていねいなヘラ横ナデ綾杉状貝殻条痕４Ｃ５６５

石英・黄白色石・茶色石などの細かい
石を含む良茶褐色ヘラ横ナデ綾杉状貝殻条痕７Ｃ５６６

石英・白色石などの細かい石を含む良外：黄っぽい淡茶褐色
内：灰黒褐色ていねいなヘラ横ナデ綾杉状貝殻条痕６Ｃ５６７

石英・長石などの細かい石を含む良外：茶褐色　
内：灰褐色ていねいな横ナデ細かい横貝殻条痕　

（剥脱あり）６Ｃ５６８

白色石・石英が多く金雲母もある良淡灰褐色ていねいなヘラ横ナデ部分的にナデ４Ｄ５６９

石英・長石が多い普通灰褐色（外はやや黒み）ヘラ横ナデヘラ横ナデ５Ｃ５７０

石英・白色石が非常に多い良灰がかった茶褐色ヘラ横ナデヘラナデ（剥脱あり）４Ｄ５７１

石英の多い細かい石を含む良

外：灰がかった茶褐色
部分的に黄みをお
びる

内：黒褐色

横ナデ綾杉状貝殻条痕７Ｃ５７２

金雲母・白色石・石英などの細かい石
を含む粗い土普通灰がかった淡茶褐色ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデ５Ｃ５７３

黄白色石・石英・雲母などの細かい石
を含む良外：茶褐色

内：黒褐色ヘラナデヘラナデ
（剥脱が目立つ）６Ｃ５７４

石英・雲母・茶色石・白色石などの細
かい石を含む普通外：灰褐色

内：黒褐色ヘラ横ナデヘラナデ７Ｃ５７５

黒雲母・黒色石・石英・白色石などの
細かい石を含む普通外：黄茶褐色

内：淡茶褐色ヘラナデ摩耗が目立つヘラナデ８Ｄ５７６

石英・雲母・茶色石などの細かい石を
含む良明茶褐色ヘラナデ不明４Ｄ５７７

金雲母・石英・白色石などの細かい石
を含む粗い土良灰褐色ヘラ押圧ヘラナデ４Ｄ５７８

石英・白色石などの小石が多い
普通
（外は
良）

黒っぽい暗茶褐色粗いヘラナデ不明４Ｄ５７９

白色石・石英・黄白色石・雲母などの
細かい石を含む（９�大の石あり）良茶褐色表面剥離目立つ不明５Ｃ５８０

石英・雲母・白色石などの細かい石を
含む普通茶褐色ヘラ押し・ヘラナデ縦方向貝殻条痕６Ｃ５８１

白色石・黄白色石・茶色石・石英など
の細かい石を含む良茶褐色ヘラ横ナデ横方向貝殻条痕５Ｃ５８２

黒色石・石英・白色石などの細かい石
を含む良外：茶褐色

内：淡茶褐色（黒色化）ヘラ横ナデ深い貝殻条痕７Ｃ
４Ｃ５８３
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　２　石器

　縄文時代早期のⅦ層で出土した石器と，縄文時代晩期のⅡ層で出土した石器がある。

　１）Ⅶ層出土の石器

　石鏃・トロトロ石器・磨製石斧・打製石斧・礫器・敲石・磨石・砥石・石皿がある。

　①石鏃（第１１７図Ｓ２１３）

　　えぐりのない二等辺三角形のもので，両面とも周辺からていねいに加工している。

　②トロトロ石器（第１１７図Ｓ２１４）

　チャート製のトロトロ石器である。ほぼ正三角形をしており，深さ１�ほどのえぐりがある。周

辺から細かく加工してあり，両脚は方形をしている。両面ともていねいに磨いており，ツルツルし

ている。

　③磨製石斧（第１１８図Ｓ２１５～Ｓ２１９）

　５点あり，いずれも刃部あるいは頭部が欠けたもので，１点は未製品である。Ｓ２１５～Ｓ２１７はい

ずれも河原石を用いている頭部であるが，ほとんど加工がなく，刃部のみにていねいな加工をした

ものと思われる。Ｓ２１５は頭部と側部の一部に加工痕がみられ，Ｓ２１６は片側の側辺が欠けているが，

そのあとの調整痕はほとんどない。Ｓ２１７は短く折れている。Ｓ２１８は主要剥離面を片面に残し，一

方は自然面を残しているが，一部は磨いた痕跡がみられる。Ｓ２１９は刃部をていねいに両面から磨

いた蛤刃状のもので，片面（図の左側）はややへこんでおり磨き痕がみられない。

　④打製石斧（第１１８図Ｓ２２０～Ｓ２２３・Ｓ２２５）

　５点あり，１点は未製品である。いずれも折れており，完形品はない。Ｓ２２０～Ｓ２２２は頭部破片

である。Ｓ２２０の頭部は周辺から加工して半円形をしている。片面は主要剥離面を残し，厚さ１�

足らずの扁平なもので，風化している。Ｓ２２１・Ｓ２２２は幅広い頭部で，ともに自然面を広く残して

いるが，縁辺は細かく加工して形を整えている。Ｓ２２３はくつ形を呈する扁平打製石斧の胴部で，

上下を欠いている。縁辺のみを加工し，裏は主要剥離面を残している。Ｓ２２５は表面に広く表皮を

残し，逆面は主要剥離面の剥片で，打製石斧の未製品かと思われる。

　⑤礫器（第１１９図Ｓ２２６～Ｓ２３１）

　いずれも頁岩製のもので６点出土している。Ｓ２２６は分厚い礫の先端を加工して鋭い刃としてい

る。Ｓ２２７は片面に広く自然面を残す礫の周辺の一辺を両方から打ち欠いている。Ｓ２２８は両面に自
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然面を広く残す礫の一短辺を両側から打ち欠き刃部としている。Ｓ２２９は磨製石斧の頭部を利用し

たものと思われる。刃部を両側から打ち欠いているが，頭部は石斧製作時の加工痕と思われる。Ｓ

２３０の片面は自然面を残し，あと一方は主要剥離面を残している。一面を両側から打ち欠き刃部と

している。Ｓ２３１は一側面に両側から打ち欠いた痕跡がみられる。

　⑥磨石（第１２０図・第１２１図Ｓ２３３～Ｓ２４５）

　１３点出土している。平面形が惰円形をし，断面が扁平なものと，平面・断面とも不定形なものと

がある。前者が多い。磨石のなかには敲石として用いられているものもある。

　Ｓ２３３は整った形をしており，表・裏・側面ともよく使いこなしている。Ｓ２３４・Ｓ２３６は厚い作

りのもので全面ともよく使いこなしている。Ｓ２３５は片面はよく使って平坦であるが，片方は雑で

ある。Ｓ２３７の片面はほぼ平坦だが，一方は亀ノ甲状に使用している。Ｓ２３８は破損しており，雑な

使い方をしている。Ｓ２３９は河原石を用いており，使用痕は顕著でない。Ｓ２４０も分厚いが，全面を

よく使いこなしている。

　Ｓ２４０までのものも敲石として使用したものがあるが，Ｓ２４１～Ｓ２４５は敲石としても良く使って

いる。平面形は楕円形で，断面が扁平なものである。Ｓ２４１は側面に打痕跡が顕著で，表・裏面と

もなめらかである。片方がへこんでいる。Ｓ２４２は表・裏面ともツルツルしているが，側面の使用

は顕著で，部分的に敲打痕がみられる。Ｓ２４３・Ｓ２４４は磨石・敲石としてよく使っている。Ｓ２４５

も表面をよく磨っているが，片面は欠失部が目立つことから敲石として使用しているようである。

側面は敲打痕が目立つ。

　⑦敲石（第１２１図Ｓ２４６・Ｓ２４９～Ｓ２５２）

　５点あり，平面形が棒状のものと楕円形状のものとがある。Ｓ２４６・Ｓ２４９は棒状をし，Ｓ２４６は

頭部に使用痕がないが，一端の一部に敲打痕がみられる。Ｓ２４９は顕著な使用痕がないことから頭

部と思われる。

　Ｓ２５０～Ｓ２５２は楕円形をしている。Ｓ２５０の一端は大きく剥離している。Ｓ２５０は広いほうの端部

に敲打痕が顕著にみられる。Ｓ２５１・Ｓ２５２とも短側辺の両端を使用しているが，使用痕は顕著でない。

　⑧砥石（第１２２図Ｓ２５３・Ｓ２５４）

　２点出土している。Ｓ２５３は楕円形をし，最大の厚さは９�と厚い。組砥で，上面と左側面の２

面を使用している。Ｓ２５４は小型で，厚さも１．５�～２．５�しかなく，一面のみを使用している。

　⑨石皿（第１２２図Ｓ２５５～Ｓ２６３）

　９点出土している。Ｓ２５５・Ｓ２５６・Ｓ２６１は砥石の可能性もある。平坦なものが多い。Ｓ２５６・Ｓ

２６１・Ｓ２６３以外は完形品だが，Ｓ２６２以外は小型で扁平である。Ｓ２５５は片面のみ使用しており，砥

石としても用いている。Ｓ２５６の表面はツルツルしている。Ｓ２５７も片面のみを使用しているが，や

や窪んでいる。Ｓ２５９も片面のみ使用しているが，でこぼこが目立つ。Ｓ２６０は片面のみ使用してお

り，やや窪んでいるが，底のほうが曲がっているためサドルカーン状を呈している。Ｓ２６３は片面

のみ使用して，やや窪んでいる。
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　２）表層並びにⅡ層出土の石器

　ここで紹介する石器は縄文時代早期のものが混っているかもしれないが，とりあえず出土した層

で紹介する。

　①打製石斧（第１１８図Ｓ２２４）

　扁平打製石斧の刃部で，先端は細くなっている。裏は自然面を残し，安山岩製だが風化している。

　②礫器（第１１９図Ｓ２３２）

　磨石の半欠品を再利用したもので，Ⅱ層で出土している。惰円形を呈し，表の周辺に使用痕がみ

られ，裏には使用痕はほとんどない。

　③敲石（第１２１図Ｓ２４７・Ｓ２４８）

　ともに砂岩製で棒状のものである。Ｓ２４７は三角柱状を呈し，先端部のみに軽く使用痕がみられ

る。三面ともに砥石として用いた痕跡がみられる。Ｓ２４８は扁平なもので先端部の一部に敲打痕が

みられる。裏面は砥石として使用された可能性もある。ともにⅡ層出土である。

　④砥石（第１２４図Ｓ２６４～Ｓ２６８）

　５点出土している。Ｓ２６４・Ｓ２６５はともに１５Ｆ区Ⅱ層で出土した粘板岩製のもので，同一個体の

可能性がある。ともに剥離しており，Ｓ２６５は両側面と表面に使用痕があることからＳ２６４も同じ状

態の可能性があるが，この破片では側面のみに使用痕がみられる。Ｓ２６６～Ｓ２６８は砂岩製である。

Ｓ２６６は分厚いもので，使用痕は顕著でないが，表面と一側面に使用痕がみられる。Ⅱ層で出土し

ている。Ｓ２６７は石皿の可能性もある礫で欠けている。片面のみを使用しており，Ⅱ層で出土して

いる。Ｓ２６８は下が欠けているが，おむすび状を呈し，面を石皿として使用しているが，あとの片

面に筋砥の使用痕がみられる。表層の出土である。
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重　さ厚　さ幅長　さ石　材層出土地種　類番
１．１５０．４１．５２．４安山岩Ⅶ１１Ｃ石鏃２１３
３．７０．５２．４２．３チャートⅦ６Ｃトロトロ石器２１４
１６０２．４５．６８．９頁岩Ⅶ５Ｃ磨製石斧２１５
（１７５）２．４（５．１）（９．９）頁岩Ⅶ４Ｃ磨製石斧２１６
（７０）２．１５．０（４．７）頁岩Ⅶ６Ｃ磨製石斧２１７
（４５）１．５６．４（４．４）頁岩Ⅶ７Ｃ磨製石斧２１８
（３０）１．３５．０（４．３）頁岩Ⅶ３Ｄ磨製石斧２１９
（４５）０．９６．７（５．５）頁岩Ⅶ３Ｄ打製石斧２２０
（２９０）２．５９．３（１０．４）頁岩Ⅶ４Ｄ打製石斧２２１
（１１０）１．４１０．６（６．７）安山岩Ⅶ６Ｃ打製石斧２２２
（５０）１．０５．７（６．４）頁岩Ⅶ５Ｄ打製石斧２２３
（２０）１．２２．６（７．３）頁岩Ⅱ９Ｅ打製石斧２２４
４０１．１４．１１０．５頁岩Ⅶ８Ｂ打製石斧２２５

（４１０）３．２（８．３）１２．４頁岩Ⅶ６Ｃ礫器２２６
（２４０）２．４９．３（８．６）頁岩Ⅶ６Ｃ礫器２２７
１，１２０５．２１０．８１５．８頁岩Ⅶ４Ｃ礫器２２８
１５０２．０５．９９．１頁岩Ⅶ７Ｃ礫器２２９
３５５３．３９．６９．８頁岩Ⅶ７Ｃ礫器２３０
８４０３．５１１．０１４．３頁岩Ⅶ７Ｃ礫器２３１
２３５２．４７．８１０．４頁岩Ⅱ１６Ｅ礫器２３２
５５５４．３８．０１０．３花崗岩Ⅶ７Ｃ磨石２３３
５４０５．６７．５９．４安山岩Ⅶ３Ｄ磨石２３４
３６０４．０７．４８．９花崗岩Ⅶ６Ｃ磨石２３５
１，０７０８．１９．５１１．１安山岩Ⅶ７Ｃ磨石２３６
６００５．４１０．２８．８砂岩Ⅶ７Ｂ磨石２３７
１２５３．５５．０５．５安山岩Ⅶ８Ｃ磨石２３８
８８５４．５９．８１３．７砂岩Ⅶ５Ｃ磨石２３９
１，１５０６．７９．２１３．４安山岩Ⅶ４Ｃ磨石２４０
４００４．１６．６１０．６砂岩Ⅶ５Ｃ磨石・敲石２４１
４２５４．３７．２９．１花崗岩Ⅵ６Ｃ磨石・敲石２４２
６８０４．５９．８１０．６安山岩Ⅶ４Ｃ磨石・敲石２４３
４６５４．６７．０１０．０花崗岩Ⅶ５Ｃ磨石・敲石２４４
３９５３．６６．９１０．３安山岩Ⅶ８Ｂ磨石・敲石２４５
１００２．８３．０８．６砂岩Ⅶ４Ｄ敲石２４６
１６０３．１３．７１０．４砂岩Ⅱ１２Ｆ敲石・砥石２４７
７０２．３３．３６．４砂岩Ⅱ１４Ｆ敲石２４８

（１３５）３．６４．４（６．１）安山岩Ⅶ６Ｃ棒状敲石２４９
４４０４．５６．７１１．０安山岩Ⅶ５Ｄ敲石２５０
３７０４．３６．１９．４砂岩Ⅶ４Ｃ敲石２５１
７２０５．１８．３１２．７砂岩Ⅶ６Ｃ敲石２５２
１，１６５９．３７．０２３．１溶結凝灰岩Ⅶ６Ｃ砥石２５３
１４０２．４５．０９．５ホルンフェルスⅦ６Ｃ砥石２５４
９７５３．２１３．５１５．７砂岩Ⅵ５Ｃ砥石・石皿２５５
（９３０）４．１（１３．０）１３．５砂岩Ⅶ３Ｄ砥石・石皿２５６
１，８６０４．５１８．５１５．５砂岩Ⅶ８Ｃ石皿２５７
４，６００７．４１８．２２２．０花崗岩Ⅶ６Ｃ石皿２５８
３，４００４．７２５．４２５．６安山岩Ⅶ５Ｃ石皿２５９
１，８４０４．６１１．６２１．０花崗岩Ⅶ４Ｄ石皿２６０
（８４０）６．３１１．２（９．５）砂岩Ⅶ３Ｄ砥石・石皿２６１
１４，６００８．１４０．０３４．４安山岩Ⅶ３Ｄ石皿２６２
（９００）５．３（１１．４）（１１．２）砂岩Ⅶ５Ｃ石皿２６３
（８．３）（０．４）３．７（３．７）粘板岩Ⅱ１５Ｆ砥石２６４
（５６．６）１．７４．２（４．４）粘板岩Ⅱ１５Ｆ砥石２６５
５４５６．６４．１１４．０砂岩Ⅱ１７Ｆ砥石２６６

（１，０００）３．０（１２．２）１１．９砂岩Ⅱ１１Ｆ砥石・石皿２６７
（６８５）５．７９．５（１１．０）砂岩表１４Ｆ砥石・石皿２６８
２．２０．２２．６３．８頁岩Ⅱ１５Ｆ磨製石鏃２６９
１２．６１．６３．５４．９頁岩Ⅱ１５Ｆ磨製石鏃２７０
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　弥生土器９７点と磨製石鏃１点が出土している。これらは，ほぼ北東側区域の１１～１８－Ｅ・Ｆ区で

出土しており，狭い範囲に分布していることがうかがえる。

�������

　甕形土器と壺形土器がある。

１　甕形土器（第１２５図５８７～５９２）

　内側がやや下がる逆Ｌ字形の口縁をもつ。５８７は口縁直径が２４．４�で最大直径となり，口唇部は

ややへこむ。内面は口縁部がやや窪んで頸部で強く屈曲している。外面の肩部はゆるやかに張り出

し，ここに２条の三角突帯が貼付けられている。内外面とも口縁近くは横，その下は縦方向のヘラ

ナデで仕上げ，外面はていねいである。器形はややでこぼこしている。５８８は口縁直径が２３．５�で，

口縁部は分厚く口唇部はやや窪んでいる。口縁内面はやや窪んでいるもののほぼまっすぐ伸び，頸
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部は強く屈曲し，内側へやや突出している。内外とも横方向のヘラナデである。５８９は口縁直径が

２９�あり，口唇部は窪んでいる。頸部内面は強くくびれている。逆Ｌ字形の口縁部は貼付けられて

いる。内外ともていねいな横方向のヘラナデである。５９０は口縁直径２６�で，頸部内面は丸みをお

びて胴部に至る。口唇部も丸みをおびている。５９１も同じような形をしている。調整は内外とも横

方向のヘラナデである。５９２は胴部からはがれた浅いＭ字状突帯である。

２　大型甕形土器（第１２６図５９３～５９５）

　５９３・５９４はやや内側が下がった平らな口縁部で，内面屈曲部はやや内側に飛び出している。外側

はゆるやかに曲がり，口唇部は窪んでいる。内外ともていねいな横方向のヘラナデで仕上げている

が，５９４の口縁部内面は斜方向である。５９４の口縁下部は指ナデと思われるくぼみがある。５９５は内

面が丸みをもって屈曲し，口縁はやや窪んでいる。内外ともヘラ横ナデで仕上げている。５９３は淡

茶褐色，５９４は暗茶褐色，５９５は黒褐色を呈している。５９４・５９５の焼成度は良いが，５９３はやや軟質

であり剥脱が目立つ。白色石・石英・黄白色石・茶色石・金雲母などの石を含んでいるが，５９３・

５９４は細かい石で作られているのに対し，５９５は１�大の石も含む割と粗い土を用いている。

３　壺形土器（第１２７図５９６～５９８・６０１）

　口縁部はつばが付き二叉状口縁となるもの（５９６・５９７）と，逆Ｌ字状のもの（５９８）とがある。

５９６は口縁直径が１４�あり，外反する口縁部のやや下に断面形がＭ字状になる突帯が貼り付けられ

る。口唇部はやや窪んでいる。５９７も強く外反する口縁下に細長い三角形状の突帯が貼り付けられ

ている。口唇部，貼付突帯とも窪んでいる。５９８は口縁の外がやや下がった逆Ｌ字状口縁で，口縁

直径は１６．８�ある。口唇部はへこむ。外面は横方向のヘラナデで仕上げているが，５９７はヘラミガ

キである。内面はいずれも横方向のヘラナデで仕上げているが，５９６・５９７ともていねいである。い

ずれも茶褐色を呈しているが，５９７は暗く，５９８は淡い。焼成度は５９８がやや軟質だが，５９６・５９７は
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良い。金雲母・白色石・石英・茶色石などの多い細かい土を用いている。６０１は直径８�の平底で，

底はなにかの圧痕があり深く窪み，そのあとヘラナデで仕上げている。内底は粘土が貼付けられ，

でこぼこしている。内外とも縦方向のヘラナデで仕上げているが，外はていねいである。茶褐色を

呈しているが，外は暗い。焼成良好で，金雲母・石英・黄白色石などの細かい石を含んでいるが，

特に金雲母は多い。
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４　大型壺形土器（第１２７図５９９・６００・６０２～６０４）

　小さい口縁部から胴部へふくらみ，肩部と腹部に貼付突帯がある。丸底に近い小さな平底である。

６０３は口縁から胴部までの破片である。口縁直径は１６．５�と小さく，外がやや下がる逆Ｌ字形口縁

である。端部が欠けているため，Ｍ字状になるのか，丸みをもっておわるか，はっきりしない。口

縁部付近で外へ粘土を貼付けて，肥厚させている。口縁内面は内へやや反らせて，口唇部を広くし

ている。肩部に５条の三角突帯が貼付けられている。５９９も肩部で，４条の三角突帯が貼付けられて

いる。６００・６０４は腹部で，６００は４条，６０４は３条の三角突帯が貼付けられている。６０４は丸みをお

びた器形をしており，最大径が３５�ある。外面の調整はていねいなヘラナデで仕上げているが，

６０３の下半部や６０４などはミガキに近い。横方向が多いが，頸部や下半部は縦方向である。内面もヘ

ラナデで，６００や６０３の頸部などは横方向，その他は縦方向である。６０３の内面は剥脱が目立つ。色

調は淡茶褐色を主とするが，５９９・６０４はやや暗く，６００は灰色がかっている。底部（６０２）は直径６

�の小さい平底で，外面はミガキに近いていねいなヘラナデで仕上げているが，底の部分はやや荒

れている。内面はヘラ横ナデで仕上げているが，剥脱が目立つ。外は底近くが赤っぽい茶褐色で，

上は黒色化している。胎土には金雲母が多く含まれ，他に白色石・石英・長石などの細かい石を含

んでいるが，７�大の小石もみられる。焼成度は概して良いが，６００・６０２は普通である。
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　頁岩の剥片等が数点出土している。

　Ｓ２６９は長さ３．８�，幅２．６�，厚さ０．２�あり，全面に欠損部があるが，一部に磨いた痕跡がみら

れる。研磨痕は両面ともみられることから，形態などからして磨製石鏃の未製品かと思われる。　

　Ｓ２７０は先端を一部欠いているが，周辺を打ち欠いて長さ４．９�，幅３．５�，厚さ１．６�の二等辺三

角形に整形している。形態からして磨製石鏃と思われるが，研磨痕がないことから未製品であろう。
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　該期の遺構は検出されていないが，２０００点以上の土器等が出土している。これらも弥生土器と同

じく，北東側区域の１４～１８－Ｅ・Ｆ区の狭い区域で出土している。

��������

　土器のほとんどは土師器であり，器種には甕形土器・壺形土器・坩形土器・鉢形土器・高坏形土

器がある。
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１　甕形土器（第１３０図～第１３３図６０５～６２３）

　大きい破片は少ないが，口縁がやや外反し，胴部上半に貼付突帯のあるものもある。

　６０５～６１４はやや外反するか，まっすぐ伸びる口縁である。６０８・６１３・６１４はやや外へ反っている

が，ほかは外へ開きながらまっすぐ伸びている。６０６・６１４は継ぎ目が内外ともよく残っている。

６０７は下部分にくぼみがあることからここが頸部となる可能性がある。６０９は頸部に幅広のやや蛇行
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する三角突帯が貼付けられている。６１１の内面にも２条の継ぎ目痕がみられ，６１２の外面ははっきり

した輪積み痕が残っている。６１２の口縁部はでこぼこが目立つ。６１５は頸部から底部付近の破片で，

最大直径が２１�と細長い器形をしている。頸部でややくびれて，ここで外反し，薄い作りのまま底

へ向かっていることから丸

底と思われる。６１６は直径

２９�の肩部近くと思われる

が，ここに幅２�ほどの突

帯が貼付けられる。これに

は左下がりから右下がりの

布目痕の付いたヘラ圧痕が

付され，斜格子状を呈する。

６１７も内外に継ぎ目痕がみ

られる薄い作りの破片で，

これにも６１６と同じ大きさ，

文様の貼付突帯がみられる。

６１８は口縁直径１８．５�の直

立する口縁で，頸部から外

へふくらんで底へ向かう。

口縁端は尖がった部分と，

平坦な部分とがある。６１９

は口縁直径２２�で，頸部か

らややふくらんで内反ぎみ

に立上がっている。厚さが

ふくらむ部分もあるが，同

じ厚さの所もある。６２０は

強くくびれ，６２１は弱くく

びれる頸部がある。

　ここでは底部がないが，

脚台が出土していないこと，

６１５・６１８～６２１などの器形

から丸底となる可能性があ

る。

　６２２・６２３は大型甕形土器

である。口縁直径２５�ほど

で直立している。胴上半に

は二条以上の三角突帯が貼

付けられている。��������	�
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　調整は内外ともヘラナデで仕上げており，横方向のものが多い。縦方向のものは６０７の外面の一

部，６１１・６１５・６１９・６２０の外面，６１６の両面，６２１の外面下部にみられる。６０８・６１３・６１６や，６１０の

内面，６１１・６１５の外面などはていねいにナデて，６１３の外面などはミガキに近い。６１９の外面調整は

粗くでこぼこしているが，部分的にはミガキに近い所もある。

　色調は茶褐色，淡茶褐色，茶色がかった灰褐色，黄みがかった淡茶褐色，灰がかった淡茶褐色，

赤みがかった茶褐色などがあるが，外面にススが付着しているために黒みがかっているものも多い。

　焼成度はいずれも良好である。白色石・石英・黄白色石・金雲母・長石・茶色石などの細かい石

を含んだ土を用いているが，３�～４�大の小石を含んでいるものもある。

２　壺形土器（第１３４図６２４～６３３）

　この器種は多くなく，破片も小さいが，二重口縁で頸部と肩部に貼付突帯があり，丸底あるいは

小さい平底である。ほとんどが小型である。

　６２４は小型の壺形土器で，直径が６．８�あり，ゆるい稜をもつ二重口縁である。くびれた頸部から
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外へまっすぐ伸び，ゆるい段をもってやや外反しながら丸い端部へ至る。内外ともヘラナデで仕上

げるが，外は特にていねいである。６２５～６２７は貼付突帯のある頸部である。６２５は頸部直径が１１�

あり，この部分で胴部と口縁部を接合しており，ここに強く粘土帯を貼付けている。これに左下が

りのヘラ沈線を施し，そのあと右下がりの長い押圧を施している。口縁部はやや外反して立上がっ

ており，肩部は薄く，接合部の内面は調整がほとんどないため痕跡がよく残っている。６２６もほぼ

同じような作りで，突帯に左下がりのあと右下がりの布目痕のある押圧が施され，斜格子状を呈す

る。６２７は頸部直径が１２�あり，突帯上に左下がりの布目痕のある押圧が施される。

　６２８は幅３．２�ほどの広い突帯の貼付けられた肩部で，突帯上には左下がりヘラ押圧のあと右下が

りの布目痕のあるヘラ押圧が施され，斜格子状を呈する。突帯の上下はヘラミガキで仕上げている。

６３１と６３２は丸底，６２９・６３０・６３３は小さい平底がある。６３０はややあげ底となっている。外面は縦方

向のヘラナデで仕上げているが，６２９～６３１はていねいにナデており，特に６２９はミガキに近い。内

面・底もヘラナデだが，６３１の外面，６３２の内面は剥脱が目立つ。６３２の底はややすれている。

　色調は茶褐色・淡茶褐色・淡い黄褐色・明黄褐色などを呈しているが，６３０の内面にはこげが付

着している。焼成度は概して良好である。石英・白色石・黄白色石・茶色石・長石・雲母などの細

かい石を含んだ土を用いているが，一部の土器には４�～６�大の小石がはいったものもある。

３　坩形土器（第１３４図６３４～６３８）

　小型丸底のものと丹塗り平底のものとがある。

　６３４は頸部直径が７�の丸みをおびた器形である。６３５も胴部最大直径が７�と小型であるが丸み

をおびた器形をしている。６３６も同様の器形をしているが，肩部にヘラの刺突文が巡っている。こ

れらはいずれも外面は縦あるいは横方向のヘラミガキ，内面はヘラナデで仕上げている。淡茶褐色，

あるいは黄みがかった淡茶褐色を呈し，焼成は良好である。黄白色石・長石・石英・白色石などの

細かい石を用いている。１５Ｆ区・１７Ｆ区・１８Ｆ区などで出土している。

　丹塗り土器の胴部はソロバン玉状の形をしており，底部は安定した平底である。内外ともヘラナ

デで仕上げているが，外面はていねいである。淡茶褐色・淡黒褐色・黄褐色を呈しており，外は底

までやや暗い赤色を塗っている。黄白色石・石英・長石などを含む細かい石を用い，焼成度は普通。

４　鉢形土器（第１３４図６３９～６４６）

　鉢状のものと，脚台付きのものとがある。

　６３９は口縁直径が１６�ある大型のもので，内反する器形をし，口縁端は角ばっている。内外とも

横方向のヘラナデで仕上げ，外はていねいにナデている。６４０は直径４．４�ある低い台の付くもので，

作りは雑である。内外ともヘラナデで仕上げているが，鉢部外面は縦方向，その他は横方向である。

　底は小型壺との区別がつかないため，とりあえずここでは鉢として扱っている。６４１は小型の壺

形土器の平底で，内外ともヘラナデで仕上げているが，底には木の実かと思われる深い圧痕が残っ

ている。外は赤っぽい淡茶褐色，内は黒褐色を呈しており，焼成度は普通である。６４２は丸底で，

内面調整は縦方向のヘラナデだが，底は押圧のためでこぼこしている。６４３はていねいなヘラナデ

で仕上げているが，表面がでこぼこした小型の平底である。６４４～６４６は小さい平底の土器で，外面

はていねいな縦方向のヘラナデをしており，特に６４５はミガキに近い。６４４は表面が摩滅している。

　色調は暗灰褐色・黒褐色・黄褐色・淡茶褐色などを呈しているが，６３９の外にはススが付着して
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いる。焼成度は良好で，石英・白色石・茶色石・黄白色石などの細かい石を含んだ土を用いている。

５　高坏形土器（第１３５図・第１３６図６４７～６７６）

　外反する口縁部と丸みをおびた底部から成る坏部と，短かい筒部・ハの字状に広がる裾部から成

る脚部の形態をしている。なお，６６３と６６４はふいごの羽口（678・６７９）に転用している。

　口縁部（６４７～６５４）も長く伸びるものと短いもの，丸みをおびるものと，直線的なものなどがあ

る。６５０は口縁直径が２０�とやや大型で，内面に浅い凹線風のものがみられる。６４９は口縁直径が１４

�と中型で，丸みをおびて外反する口縁部とまっすぐ伸びる底部から成るが，胎土が口縁部は精製

土，底部は白色土などを含む砂質土と異なる特長をもつ。６４７・６４８は外反しているが直線的に伸び
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ており，口縁部と底部にはっきりした稜を持つ。口縁直径は６４８が１８�，６４７が１６�ある。６５３は外

反する口縁部だが，短い。６５２は逆に深い坏部で，口縁部と底部の境はゆるやかである。

　６５５・６５６は坏部の口縁と底部の境付近で底部の接着部分に細かい右下がりのヘラ沈線がみられる。

生乾きの時点で口縁部を貼付けたものと思われる。

　６５７～６６１は坏部と脚部との境付近で，６５８は坏部の中心部に接合面，その中央付近に貼付部分が

みられる。また，底近くに浅い沈線が巡っている。６５７は境に貼付け部がみられ，中央には団子状

の粘土塊がみられる。６５９は脚部上側に粘土塊を乗せて貼付けている。６６１も中央に棒状の粘土塊を

埋め込んでおり，裾部は強く屈曲して広がっている。６６２は底部内面がまっすぐしており，裾部へ

は強く屈曲して広がっている。坏部と脚部の接着には坏の中央部に粘土塊を埋めることによって接

合するものと，粘土を内外からくっ付けて接合するものとがある。

　脚部は６５９・６６１・６６２・６６４のように筒部をもつものと，６６０・６６３のように筒部と裾部の境が明瞭

な段をもたないものとがある。裾部は端部が細くなるものと，６６８・６７０・６７２～６７４のように丸みを

もつものとがあり，直径も６６５のように８�しかない小さいものから，６７５のように１５�ある大きな

ものまであるが，多くは１１�～１４�のなかにはいる。６６６は外面に薄い丹塗りがみられる。６６６～

６６８・６７６は裾部がやや内反するのに対し，６６９・６７０・６７２・６７４は外へわずかにふくらんでいる。

６７３の外面は赤っぽい淡茶褐色を呈しており，丹塗りのようにみせている。調整は横方向のヘラナ

デを主体とし，なかにはていねいな調整をしてミガキ風にみえるものもある。

　色調は淡茶褐色・にぶい黄褐色・乳茶褐色などで，黒班もある。石英・長石・黄みがかった白色

石・茶色石などの細かい石を多く含む胎土だが，６６２は黄白色石がひじょうに多いやや粗い土である。
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胎　　土焼成度色　　調内面の調整外面の調整出土地図番

白色石・黄白色石・金雲母などの細か
い石を含む普通にごった淡茶褐色

（外にスス付着）ヘラ横ナデヘラ横ナデ１４Ｆ６０５

黄白色石・石英・白色石などの細かい
石を含む普通茶色っぽい灰褐色

（厚くスス付着）
ヘラ横ナデ
継ぎ目がはっきり残る

ヘラ横ナデ
継ぎ目がはっきり残る１７Ｆ６０６

黄白色石・石英・長石などの細かい石
を含む良茶褐色

（外にスス付着）ヘラ横ナデヘラ横ナデ
（一部縦ナデ）１７Ｆ６０７

石英・白色石・金雲母・茶色石などの
細かい石を含む良茶褐色

（外はススのため黒色化）ていねいなヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデ１７Ｆ６０８

白色石・石英などの細かい石を含む
（４～６�大の石あり）普通

外：灰がかった黒褐色
　　（スス付着）
内：黄茶褐色

ヘラ横ナデヘラ横ナデ１６Ｆ６０９

白色石・石英・茶色石などの細かい石
を含む普通灰がかった淡茶褐色

（スス付着のため黒褐色）ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデ１７Ｆ
１８Ｆ６１０

白色石・茶色石・石英などの細かい石
を含む良茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラ縦ナデ１７Ｅ６１１

石英・白色石・茶色石などの細かい石
を含む良赤みがかった茶褐色

（外はススにより黒色化）ヘラ横ナデ
ヘラ横ナデ
輪積痕がはっきり残っ
ている

１７Ｆ６１２

黄白色石・茶色石・石英などの細かい
石を含む良茶褐色（外に黒班）ていねいなヘラ横ナデミガキに近いていねい

なヘラ横ナデ１８Ｆ６１３

白色石・石英・黄白色石などの細かい
石を含む良灰がかった淡茶褐色　

（外にスス付着）ヘラ横ナデヘラ横ナデ１７Ｆ６１４

石英・金雲母・黄白色石などの細かい
石を含む良

外：赤っぽい茶褐色
　　（スス付着）
内：淡茶褐色・黒褐色

ヘラ横ナデていねいなヘラ縦ナデ１４Ｆ
１８Ｆ６１５

黄白色石・石英・茶色石などの細かい
石を含む（３�大の石あり）良外：淡茶褐色（スス付着）

内：黄みがかった淡茶褐色ていねいなヘラ縦ナデていねいなヘラ縦ナデ１７Ｆ６１６

白色石・石英などの細かい石を含む良黄みがかった灰褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ１８Ｆ６１７

石英・黄白色石などの細かい石を含む良茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラナデ１５Ｆ６１８

石英・黄白色石・茶色石・白色石など
の細かい石を含む良淡茶褐色

（外はススのため黒色化）ヘラ横ナデ
粗いヘラナデ部分的に
はミガキに見えるヘラ
縦ナデ

１４Ｅ
１５Ｆ６１９

石英・白色石・茶色石などの細かい石
を含む良茶褐色

（外にスス付着）ヘラ横ナデハケナデ　ヘラ縦ナデ１５Ｆ６２０

石英・白色石・茶色石・黄白色石・金
雲母・長石などの細かい石を含む良茶褐色

（外にスス付着）ヘラ横ナデ横ナデ　ヘラ縦ナデ１５Ｆ６２１

石英・金雲母・白色石・長石などの細
かい石を含む良茶褐色

（外はやや赤っぽい）
ヘラ横ナデ
でこぼこが強い

ヘラ横ナデ
でこぼこが目立つ１５Ｆ６２２

金雲母・石英・長石・茶色石・白色石
などの細かい石を含む良

外：黄色っぽい淡茶褐色
　（スス付着，黒班あり）
内：淡茶褐色

右下がりハケナデヘラ縦ナデ１５Ｅ６２３

石英・白色石などの細かい石を含む普通淡い黄褐色ヘラナデていねいなヘラ横ナデ１８Ｆ６２４

白色石・石英・黄白色石・茶色石など
の細かい石を含む（６�大の石あり）良淡茶褐色ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデ１８Ｆ６２５

石英・黄白色石・茶色石などの細かい
石を含む良外：茶褐色（スス付着）

内：灰黒褐色ヘラナデていねいなヘラ横ナデ１７Ｆ６２６

白色石・石英・長石・茶色石などの細
かい石を含む良明黄褐色ていねいなヘラ横ナデていねいなヘラ縦ナデ１７Ｆ６２７

白色石・石英などの細かい石を含む良灰がかった淡茶褐色ていねいなヘラナデヘラミガキ１５Ｅ６２８

雲母・長石・白色石・石英などの細か
い石を含む良茶褐色ヘラナデミガキに近いていねい

なヘラ縦ナデ１６Ｆ６２９

黄白色石・石英・白色石・長石などの
細かい石を含む良暗茶褐色

（内にコゲ付着）ヘラ縦ナデていねいなヘラナデ１５Ｆ６３０

黄白色石・石英・白色石・金雲母など
の細かい石を含む（５�大の石あり）良茶褐色

（外の表面は剥脱）ヘラナデていねいなヘラ縦ナデ１７Ｆ
１８Ｆ６３１

金雲母・黄白色石・茶色石などの４�
大までの小石を含む普通淡茶褐色ヘラ縦ナデ

（剥脱が目立つ）ヘラ縦ナデ１４Ｆ６３２

石英・白色石・黄白色石の多い砂質土良茶褐色ヘラナデヘラ縦ナデ１５Ｆ６３３

白色石・石英などの細かい石を含む良外：黄みがかった淡茶褐色
内：淡茶褐色ヘラナデヘラミガキ１７Ｆ６３４

黄白色石・長石などの細かい石を含む良淡茶褐色ヘラナデ横方向ヘラミガキ１５Ｆ６３５

石英・白色石などの細かい石を含む良黄みがかった淡茶褐色ヘラナデミガキに近いヘラ横ナデ１７Ｆ６３６
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胎　　土焼成度色　　調内面の調整外面の調整出土地図番

黄白色石・石英・長石などの細かい石
を含む普通外：淡黒褐色

内：淡茶褐色ヘラナデていねいなヘラナデ６３７

黄白色石・石英などの細かい石を含む普通黄褐色
（底まで丹塗り）ヘラナデヘラナデ

ていねいなヘラナデ６３８

石英・白色石・茶色石の多い砂質土良
外：暗灰茶褐色
　　（スス付着）
内：黒褐色

ヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデ１７Ｆ６３９

白色石・黄白色石・石英などの細かい
石を含む良茶褐色

（脚部は黄褐色）ヘラ横ナデていねいなヘラ縦ナデ６４０

石英・黄白色石・長石などの細かい石
を含む普通黒褐色

（赤っぽい淡茶褐色）ヘラナデヘラナデ６４１

石英・黄白色石などの細かい石を含む良淡茶褐色ヘラの押圧により
でこぼこ縦ナデていねいなヘラナデ１５Ｆ６４２

白色石・石英・長石などの細かい石を
含む良

外：淡い黄褐色
　　（一部黒褐色）
内：茶褐色

ヘラナデでこぼこしているが　
ていねいなヘラナデ１７Ｆ６４３

白色石・黄白色石・石英などの細かい
石を含む良外：茶褐色

内：暗茶褐色
ヘラ縦ナデ
（摩耗が目立つ）ていねいなヘラ縦ナデ１５Ｆ６４４

白色石・石英・茶色石などの細かい石
を含む良暗淡茶褐色

（一部に黒班あり）ヘラナデミガキに近い
ていねいなヘラナデ１８Ｆ６４５

黄白色石・石英・長石・茶色石などの
細かい石を含む良茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラ縦ナデ１５Ｅ６４６

石英・白色石・茶色石などの細かい石
を含む良淡い黄茶褐色

（内には黒班あり）ヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデ１６Ｆ６４７

石英多　長石・白色石・黄白色石など
の細かい石を含む普通淡茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ１７Ｆ６４８

上：精製土
下：白色土など含む砂質土普通やや赤みがかった黄褐

色ヘラ横ナデヘラ横ナデ１８Ｆ６４９

石英・長石・黄白色石などの細かい石
を含む良淡茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデ１８Ｆ６５０

石英・白色石などの細かい石を含む普通淡茶褐色
（内に黒班あり）ていねいなヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデ１６Ｆ６５１

白色石・石英などの細かい石を含む普通淡い黄茶褐色ヘラ横ナデヘラ横ナデ１８Ｆ６５２

黄白色石・石英などの細かい石を含む普通黄みがかった淡茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデ６５３

白色石・黄白色石・石英などの細かい
石を含む良茶褐色ミガキに近い

ていねいなヘラナデていねいなヘラ横ナデ１８Ｆ６５４

石英・茶色石・白色石・黄白色石など
の細かい石を含む普通にぶい黄褐色ていねいなヘラ横ナデていねいなヘラナデ１６Ｆ６５５

白色石・石英などの細かい石を含む良茶色がかった黄褐色ヘラナデていねいなヘラ横ナデ１８Ｆ６５６

黄白色石・石英・茶色石の多い砂質土良茶褐色ヘラナデていねいなヘラナデ１７Ｆ６５７

石英・黄白色石・長石・茶色石などの
細かい石を含む普通外：乳茶褐色

内：淡茶褐色ていねいなヘラ横ナデていねいなヘラナデ１７Ｆ
１８Ｆ６５８

白色石・茶色石・石英などの細かい石
を含む（５�大の石あり）普通乳灰色ヘラ横ナデていねいなヘラナデ１４Ｅ６５９

石英・黄白色石・白色石などの細かい
石を含む良淡茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラ縦ナデ１７Ｆ６６０

石英・長石・茶色石・黄白色石・白色
石などの細かい石を含む普通

乳茶褐色
（一部に赤みがかった
茶褐色）

ていねいなヘラナデていねいなヘラ横ナデ１５Ｅ６６１

２～３�大の黄白色石が非常に多く，
他に茶色石・石英などの粗い土良茶褐色ていねいなヘラナデ

ヘラ横ナデ
ミガキに近い
ヘラ縦・横ナデ１６Ｆ６６２

白色石・石英などの細かい石を含む普通

外側のみが黄色く変色
茶褐色（外は羽口が灰褐
色，その下が淡い黄褐色，
境はやや赤み）

時計まわりの
ヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデ１６Ｅ６６３

白色石・石英などの細かい石を含む普通淡茶褐色ヘラナデていねいなヘラ縦ナデ１５Ｆ６６４

白色石・黄白色石・石英などの細かい
石を含む普通淡い黄褐色

（一部に黒班）ヘラ横ナデヘラ横ナデ１８Ｆ６６５

石英・白色石などの細かい石を含む普通淡黄褐色ヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデ６６６

白色石・茶色石・石英などの細かい石
を含む良明茶褐色ていねいなヘラ横ナデミガキに近い

ていねいなヘラ横ナデ
１６Ｆ
１８Ｆ６６７

黄白色石・石英などの細かい石を含む普通暗黄褐色ていねいなヘラ横ナデヘラ横ナデ１７Ｆ６６８
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��������（第１３７図６７７）

　１７Ｆ区の土坑で甕と思われるものの破片が出土している。厚さが５�ほどと薄く，外面には浅い

横長の格子タタキ，内面には同心円当て具の痕跡があるが，内面は表面をナデており良く残ってい

ない。内外面とも表面は灰褐色を呈しているが，

外面には薄い自然灰釉がかかっている。内は赤っ

ぽい茶褐色を呈しており，焼成度は良好である。

��������（第１３７図６７８～６８０）

　ふいご羽口と匙形土製品が出土している。

　ふいご羽口は４点（１４Ｅ区・１５Ｆ区・１６Ｅ区）

出ているが，いずれも高坏形土器の脚部を利用し

たものである。いずれも破片になっており，脚上

部を羽口のほうに使っており，灰色化している。

　匙形土製品は把手部分のみで，表面の剥脱が目

立つがヘラで丸く棒状に整え，匙部との間はやや

細くなっている。直径は２�前後である。部分的

に黒みをおびているが，黄味がかった淡茶褐色を

呈している。焼成度は良く，石英・白色石などの

こまかい石を用いている。１７Ｅ区のⅡ層で出土し

ている。
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胎　　土焼成度色　　調内面の調整外面の調整出土地図番

石英・白色石などの細かい石を含む良赤みがかった茶褐色
（黒班あり）ヘラ横ナデヘラナデ１７Ｆ６６９

石英・黄白色石・茶色石などの細かい
石を含む良淡茶褐色（内は暗い）ヘラ横ナデヘラミガキ１７Ｆ６７０

白色石・長石・黄白色石などの細かい
石を含む良淡茶褐色ヘラ横ナデていねいなヘラ縦ナデ１８Ｆ６７１

長石・石英・茶色石・白色石などの細
かい石を含む普通淡茶褐色ヘラ横ナデヘラナデ１８Ｆ６７２

白色石・黄白色石・石英・茶色石など
の細かい石を含む良外：赤っぽい淡茶褐色

内：淡い黄褐色ヘラ横ナデミガキに近い
ていねいなヘラナデ１８Ｆ６７３

石英・長石・白色石などの細かい石を
含む良淡い黄茶褐色

（黒褐色部分あり）ヘラ横ナデヘラ横ナデ１８Ｆ６７４

石英・黄白色石・白色石などの細かい
石を含む良茶褐色（内に黒班あり）ミガキに近い

ていねいなヘラ横ナデていねいなヘラ横ナデ１８Ｆ６７５

石英・白色石などの細かい石を含む良白っぽい黄褐色ヘラナデヘラナデ６７６

良
うすい自然釉
内外：灰褐色
中：赤茶褐色

同心円当て具
表面をナデて浅い浅い長格子タタキ１７Ｆ６７７

白色石・石英などの細かい石を含む普通外：淡茶褐色
内：茶褐色ヘラナデていねいなヘラ縦ナデ１５Ｆ６７８

白色石・石英などの細かい石を含む普通

外側のみが黄色く変色
茶褐色
（外は羽口が灰褐色，そ
の下が淡い黄褐色，境は
やや赤み）

時計まわりのヘラ横ナデていねいな横ナデ１６Ｅ６７９

石英・白色石などの細かい石を含む良黄みがかった淡茶褐色
　（部分的に黒み）ヘラナデヘラナデ１７Ｅ６８０
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　中尾遺跡とは同じ台地にあるものの南側に約１�離れていることから，この両遺跡は別の集団の

生活拠点と思われる。ただ，時期的には同じような時期に居住した可能性もあり，相互に影響を与

えあっていたこともあったのであろう。ここでは大きく縄文時代早期，弥生時代中期，古墳時代

前・中期の３時期にわたって住んでいる。このうち，ふたつの時期の問題点についてまとめていく。
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　この時期の遺構は集石遺構１３基・集積遺構１基・土坑１基だけが検出され，集落構成の主要素で

ある竪穴住居跡は見つかっていない。ただ，このことは県内の他地域・他遺跡でもいえることで，

竪穴住居跡が見つかっていないことで，ここに人が定住していなかったとは簡単に断定できない。

竪穴住居跡が見つかっていない点については，竪穴住居が造られず簡単な家で済ませていたのか，

現代の研究者が竪穴住居を検出できない（埋土と検出面の土が似ているため）のか，あるいはキャ

ンプ的な移住性の強い生活をしていたため住居が造られなかったのか，さまざまな理由が考えられ

るが，各地で多く見つかる集石遺構の存在から考えれば，これらの遺跡は安定した居住地の可能性

が強い。とすれば，当時（縄文時代早期）の包含層，あるいは生活基盤層の土色が黒色土であるこ

とから，現代の調査担当者が遺構を探しきれていないと考えるほうがもっとも納得しやすい。当遺

跡でも集石遺構が１３基検出されていることを考えれば，これらの存在時期をどれほどの幅考えるか

によるが，数年間の居住を考えたほうがわかりやすいのではなかろうか。

　ところで，これら１３基の集石遺構をそれぞれ見ていくと，すべてが同じような配置・構成・基模

などをしていない。それは，それぞれの役目の違いをしていると思われる。集石遺構の性格につい

ては南太平洋地域等の民族例などから石蒸し調理用のものとする考えがなかば定着している。この

他にも単なる炉・かまどなどとしても用いられていた可能性もある。ここでは，そうしたことを考

慮しながら，それぞれの集石をみていきたい。

　蒸し焼き用のものとすれば，①物を乗せる基礎の礫群のみが残る，あるいは検出された場合②基

礎の礫群と，その上にかぶせた礫の廃棄場が一体化した場③礫の廃棄場のみが残っている場合が考

えられる。当遺跡の場合を考えれば①に該当するものが１号・６号・９号，②に該当するものが３

号・７号・１０号・１１号，③に該当するものが２号・４号・５号・８号・１２号となる。この遺構には磨

石や石皿などの転用を除くと人工遺物が含まれないことが多い。しかし，当遺跡では多く，あるいは

完形品に近い形で残っていることがいくつかにみられる。それらの遺構はいずれも②か③の場合で，

①の場合はない。このこともこの遺構を一次的な使用場と，廃棄場とに分けるひとつの根拠となろう。

　このように考えると，当遺跡の集石遺構は１３基見つかっているが，本来は８基あるとみれる。

　集石遺構２号の中で石皿と磨石の一体化した遺構が見つかった。この石皿がボロボロになってい

る状況からして，この遺構は火を焚く場の近くで木の実を粉砕化している作業場としてとらえるこ

とも可能かもしれない。あるいは磨石が２個とも欠損し，石皿が異様に窪んでいることを考慮すれ

ば，もはや使用に耐えないものを用いて，豊作を祈願する祭祀が行われた跡の可能性もある。

　また，集石遺構７号で出土した軽石製品については，これを他の礫と同じように調理に用いたと

考えることは石材のもろさからして無理がある。軽石製品については実用品としては使用しにくい

ことから祭祀用品として考えられることが多いが，この場合，出土している場所からして実用品と
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しては考えられないだろうか。煮炊き具の場合，今日では蓋をするのは当然であるが，考古資料と

しての出土はほとんどない。可能性として木の葉，木の枝などが考えられるが，板材加工がむずか

しいことを考えれば軽石の利用はどうだろうか。大きさが深鉢の口縁直径からみて，やや小さいよ

うにも思えるが，中蓋として許容範囲の中にあるかもしれない。今後，類例調査など課題としたい。
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　南九州特有の土器である成川式土器は甕形土器の底に脚台が付くという特徴がある。そのため，

南九州の古墳時代遺跡には必ずといっていいほど脚台の破片が出土する。当遺跡に隣接する中尾遺

跡でも多くの脚台が出土している。ところが，当遺跡では脚台が全く見られない。整理作業を始め

た頃，この遺跡には甕形土器がない。中尾遺跡に集落と墓があることから，当遺跡は壺・坩・高坏

から成る祭祀遺跡ではないかと考えたこともあった。ところが，口縁部などをみると壺だけでなく

甕も多く出土していることがわかってきた。大隅半島では遺跡によって成川式土器と宮崎平野系土

師器の比率が違うことがあるという現象については昨年「二子塚Ａ遺跡」の報告書で記し１），こ

のことについては中村直子氏の先見的論文２）もある。つまり，成川式土器のみの遺跡，成川式土

器の中に宮崎平野系土師器が少量含まれる遺跡，逆に宮崎平野系土師器が多く成川式土器が少量含

まれる遺跡があるということである。この三種に分けると当遺跡は宮崎平野系土師器が多く，成川

式土器が少量含まれるといった遺跡に含まれ，肝付町後田山下遺跡３）などと同じような性格にな

るが，それにしても脚台が全く含まれないという極端な性格を持つことになる。こうした状態は，

この地域が成川式土器を主体とする分布圏の端にあたるということも示唆しており，成川式土器の

分布圏がどこまで至っているかという懸案事項を解釈する糸口になるかもしれない４）。ただ，霧

島市城山山頂遺跡のように布留式土器が異様に多く出る特殊な遺跡もあることから，その分布範囲

をくくることは慎重に検討する必要があろう。この時期は５世紀前半頃であると思われるが，その

時期における大隅半島の位置づけは近年，次々発見される墓の分析ともからめ，興味あるものがあ

る。

　遺物のなかで注目されるもののひとつに高坏形土器の脚部を再利用したふいごの羽口がある。こ

れは県内各地で最近出土例が増加しつつあるが，大隅半島においても鹿屋市根木原，同榎木原，吾

平町中尾などの遺跡で出土しており，鹿児島湾沿いでは指宿地区に多く出土していることとあわせ，

その広がりが注目される。また，これらの出土する時期がかなり限られていることから，その伝播

経路についても今後検討する必要がある。さらに，どういう工程の中でこれを利用したか，なにを

こしらえたかについても調査を進めねばならない。

註
１）池畑耕一『二子塚Ａ遺跡』（『鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書』８４）２００５年

２）中村直子「古墳時代における南部九州在地土器と土師器との関係性」『鹿児島大学プロジェクト報告書　新し

い関係性を求めて』２００４年

３）新福深・児玉健一郎『後田山下遺跡』（『高山町埋蔵文化財センター発掘調査報告書』５）高山町教育委員会　

１９９６年

４）このことは平成１３年に行われた鹿児島県考古学会秋季大会において問題提起したが，その後調査は進んでいな

い。池畑耕一「古墳時代の国境―土器の違いを中心として」『鹿児島県考古学会研究発表資料―平成１３年度秋

季大会』鹿児島県考古学会　２００１年
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　７年にもわたって行われた中尾遺跡の調査成果は，姶良川上

流を臨む台地の端部における古代人の生活の歩みを明らかにし

た。特に古墳時代の生活跡をさぐっていくためにこれまで南九

州では不明であった生から死へという一生の足跡を明らかにし

た遺跡であった。ここではこれらの調査によって明らかとなっ

たことの一部を古墳時代を主体として記していきたい。

��������	
������

　台地の西端付近を横切る道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘

調査は，ひとつの台地端にトレンチを設定する調査となり，い

くつかの課題を与えるとともに，いろいろなことも判明してき

た。

　中尾台地は肝属川の支流姶良川を西眼下に望む比高約２５ｍの

ほぼ平坦な台地で，南北に約２．５�，東西に約１�ある。台地

裾には現在でも数か所に湧水地点があり，その湧水地を公園と

している所もある。台地から歩いて５分ほどである。現在では

台地上は耕地整理事業によって整然としているが，調査の結果

ではいくつかの狭谷がはいってることがわかっており，縄文時

代から古墳時代あたりの地形は今といくらか違っていた可能性

がある。シラス台地の特質からして，もう少し台地が西へ延び，

谷の浅い地形が予想できる。

　この台地に人が住んだのは連綿としておらず途切れ途切れに

なっていることがわかる。

　肝属川流域では弥生・古墳時代に比べると縄文時代の遺跡は

極端に少ない。肝属川支流に当たる姶良川も同様で，縄文時代

の痕跡は晩期になるまで少ない。今回の調査でも同じように縄

文時代早期以外の痕跡はほとんどみられなかった。　

　縄文時代には早期・前期・後期・晩期に住んでいるが，前

期・後期はキャンプサイト的な住み方で出土数は少ない。早期

は広い範囲に出土がみられ集石５９基，連穴土坑２基が検出され

るなど安定した生活拠点であったことがうかがえる。土器も前

平式・吉田式・石坂式・桑ノ丸式・下剥峯式・押型文・平栫

式・塞ノ神式など長期にわたっている様子がわかる。晩期は狭

い範囲に散在しており，黒川式土器の使われる中葉以降である。

　眼下に川が流れているという地形にしては弥生時代の生活跡

はほとんどみられない。早期から前期初頭までと，中期後半の ��������	
������
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山ノ口式土器が少量出土しているだけで，集落が営まれた痕跡はない。この頃はまだこの地域では

稲作の発達はなかったようである。同じように肝属川下流域でもこの時期の集落は少ない。大隅半

島では弥生時代における水田耕作の発達はもう少しあとのことであろう。

　この台地において飛躍的に人数が増加するのは古墳時代になってからである。当遺跡がこの付近

の拠点集落として存在したことを示しているのは２８軒にも及ぶ竪穴住居跡と４条の溝状遺構などか

らうかがうことができる。

　古代になるといくらかの土器と共に，溝状遺構などが見つかっているが，急に人数は減っており，

その後にこの台地に人が住むことはなかった。中世以降では居住地を台地以外に移したことが予想

できる。
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　鹿児島県では古墳時代になると各地で多くの土器が出土しており，この頃人口増のあったことが

うかがえる。そのなかでも各地に多くの生活跡で構成される集落が存在する。鹿児島湾沿いに霧島

市妻山元，姶良町萩原，鹿児島市鹿児島大学郡元団地，指宿市橋牟礼川，吹上浜沿岸に南さつま市

芝原，日置市辻堂原，肝属川下流に肝付町東田，同後田山下などの遺跡がある。

　これらの集落は４世紀頃に始まり，ほとんどは６世紀頃には終焉を迎えるが，橋牟礼川遺跡のよ

うに８世紀頃まで続くムラもある。継続年の違いもあるが，これらのなかには鹿大郡元団地・橋牟

礼川・辻堂原遺跡などのように１００軒を越える住居数からなる遺跡もある。

　中尾遺跡は県道部分では２８軒だけであるが，町教委主体で調査したゲートボール場の部分でも重

複した多くの竪穴住居跡が発見されており，台地上にはさらに多くの竪穴住居跡があるものと思わ

れる。これらの竪穴住居跡は４世紀頃から始まり，最後には７世紀頃まで続いているようである。

集落は台地の端近くに立地しているが，調査区では北側の５区から１１区付近，南側の３６区から４４区

付近に集中している。また，重複した２１軒の竪穴住居跡があるゲートボール場は５区から１１区付近

の西側に当たることから，北側の集落の延長部分と考えられ，ここではほぼ２か所に分かれて分布

していることがわかる。これらのムラが同一時期における集団の違いなのか，時期を異にするムラ

なのかは今後の検討課題としたいが，北側のグループは２３軒以上の住居で構成されていることから

当時としては拠点集落とも考えられる大きなムラである。地下式横穴墓がどちらの集落に属するも

のか，あるいは別に集落があるのかも興味深い課題である。

　住居の形態は県内各地でみられるものと同様，方形である。その多くは正方形に近い形態だが，

なかには不定形のものもある。同じ吾平町の名主原遺跡では花弁状を呈するものも多いが，ここで

は全く発見されていない。ただ，のちに記すように住居の平面積が狭いものもあることから，こう

した狭いものは花弁状の形態をなす住居の中央部である可能性が全くないとはいえない。

　住居の大きさは７．２�しかない小さなものから３６�もある大きなものまで大小様々である。計測

可能な（推定も含めて）２２軒の平均面積は約１８．５�あり，１０�～２５�のなかに８割近くが含まれて

いる。特に大きいもの（約３４�・３６�）も２軒あることから，これらは特殊な用途をもっている可

能性もある。他の遺跡に比べると，やや小さいものの多い感じがする。
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　人間の一生を考古学的に追求することは難しい。出産儀礼・成長儀礼・生活場所・生産場所・生

活用具・そして葬送儀礼・墓地，こうした遺跡を探り，見出しながら復元していくのが考古学研究

である。ところで，生活場所と墓地をいっしょに掘り当てるのはそうざらにはない。特に墓が集落

と離れてつくられる古墳時代の場合はなおさらである。

　鹿児島県でムラとハカが近距離にある遺跡としては垂水市根木原遺跡，指宿市南摺ヶ浜遺跡と橋

牟礼川遺跡，枕崎市松ノ尾遺跡と花渡川遺跡，高山町塚崎古墳群と東田遺跡あるいは花牟礼遺跡な

どがあるが，枕崎市花渡川遺跡の場合は未調査のため詳細が不明である。根木原遺跡の調査成果は

未報告のためはっきりしないが，土坑墓２基が発見され，同じ台地上で多くの竪穴住居跡が発見さ

れている。指宿市南摺ヶ浜遺跡では鉄剣などを副葬した土坑墓があり，同じ台地にある橋牟礼川遺

跡では多くの住居・貝塚などがある。塚崎古墳群は台地上に５基の前方後円墳と３９基以上の円墳が

あるが，台地の眼下低地に東田遺跡や波見西遺跡などの集落が，同じ台地の基部に２０軒ほどの竪穴

住居跡から成る花牟礼遺跡がある。なお最近，川辺町堂園遺跡でも複数の竪穴住居跡群と土坑墓群

が同じ台地上でみつかっており，今後の調査が注目されている。

　このように調査例がほとんどないため，そのつながりがはっきりしない鹿児島県で，中尾遺跡の

検出例は今後古墳時代の集落構成を探るうえに貴重な資料となるであろう。

　第２章で鹿児島県における拠点集落を論じたが，これらの集落に伴う墓地は現在のところほとん

ど見つかっていない。辻堂原遺跡の場合，竪穴住居跡を囲むようにして数条の溝状遺構があり，こ

の溝状遺構の性格がどのようなものか興味深いが，溝状遺構の外側の状況がはっきりしないため，

今のところ判断できるほどの資料はない。これを複数集団間の境とみるのか，ムラとハカの境とみ

るのか，あるいは防禦用のものとみるのかは今後の発見資料に待ちたい。中尾遺跡でも同じような

溝状遺構が見つかっているが，これらをどのように解釈するのか今回の調査ではつかみきれず，今

後の課題である。

　中尾遺跡で発見されたハカは地下式横穴墓と呼ばれる南九州東部にみられる特有の形をしたもの

である。このハカは従来副葬品に貧弱なものが多いことから一般庶民のものといわれたこともある

が，ここでもはっきりしたようにその数はムラ人の数，つまり住居数に比べて極端に少ない。ハカ

がもう少し広がることは想定されるが，南北の領域あるいは東西における台地幅などを考えてもそ

れほど墓域が広がるとは考えにくい。とすればここのハカにしても中尾集落に住む人の全てが葬ら

れるにしては少ないことは明白である。さらに，この墓の構造と副葬品の特殊性である。地下式横

穴墓の構造・規模からして，ここの墓は決して大きなものではなく，従来の考え方からすれば貧弱

な副葬品しかないと想定されていたのに対し，ここでは豊富な副葬品，つまり頭椎大刀・馬具・馬

鈴や刀剣など南九州では出土例の少ないものをもっている。ここと谷を挟んで対岸といっていいほ

ど至近距離にある宮ノ上地下式横穴墓群は古くから多くの墓が発見されているのに，ここほどの副

葬品はなく，まことに貧弱な副葬品である。集落とのつながりだけでなく，それぞれの墓群間の比

較など南九州の墓制を考えるうえに極めて貴重な発見であり，今後の解明が期待される。
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　　　　　ＴＥＬ（０９９）２５０－７０３３

あ　と　が　き

　南九州の古墳文化を語る時，その特有な構造を呈する墓のひとつである地下式横穴墓を抜き

にしては語れない。吾平町は地下式横穴墓の分布圏の最西南端にあたるとともに，特有な構

造・副葬品などをもつ地域でもある。この地で行われた今回の発掘調査では，この墓をさらに

こまかく調査できただけでなく，この墓に葬られたであろう人々の生活跡が明らかとなった。

　平成の市町村合併によって「吾平山上稜」から町名をとった「吾平町」はなくなった。吾平

山上稜への道という長い歴史をもつ道の改良工事に伴って行われた中尾・四方高迫遺跡の発掘

調査報告書をここに出すことになった。吾平山上稜と遺跡，吾平町と名付けられた昭和２２年頃

だったら，この成果は地元の人々を大いに力づけたことだろう。古墳時代の大集落があり，そ

の近くには豊富な副葬品をもった墓があった。鹿児島県ではこのように生活の場と墓がいっ

しょに見つかる古墳時代の遺跡はこれまでなかった。これをどう解釈するかはまとめに書いた

ため今後検討されるだろうが，古墳時代の遺跡を考える貴重な資料である。

　吾平町という町名がなくなる年にそのような価値のある遺跡の報告書が出されるのは奇遇な

ことといえよう。

　最後になったが，この報告書ができるために努力された発掘調査に従事した調査員の皆さん，

交渉にあたられた県教委と県土木部の皆さん，協力を惜しまれなかった吾平町教委の皆さんに

は心から感謝したい。また，それを手伝われた作業員の皆さんの名を記して謝意を表したい。

　（池畑）

　（発掘調査）

　赤野ナル子・池田愛子・稲村アヤ子・入佐ふき子・江口裕見子・大園邑子・神之園トシ子・

上前京子・川野春香・黒羽子文子・小竹千恵子・柴山民子・新村ヨネ・末吉マル・住吉イネ・

田実一義・田中シヅ子・田野邉カズ子・田畑信子・茶円ヨリ子・豊重信子・豊重マリ子・永島

田テル・永山スミ子・永山チリ・野添良子・橋口ケイ子・福元まり子・前田ミヤ・前田良子・

松本タツ子・村田サツ・安田冨子・山下洋子・吉原ひとみ

　（報告書作成）

　川路加代子・郷田千秋・芝昭子・志和池和恵・末廣みゆき・西川直美・福山霧子・山元宏子


